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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　死んだと思ったら、気付けば俺おれは少女と風ふ呂ろに入っていた。

　風呂といっても家庭用じゃない。温おん水すいプールのように広いやつだ。天てん井じようはキラキラした色いろ鮮あざやかなステンドグラスで覆おおわれている。

　そこから入る昼の光に照てらされて、少女が眩まばゆく映はえる白い肌を晒さらしていた。

　豊かな金髪を背中に波打たせた彼女は驚おどろきに目を見開いて俺を見つめている。

　ブルーサファイアのような双そう眸ぼうはキラキラとして人形のようだ。

　やや幼さの残る顔立ちに豊かな胸とくびれた腰こし、きゅっと引ひき締しまったお尻しりは逆に直視できない背徳はいとくさを醸かもし出だしている。

　風呂にはピンクの花がプカプカと浮かんでおり、まるでこの世のものとは思えない美しさだった。

「あなた、何者？　どうしてここにいるの？　いつの間に？」

　やや頰ほおを染そめながら眉まゆ根ねを寄よせて少女は言ってきた。

　金髪の少女は申もうし訳わけ程てい度どに胸の膨ふくらみを隠かくしながら、困こん惑わくした様よう子すで俺に顔を向けている。

　どう説明すればいいんだ？

　俺は是これ国くに隆りゆう。さっき車にはねられて死んだ高校生だ。俺は不ふ審しん者しやではない。自分でも、どうしてここにいるのかもわからない。どう説明すれば？

　そんな俺の戸と惑まどいをよそに聞き慣なれた「ワウ」と声がした。

　ペットの黒くろ柴しば犬いぬ、シバジロウ──柴犬より一回り小さい豆マメ柴シバだ。

　見るとシバジロウは必死にお湯の中であがいていた。泳ぐなんて綺き麗れいなもんじゃない。ひたすらに浴槽の縁ふちを目指して、ただ足をバタバタさせているだけだ。でもほら、ぜんっぜん、前に進めていない。

「シバジロウ！」

　そう俺が呼ぶと、シバジロウは耳をペタンと倒たおし、眉まゆ毛げをへの字にして、全身でションボリとした空気を出しながらも、助けを期待するキラキラとした目を向けてきた。

　よし今すぐ助けるぞ、相あい棒ぼう！

　この中ちゆう途と半はん端ぱに俺を舐なめながらも健けな気げな忠ちゆう誠せい心しんを送ってくれるシバジロウを、俺は何よりも愛していた。どんな危機的状況でもオレ可愛いだろうってドヤ顔でアピールするシバジロウは永遠に俺の隣となりにいるべきだ。

　ゆえにこうして死しに際ぎわの夢でも俺と一緒なのだろう。

　そう、本当の俺は、今頃アスファルトの上で息絶たえようとしているのだ。

　──そして、おそらく俺を庇かばってしまったシバジロウも。

　裸の少女もシバジロウも俺の妄想なのだろう。何な故ぜ女の子が出てきたのかは謎なぞだが。

　俺はシバジロウの首元に頰ずりする。

　ほら、すぐに俺が床に上あげてやるから。

　床には色とりどりのタイルが隙すき間まなく綺麗にしかれている。

　シバジロウをタイルの上に、そっと置く。湯から逃のがれたシバジロウは床の上でブルリと身体からだを震ふるわせた。シバジロウは湯に濡ぬれていない床をフンフンと見つけ出して、そこに自分の身体をこすりつけて悶もだえていた。お尻を突つき出だしてブリブリ尻尾しつぽを振り回しながら、たまにチラッと、こっちに視線を送ってくる。

　なにこの天使。俺はこの天使に連つれられて、もうすぐ天国に行くのだ。

　俺は死にたくない。だけど、シバジロウと一緒ならそれも──

「待ちなさいよ。さっき、私、質問したわよね、どうして無視するわけ」

　──少女の声で我われに返った。

　振り返ると、まだ全ぜん裸らの少女がいた。怪け訝げんそうな顔で俺に問いかけてくる。

「だから、あなた誰だれ？　何故、呆ほうけているの？」

　あれ、もしかするとこの少女は俺の妄想か幻覚じゃないのか？

　それとも彼女との会話で天国か地獄かジャッジされるっていうアレか？

「ええと、俺は是国隆。車にはねられて死んだと思ったんだが……自分でも、どうしてここにいるのかもわからないんだが……」

　裸の女の子は目をぱちくりさせながら言った。

「そう言われても不審者にしか見えないわよ。あなたは誰なのよ」

「その、俺は今名乗った以外の何者でもなく。しかし、ず、ずいぶん日本語がお上手なんですね」

「──はあ？」

　呆けた表情で少女が言った。

　見事なまでの金髪の外国人さんで英語かロシア語を喋しやべりそうなんだが。

　慌あわてて俺はフォローする。

「い、いや、実は俺はあなたのことを死に際の妄想だと思っていて、それで無視していたんだ、申し訳ない」

「死に際？　あなた、何を言っているの？　頭、大丈夫？」

「頭大丈夫も何も、ここは天国に行くまでの橋渡しだろう。だからこう、三さん途ずの川的な？」

「はあ？　サンズノカア？　ここはレティシア国で、今いる場所は私専用の浴室よ。そしてあなたは急に、この風呂に飛び込んできて──だから、ど、どこから来たのよ！　っていうか、あなたは誰なのよ？　何度も聞いているでしょ！」

　顔を真まっ赤かにしながらも訝いぶかしげに少女は聞いてくる。

　目をパチクリさせた俺を見て少女は怒ど鳴なった。

「なにその表情。ここは王宮よ、だからどうやって入ってきたっていうのよ！」

「王宮？　ここが？　っていうか君こそ誰だ？」

「まさかと思ったけど、私の顔を知らないって、じゃあ何をしにここに来たのよ！」

　綺麗な金髪をなびかせながら少女が名乗りを上げる。




「私の名前はね──キャニーシャ・ペウア・レティシア。この国の第三王女──……」




　瞬間、天井のステンドグラスがガシャンと割れた。

　舞まい散ちるガラスと羽ばたきの音と共に乱入してきたのは真っ赤な羽を広げた大鳥だ。

「危あぶない！」

　俺は叫さけんで彼女を抱だき寄よせる。

　その叫び声に反応してギョロリと飛び出た大鳥の目玉が、キャニーシャさんを捉とらえた。呆ぼう然ぜんと振り返る彼女に向かって大鳥はかぎ爪づめを伸のばす──

　かぎ爪を寸すん前ぜんで避よけて、彼女の手をとり、急いでお風呂から一緒に出た。

　巨大な鳥が現れたというのに、まだマイペースに床でゴロゴロしているシバジロウを抱きかかえた。いつもなら変わった生き物が現れると興こう奮ふんしてワンワン吠ほえるシバジロウは何故か俺のほうをジッと意味ありげに見つめてくる。

　なんだ、どうしてそんな瞳ひとみで俺を？

　今まで見たことのない感情を向けられて俺は戸惑う。

　キャニーシャさんが目を輝かがやかせて早口で俺に言った。

「ああ！　そうよ、その子、契けい約やく魔ま獣じゆう！　その黒い魔獣で、あいつを倒せないの？」

「魔獣って、シバジロウのことか？　犬が巨大な鳥に敵かなうわけないだろ！」

「何を言っているのよ、あなた！　あああ、ほら、話している暇ひまなんかないわ。お願い、早く、その子に頼んでくれない!?」

　キャニーシャさんが焦しよう燥そうをあらわにして俺に向かって叫ぶ。

「頼むって、どうやって？」

　ブオオと轟ごう音おんがした。

　驚いて後ろを向くと広げた片方の翼つばさで大鳥が竜たつ巻まきのような異様な風を生しようじさせていた。禍まが々まがしい灰色の竜巻が凄すさまじい風圧と共に目前に迫ってくる。

　俺はキャニーシャさんを抱き寄せて彼女とシバジロウを庇おうと竜巻に背を向けた。

　彼女とシバジロウだけは俺が守らなければ。

　俺の腕の中でシバジロウがブエシとくしゃみをする。




「──え？」




　同時に竜巻が消えたと思ったら大鳥が吹き飛ばされた。壁かべに激突した大鳥が鳴き声を上げながら悶えて暴あばれていた。そのせいでお風呂の水が激はげしく波打っており、こちらまで湯が溢あふれてくる。

　その隙に俺たちは豪ごう華かに装そう飾しよくされた扉とびらまで駆かけ抜ぬけた。

「その黒い子、魔獣でしょ？　すごいわね！　今のどうやったの？」

　キャニーシャさんが息を荒げながら言う。

「は？　シバジロウはただの犬だぞ。あれは君の力じゃないのか？」

　王族だから、とてつもない力を持っていて、その力で敵を撃退したのではないか。

　俺の返答にキャニーシャさんは不思議そうな顔をした。

「今、この魔獣ちゃん、魔力を使ったじゃない？　あなたは使役者セプターなのに気付いていないの？　あいつは契約魔獣ガルーダ。人間の力でどうにかできる相手じゃないわ。魔獣と対抗するには、魔獣の力を借かりないと無理だわ！」

　俺は魔獣ガルーダの様子を窺うかがう。吹ふっ飛とんだせいで身体のバランスが崩くずれたのか、まだ広いお風呂の中でもがいていた。もう少しは時間が稼かせげそうだ。

　だがキャニーシャさんが足を強く踏ふん張ばって扉を開あけようとしているが、どうやら扉はびくともしないようだ。

「扉開かないし！　ああ、こんな騒さわぎなのに、やっぱり衛えい兵へいは来ないのね……最初から仕し組くまれていたのかしら……」

　キャニーシャさんは何やらブツブツ呟つぶやきながら今度は扉を叩いている。

「じゃあ、あのガルーダとかいうのを何とかするしかないのか？　斃たおさないと……」

　いけないのか？

　そう俺が続けようとしてキャニーシャさんは首だけこちらに向けてくる。

「やめて！」

　彼女は必死に叫んできた。

「あの子は契約魔獣よ。あの子に罪はなく悪い命令をしている奴……魔獣使役者モンスターセプターがいるから、そいつをどうにかするの！」

　あの大鳥を操あやつっている奴を見つけろってことか？　でも、どうすれば……。

　混乱していると視線を感じた。胸元でシバジロウが俺を凝ぎよう視ししている。そうだな、お前も不安だよな。こいつのためにも早く何とかしないとな。

「どこか遠くに、あいつを操っている奴がいるってことだろう？　でも、どうやればそいつを探し出せるんだ……」

　そう呟いた瞬間、俺たちの目の前にポンと見知らぬ男が現れた。

　シックでありながらも小綺麗な黒い服装に身を包つつんだ小こ太ぶとりの中年男性だ。




「「「え」」」




　同時に俺とキャニーシャさんと不審な男は声を出す。

　不審な男は驚きよう愕がくした様子でキャニーシャさんに向かって叫んだ。

「小娘のくせに、どこまでも儂わしらの邪じや魔まをしおって！　この程度の小こ細ざい工く、我われらに通用するなどと思うなよ。ガルーダの力でお前らなどすぐにひねり潰つぶしてやる」

　こいつは何を言っているんだ、いやそれよりも──

　俺は中年男を指差して言った。

「こいつがあのガルーダと契約している人間？　あの魔獣を操っているってことか？」

「そうよ！　そこにモップがあるから、無力化するのよ！」

　キャニーシャさんは部屋の隅すみに立てかけてあるモップを指差した。

「わかった！」

　俺はシバジロウを下ろすとモップを手にする。勢いよく返事をしたものの、ちなみに自信はこれっぽちもない。ひ弱な腕を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「そうはさせるか！　来い！　ガルーダ！」

　そう中年男は言うと俺たちから距離を取り、ガルーダのところに逃げようとする。

　足止めしようと俺が中年男目がけてモップを突き出した瞬間、男の身体がふわっと宙ちゆうに浮いたかと思うと、床に打ち付けられた。

　また浮き上がった中年男は、まるでドリブル中のバスケットボールのようにバタンバタンと何度も床に身体を打ち付けられて「ゲヒ」「ブヒ」といった蛙かえるのような鳴き声を上げている。

　やがて男性が気を失うと、その身体はポイッと床に投なげ捨すてられた。

　俺とキャニーシャさんは何が起きたのかわからず、互たがいに顔を見合わせる。

　中年男が気き絶ぜつすると風呂の中で暴れていたガルーダも大人おとなしくなった。頼りない視線を俺たちに向けてきている。

　とりあえず解決したのはいいけれど──

　俺は視線を感じて足元にいるシバジロウを見つめた。モップを投げ捨ててシバジロウを抱き上げる。

　シバジロウは目をキラキラさせて尻尾をフリフリさせている。

　パタパタ腕に当たる尻尾が痛いくらいの勢いだ。

　えーと、これは？

「もしかしてオヤツ？」

　そう俺が問いかけるとシバジロウは腕の中でジタバタし始める。

　そうそれだ、と言わんばかりの反応だ。

　俺の言うことを素す直なおに聞いてくれたら、オヤツをあげるように躾しつけているけど……俺、こいつに何かを命めいじたっけ？

　あんまり暴れるので、俺はシバジロウを床に下ろした。

　シバジロウは立ち上がると俺の膝ひざに前足を乗せて身体を伸ばしてオヤツをせがむ。

　ごめん、今、オヤツ持っていないんだって。

　でも、どうしてシバジロウはオヤツを欲しがるんだ？

「そこの黒い獣けものはあなたの契約魔獣なんでしょう？　何か訴うつたえかけているみたいだから聞いてあげなさいよ。魔獣は大切にしてあげないと」

　そう声をかけてきたキャニーシャさんに俺は言い返す。

「契約魔獣？　いや、こいつは俺の飼い犬だ。魔獣じゃない」

「犬？　何それ？　あなた、さっきから何を言っているのよ。内包する魔力量を見るに、その子は小さいけれど立派な魔獣でしょう？　それと──」

　キャニーシャさんが近づくと、シバジロウはハッとして耳をぺっちゃんこにし、ワンワンと控ひかえめに彼女に向かって吠えはじめた。

「ああ、大丈夫、私はあなたの敵じゃないわ」

　そう彼女は言ってシバジロウと距離を取りながらしゃがみ込む。

「それと？」

　俺が問いかけると、キャニーシャさんは険けわしい顔で俺を見上げながら言った。

「あなたにはわからないの？　ガルーダが吹っ飛んだときも、魔獣使役者が現れたときも、その使役者が気絶したときも、魔力の発動を感じたわ。その子が魔力を行こう使しして、一連の出来事を行ったのよ」

「その子？」

　そう俺が問いかけるとキャニーシャさんは神しん妙みようそうな顔をしながらシバジロウを見つめる。

「この部屋にいるのは限られているでしょう。私でもあなたでもなければ、あとは──」

　まさか。

「シバジロウがやったってのか？　シバジロウは単なる犬だ。あんな特とく殊しゆな力とか持っていない」

　俺の言葉にキャニーシャさんの表情が険しくなる。

「あなた、まさか魔力を感じることができないの？　魔獣の意味も知らないの？」

「いや、だから俺のシバジロウはただの豆柴だから魔力なんてのはないぞ」

　そう答えると俺をまじまじと見つめながらキャニーシャさんは困惑した様子を見せた。

「なるほどね。……本当にわかっていないのね。先ほどの言葉は謝罪するわ。失礼なことを言ってごめんなさい……もしかして、あなた自身も、自分の置かれている状況がよくわからないとか？　そういう感じなのかしら」

　素直に頷うなずいた俺を見たキャニーシャさんはガバッと立ち上がり、俺に詰め寄ってきた。

　色んな所が丸見えだから、もっと恥はじらいを持ってくれ。

「詳くわしい話を聞かせてちょうだいくしゅん」

　キャニーシャさんは小さなくしゃみをした。

　なるべく顔から下を見ないようにして俺は言った。

「構かまいませんが、その前に服を着てください。目のやり場に困るので」

「……え？　え？　えっと……」

　俺の言葉にキャニーシャさんはキョトンとする。そうして自分の姿を改あらためてマジマジと見つめ直した。

「……ああん、もう……いつも夢中になると、こうなのよね」

　彼女は顔を真っ赤にしながら、そそくさと身体を隠してくれたのだった。





　　　　　◆






　無ぶ事じに浴室から出たあと、キャニーシャさんは簡かん素そな服を纏まとい、メイドや衛兵を呼んで状況を説明していた。だが、この世界に詳しくない俺でも彼女が周囲から無む下げにあしらわれていたのがわかる。

　キャニーシャさんは王族なのに、どういうことなのだろう。それに広い風呂など豪華なものが与あたえられているのに、彼女が危険な目に遭あった時、すぐに駆けつけない衛兵といい、どうにもちぐはぐさを感じてしまう。

　一連の報告が終わったのか、俺はキャニーシャさんに連れられて宮殿の離り宮きゆうにある一室まで来ていた。ここはキャニーシャさんに与えられた離宮だそうだ。

　連れて来られるまでに通った宮殿内部も豪ごう華か絢けん爛らんだった。十数枚の窓の反対側に鏡かがみ、それにシャンデリアと燭しよく台だいがこれでもかといわんばかりに設せつ置ちしてあった。おそらく鏡は窓から入り込んだ光で廊ろう下かを照らしつくすためのものなのだろう。

　辿たどり着ついた部屋もとにかくだだっ広くて、高い天井に、キラキラした水晶のように透すき通とおるシャンデリアは標準装備だ。

　しばらくして透明感のある白いドレスを着なおしたキャニーシャさんは紛まぎれもなく立派で可か憐れんな王女様だった。ところどころ露出して、肌色の多い服なのに不思議と品がある。長い金髪をツインテールのようにして頭の両サイドで結い上げていた。

　ソファに腰掛けた俺は向かい側に座った彼女に自分の知っていることを説明していた。

「……だから俺のいた場所は魔獣なんて存在しなかったから、ここは俺の世界じゃない。おそらく元いた世界で死んでしまって、ここに転生したんだ。一緒に死んでしまったシバジロウと共に……多分……」

「つまりあなたは何かショックなことがあって、自分が異世界──つまりここにやって来たと思い込んだわけね、そして過去の記憶を忘れてしまっていると。しかもとても強い魔獣を連れて」

　違う。

　だが、これ以上どう説明すればいいのか、どう証明すればいいのかがわからない。少し悩なやんだ末に俺は口を開く。

「そういうふうに考えてしまうのは理解できる。だが俺のシバジロウは、本当に無害な、ごく普通の豆柴であって魔獣ではないぞ」

「はいはい。そういうのも記き憶おく喪そう失しつの障しよう害がいなのかしらね」

　あ、適てき当とうに流された。

　シバジロウはというと名前を呼ばれてびっくりしたのか、耳をぴこっと上げて鼻をフンフンしながら顔をこちらに向けてくる。

　俺もシバジロウに顔を向ける。大丈夫だよと目で話しかける。そうするとシバジロウはフンと目を細めて、再び部屋の探たん索さくに取りかかった。下手にストレスをかけて体調を崩されても困るからな、シバジロウのケアはしっかりしなければ。

「魔獣じゃないっていうけど、じゃあ、そこの、さっきからこの部屋をフンフンうろうろしているシバジロウちゃんが強大な魔力を持っているのはどうしてよ」

　キャニーシャさんの言葉に、再び俺は彼女に向き直り口を開けた。

「そ、それは、だな……申し訳ないが俺には魔力が何かわからない」

　そう返しながらシバジロウに視線を送る。

　さっきから何度も名前を呼ばれているシバジロウは俺たちが気になってきたのか「ご飯はん？」「オヤツ？」と期待の籠こもった目をチラチラ向けてきていた。

　もう少し待ってくれ、シバジロウ。お前の過すごしやすい環境を作るためには、まずは俺の状況を整理しないといけないんだ。

　キャニーシャさんは深いため息をついて返してくる。

「だから魔獣は魔力を持っているの、その子は魔獣でしょ。それに、あなた流りゆう暢ちようなレティシア語を話せているじゃない。変な癖くせもなく訛なまりもなく、聞き取りやすく、単語の発音も完かん璧ぺきだわ。王族ですら、そんな綺麗に話せるひとがいるかどうか」

「レティシア語？　まさかキャニーシャさんは日本語を喋っていないのか？」

「ニホン語ってなによ」

「俺の住んでいた世界での使用言語だ」

　ああ、キャニーシャさんの双眸が徐じよ々じよに緩ゆるんでいく。

　可か哀わい相そうな人を見る目だ。

　取り返しのつかないものに対してどうしようかと悩んでいるアレだ。

　ただ、確かにここが異世界だというなら俺と彼女が会話できているのがおかしい。

　答えが見つからずに、思わず部屋の隅でフンフン匂においを嗅かいでいるシバジロウに目をやる。

　シバジロウは振り返り、パッと目を輝かせると俺の方まで駆け寄ってきた。

　ピョンと膝に前足を乗せて何かをねだってくる。

　それはいつものシバジロウの仕し草ぐさだ。本当にこいつに魔力があるのか？

　俺が困っているとシバジロウはシュンとして机までゆき、その脚あしの傍そばで片足を上げた。

　あ、やばい。

「ねえ、聞いていいかしら。あなたのシバジロウちゃんは、どうして今、この瞬間に粗そ相そうをしだしたのかしら？」

「申し訳ない、いつもはこんなことしないんだが……多分、今のは抗こう議ぎなんだと思う」

　俺は答えながら「不要な布を貸してほしい」と頼む。キャニーシャさんはヤレヤレと肩をすくめながら細やかな刺し繡しゆうが施ほどこされた分厚いハンカチを差し出してくる。こ、これを使うのか。仕方ない。

　俺はシバジロウに「だめ」と低く叱しかると、黄色い液体を拭ふいていく。

　ああ、綺麗なハンカチが無む惨ざんなことに。

「それでシバジロウちゃんは何を抗議しているってわけ？」

　キャニーシャさんが俺を見下ろしながら言った。

「ご褒ほう美びがほしいんだ。キャニーシャさんの言う通り、もしかしたら本当に今までの不思議なこと、もしかしたらこうして俺たちが会話できていることも含ふくめてシバジロウがやってくれているのかもしれない。なのにオヤツをくれないから、こうして抗議のオシッコをだな」

「そのお話は、あなたが今まで説明してくれた突とつ拍ぴよう子しもないことより、信しん憑ぴよう性せいと現げん実じつ味みがあるけどね。──さっきから言っているように、私もそう思っているもの」

　信じられないけど、やっぱりそうなのか？

「だって、その子、とんでもない魔力を秘ひめているもの。すごい魔獣だわ」

　さすがの俺もわかってきた。彼女の言う『魔力が大きい』は多分、この世界では、かなりの褒ほめ言葉なのだ。

「む、むむ、俺はシバジロウを大切に躾けたつもりだが、マテもできず、こんな綺麗な部屋を汚してしまうくらいには、飼い主ともに未熟な相棒だ」

「……魔獣を引き合いに出して下手に卑ひ屈くつになるのはやめなさい」

　キャニーシャさんの険しい顔に俺はコクンと頷く。

　彼女はふぅと一息つくと立ち上がって言った。

「じゃあ私、他の用事ついでに、その子のためにオヤツを取ってくるわ。魔獣用の餌えさでいいのよね」

「色々ありがとう。頼んでばかりで申し訳ないんだが、この世界のことも詳しく教えてほしい」

「あなたもマテができないの？」

　ニヤリとキャニーシャさんは意い地じ悪わるそうに笑った。

　扉へ向かいながらキャニーシャさんは首だけ俺のほうに向ける。

　きょとんとする俺の表情が気に入ったのか、部屋を出る前に、彼女はくるりと意味ありげに回った。ツインテールの髪が軽やかに跳はねる。そうして俺を指差した。

「安心なさい。このあと、嫌いやというほど教えてあげる。私の裸を見た責任は取ってもらいたいしね。そのくらいのお代は貰もらわないと」

　俺は嘆たん息そくした。キャニーシャさんは勘かん違ちがいをしている。俺はあのときキャニーシャさんを幻まぼろしだと思っていた。だから俺は言葉を選びながらも彼女に告げた。

「君の裸は確かに見てしまったが、俺も異世界に来たばかりで混乱していた。それに、あれは不ふ可か抗こう力りよくであって、それにシバジロウと君の裸だったら、俺はシバジロウのほうを見るのが好きだ。この愛くるしい、くるんとした尻尾、凜り々りしい眉毛につんと尖とがった黒い鼻、ずんぐりとした丸い胴どう体たいに、しっかりとした手足、いつも見ていて心臓がドキドキするんだ。だからキャニーシャさんの裸を見ていても平気だったので、気にしないでほしい」

　即答するとキャニーシャさんの眉み間けんに皺しわが寄る。

　俺は気まずさも手伝って、シバジロウを見る。するとシバジロウは俺に見られているのに気付いたのか、さっと伏ふせるとお腹なかをぐぐっとねじって見せてくる。要ようするに撫なでろと言いたいのだ。俺はシバジロウに近づき、しゃがみ込み、そのままワシャワシャと腹を撫でる。

「見てくれ！　どうだ、このわかってやってる、あざとさを！」












　シバジロウはドヤ顔でフンと鼻息を出した。とても気持ちよさそうである。満まん足ぞくしてもらえて光栄だ。

　俺の言葉にキャニーシャさんは呆あきれかえった様子を見せて言った。

「本当に混乱しているようね。それとも色々と本気なのかしら？　……魔獣を大切に想う気持ちは大事だけどアピール方法も重要っていうか。愛を抱いだくのはいいけど伝える方法は考えないと……確かに、その子はあなたが愛を注そそぐのもわかる可愛くて強力な魔獣だけど……」

　彼女は俺のことをフォローしているが、うまく言葉が出てこないようだ。

　俺の態度を見て考え込んでいたキャニーシャさんは、やがて決意したように唇くちびるを開いた。

「そ、そうね、今みたいなのは……私の前だけにしなさい。魔獣の件もあるし……私もあなたを特別な存在にすることにしたから。いいわね？」

　特別な存在？　何か話が急すぎないか？

　そんな俺の疑問が顔に出ていたのか、キャニーシャさんは優しく答えてくれた。

「特別な存在っていうのは専せん任にん騎き士しのことよ」

　質問しようと目を向けた俺をキャニーシャさんはニコリと笑いながら教えてくれた。

「専任騎士は王女をつきっきりで守護する騎士のことだわ」

　ああ、なるほど。そういう役職か。って、え、それを俺が？

　だがそんな俺の困惑を見み透すかしてかキャニーシャさんはフォローしてくれた。

「あなたは、これから私と勉強していくのよ。私と学校に通うのよ。そう、魔獣使役者育成学園都市ガルダームでね」

「学校があるのか？」

「魔獣と人間、お互い感情を育はぐくんで新しい未来を作ろうということで、双方の意見を交まじえて創立した学園都市よ。今では魔獣と人間が契約して一生を共にする生活は一般的なものだけど、その基き盤ばんを作ったのは、その学園なの……。

　もちろん魔獣使役者を育成する学校は他にも存在するけど、ガルダームはその中でも最さい高こう峰ほうであり才能のある人間なら誰でも受け入れる土ど壌じようもあるの。だから毎年受講可能となる一五歳になった人々が多く訪おとずれるのよ」

　そこまで話してキャニーシャさんは表情を曇くもらせた。

「……ただ最近、バハムートの狂信者があちこちに出て問題を起こしているから、せっかくの入学シーズンの雰ふん囲い気きが悪くならなければいいんだけれど……」

　バハムートって？　そんな俺の気持ちは顔に出てしまったらしい。

　キャニーシャさんが複雑な顔で教えてくれる。

「……昔、この世界は魔獣に支配されていたの。今みたいに人と魔獣は仲良くなかった。だけど一人の魔獣使いが現れたことによって世界は変わったの。その人間は魔獣と契約しパートナーになり、友情という概がい念ねんを生み出した。……そうして今はお互い契約して、より良い関係を築きずき上あげようとしているの。

　だけど、当然それを邪魔する存在もいたわ。そいつがバハムートとその悪あしき使役者……圧倒的な力で人間、魔獣も蹂じゆう躙りんして、世界支配を企たくらんだのよ。今はもう両方とも倒されたけれどね。……ただ、バハムートを信しん奉ぼうする残ざん党とうがまだいて、あちこちで問題を起こしているの。……困ったものよね」

　キャニーシャさんはため息をつきながら肩を落としたのだった。







　俺に説明を終え部屋を出たキャニーシャさんは、しばらくして難しい顔をして戻ってきた。彼女の手には骨ともう一つ、でっかい鞄かばんが握にぎられていた。彼女はボストンバッグにも似たその鞄を床に置くと俺に手て招まねきしてくる。

　近づくと彼女はシバジロウを指差した。俺はお呼びじゃなかったらしい。

「今からあなたを、ある部屋に連れて行くんだけど、その前にシバジロウちゃんをこの鞄に入れてちょうだい。これからは可哀相だけど、必要な時以外は、なるべくその子を鞄から出さないで。……とにかく、その子は膨ぼう大だいな魔力ゆえに目立つのよ。この鞄に入れておけば少なくとも魔力感知を抑おさえることはできるわ」

「今から隠しても無意味なんじゃないか」

「そうね、だから今から言い訳しに行くのよ」

「どこに？」

「謁えつ見けんの間ま。私のお父様に挨あい拶さつしてくれるかしら。私の専任騎士として」

　キャニーシャさんのお父様ってことは王様だよな。俺はそんな偉えらい人に会ったことないぞ。

　この世界の事情もよくわからないが、キャニーシャさんが親切なのはわかる。戸惑ってしまうが今は彼女に従したがうのが賢けん明めいだろう。

　俺は素直に頷いた。

　冷たい床でグデンと座り込んでいたシバジロウを呼んだ。鞄を見るなりシバジロウはパッと目を輝かせる。ケツをプリプリさせながらやってきたシバジロウはするりと鞄の中に入っていった。

　キャニーシャさんは、そんな様子を見ながら不思議そうに言う。

「……ねえ、なんでその子、楽しそうに鞄の中に入ったの？」

「鞄が好きなんだ。よく公園のドッグラ……あー、こいつを自由に遊ばせられる所に連れてったから。鞄に入れば、どっか面白い場所で遊べるとでも思っているんだ……この世界、魔獣がどんなのかわからないが、一緒に遊んだりしないのか？」

「え、遊ぶわよ。……そう、本当に魔獣のことがわからないのね」

　キャニーシャさんは天井を見上げながら顎あごに指を添そえて説明しだす。

「うーん、じゃあ簡単に。基本的に生まれたばかりの魔獣は感情のない生き物なんだけど、色々あって人間の感情に強く興きよう味みをもっていて、一緒に生活して人の生き方を学んでいきたいという欲を持っているのよ。それで魔獣は人間の感情を吸収していきたいから人の傍にいて力を貸す、人間たちは自分の生き方を魔獣に教える。そうやって私たちは生きているの。……契約っていうのは、結婚みたいなものよ。あなたと一生ともに歩んでいきます、そういう大事な誓せい約やくなの。……ち、ちなみに結婚はあくまでも例たとえだからね」

　顔を真っ赤にするキャニーシャさんに、俺は頭に引っかかったことを尋たずねた。

「魔獣の寿じゆ命みようって人間と同じなのか？」

「違うわ。だから契約相手を失った魔獣が、再び別の人間と契約することもあるわ」

「……魔獣が先に亡くなったら？」

「そんなのさっきの答えと同じだわ」

　別の魔獣と契約するのか。




　──俺、お前が死んだら、ぜってー次の犬を飼わないからな、お前だけだからな！

　──だから死ぬなよ、な！

　──大丈夫、死なないように、ずっと俺が護まもってやるからさ！




　ああ、嫌なことを思い出してしまった。俺は約束を守れなかったんだ。





　　　　　◆






　キャニーシャさんに連れて来られたのは、謁見の間と呼ばれる幅広い建物だった。外観からもキャニーシャさんの離宮より豪華だとわかる。謁見の間というと部屋を連想してしまうが、この国では建物ひとつ丸ごと建築してしまったようだ。それも富とみと栄えい光こうの象しよう徴ちようなのだろう。

　緊きん張ちようした俺たちを迎えたのは、豪華な玉ぎよく座ざに座った明らかに偉い人だとわかる壮そう年ねんの男性、その横にはひょろりとした体型の男性が立っていた。




「ぐわーお、ぐにゃーん」




「何をしているのよ、お父様！」

　キャニーシャさんの叫びに彼らはビクリとした。

　彼らは何かに話しかけていた。その正体は彼らが驚いた途と端たん、ポロリと膝ひざ掛かけが外れたことで露あらわになる。

　王様の膝元には小さな純白色のドラゴンが何匹も座り込んでいた。途端、むっとした獣臭が漂ただよってくる。

「これ、入る前に一声かけんか、キャニーシャ！　今は大事なことを話し合っている最中だ！」

　王様は言った。俺たちの姿を見た彼らの表情は、とても焦燥感にかられている。こんな大事なときに、なに儂らのことを見てるんだって感じだった。二人とも汗ダラダラだ。

　彼女は首を横に振りながら返す。

「いいえ、全然わからないわ。大体、二人しかいないじゃない。何の話し合いなのよ」

「今はドラゴンの議題だ。ここにいる仔こドラゴンたちは育いく児じ放ほう棄きされた仔だ。最近、育児をしない魔獣が増えてきている。その生せい態たいと原因について話していたのだ。何らかのストレスが要よう因いんではないかとな」

「それで仔ドラゴンを奇き声せいであやしていたの？　話し合いに仔ドラゴンを連れてくる意味はあるわけ？」

「信じない生態学者もおるのだ。そのものたちを納得させるには、本物を見せるしかあるまい。最初から議題扱いというより、予行練習の途と中ちゆうで別の幾いくつかの案件が入り、ついでの話し合いになったわけでな……」

　王様の説明にキャニーシャさんは頭を抱えながら言った。

「全然わからないけどわかったわ……じゃあ私の用事が終わったら好きなだけドラゴンの鳴なき真ま似ねをしてちょうだい。……私、彼を専任騎士にしたの」

　彼女はグイと俺の襟えりを引ひっ張ぱって、二人に見せつけるようにする。

　困惑する俺をよそに、キャニーシャさんは王様たちに向き直って告げる。

「その別の案件とやら……私を殺ころそうとしていた暗殺者の話ではなくて？　数多あまたの防ぼう衛えいを突とつ破ぱされたのは何故かとも、育児放棄ドラゴンの議題ついでに話していたんじゃないかしら」

「違う！　ついでに話していたわけではない、両方とも大事な議題だ」

「はいはい、ついでと言っていたのはお父様のほうでしょ。どちらにせよ、そんなチマチマした会議はやめましょう？　再発防止なんて簡単よ、この人に私を守らせればいいの」

　キャニーシャさんの説明を受けて王様は俺を凝視した。首を激しく横に振る。

「お前の護衛は我々に任まかせれば良い。次はあんな危険な目には遭わせん」

「……でも今回、衛兵は来なかったわ」

　そうキャニーシャさんが言うと王様の顔は曇った。

「第三王女、幾らあなたの父親と言えども口が過ぎます。衛兵にも仕事の優先順位というものがある。それをあえて王の口から言わせるのは酷こくというもの」

　そう言ったのは、王様の隣に立ち、仔ドラゴンを両手に抱えたヒョロリとした体型の眼鏡メガネをかけた男性だ。彼は年齢不詳の雰囲気で、重い灰色のローブを着ている。白色と墨すみ色の入り交じった短髪が印象的だ。彼の足元には多数の仔ドラゴンたちが幼く青い瞳をキョロキョロとさせながら座り込んでいた。

「クオリア講師」

　そうキャニーシャさんは呼んだ。

　王様の隣にいるんだから、この方もそれなりの偉い人なのだろう。

「……ああ、クオリア講師の言う通りだ、キャニーシャ。気持ちはわかるが我が国の事情も踏ふまえてほしい」

　そう続けた王様にキャニーシャさんは厳きびしい表情で言った。

「国家事情を汲くむというなら、あの暗殺者が私に何を言ったのか知っているの、お父様。彼らは……」

「予想はつく。どうせ入学前にホワイトドラゴンを使し役えきできるお前を狙ねらっていたのだろう。となると彼らの背後関係、狙いも自然と想像がつく」

　王様のあとに続いてクオリアさんも言った。

「おそらくバハムートを狂信し世界支配を狙う教団でしょうな。なにせホワイトドラゴンはバハムートを封ふうじることのできる存在ですから」

「だがそいつらは全て壊かい滅めつさせたはずだが」

　王様の怪訝そうな顔にクオリアさんは苦笑して話す。

「……どうやらしぶとく生き残っているようで。まったく誤あやまった信仰とは厄やつ介かいなものですね。潰しても潰しても、どこまでも湧わいてきます」

　どうやら王様とクオリアさんの話を聞く限り、王族にしか使役できないホワイトドラゴンという存在がいて、第三王女のキャニーシャさんは、バハムートとやらを信仰している組織に狙われてしまったらしい。

「なるほど。あのガルーダの男はそれだったのか……」

　そう呟いた俺を見た王様はポツリと続ける。

「そいつは何者だ？　……得体がしれない輩やからだ、認めるわけにはいかん。そもそもお前には既すでにこれ以上とない専任騎士を決めている。正当な血筋であり育ちも良い。希き少しよう種しゆのドラゴンと契約した優秀な使役者だぞ」

　やはり王様はご立りつ腹ぷくのようだ。

　だがキャニーシャさんは王様の言葉に真剣な顔になって言う。

「私の専任騎士は私が決めるわ。それに、得体がしれないけど、とっても才能のある魔獣使役者を愛人にして私を産ませたのがお父様でしょう。出自なんて才能の前では無意味だわ、違うかしら」

　キャニーシャさんの大変な出自をこんなところで聞いてしまった。

　押し黙った王様を見た彼女は自じ慢まんげに俺を指差しながら言う。

「私のお母様と同様に、この人の才能は凄すごいわ。この人の契約している魔獣はかなり優秀よ。あのガルーダを殺さず的確に使役者のみを戦闘不能の状態にしたのよ。なかなかできることじゃないわ。もう私、決めたんだから！」

「そうは言うが、お前は学園都市ガルダームにそいつも連れて行くつもりなのか？」

　戸惑う王様の言葉にキャニーシャさんはフフンとした顔で答える。

「もちろん。これから私が入学するんだから、いつでも私の傍にいさせたほうがいいわよね？」

　ふむ、と頷いた俺は視線を感じたので顔を上げると王様が俺を睨にらみつけていた。王様は表情をどんどん硬くして言ってくる。

「だが、そいつはどこの誰かもわからん人間だ。学園が許すまい。学園には優秀な魔獣使役者候補が生徒として集つどう。選ばれるにはそれなりの経歴と実力が必要だ」

　王様の言葉にキャニーシャさんは得意げに笑って返す。

「学園には王族推すい薦せん枠わくがあったわよね？　私が彼を魔獣使役者候補として推薦するわ！」

「うーん、どうでしょう。すぐに決めるのを私は賛成しません」

　勢いよく言ったキャニーシャさんの言葉を遮さえぎったのはクオリアさんの冷静な指摘だった。彼は微笑ほほえみながら厳しいことを言う。

「ガルダームの講師として得体の知れぬ男を学園都市に迎えるわけにはいきません」

「ふーん、そう。これを見てもそんなことが言えるかしら？」

　しかし、その言葉すらキャニーシャさんの思おも惑わくの中だったようで、彼女は余よ裕ゆうの笑みを崩さず俺に指示した。

「シバジロウちゃんを出してほしいの」

　彼女の言葉に従い、俺は鞄からシバジロウを出す。

　シバジロウは、恥ずかしそうに困惑しながらも興味が先にきたようで、とびきりの笑顔でみんなの前に現れた。

「──その魔力は……」

「なるほど、先ほどの議題の一つ、急に宮殿内に現れた魔力の元ですね」

「突然、巨大な魔力が感知された……キャニーシャの近くだったから王女に関連するものだろうと話していたが、やはりそうだったか」

　王様とクオリアさんが感嘆の声を漏もらしていた。

　フフンとキャニーシャさんが我がことのように自慢している。

「そうよ、彼の契約している魔獣……この子が巨大な魔力の正体よ」

「ほう、彼が！」

「これだけの魔力を内包した魔獣と契約できるとは……なかなかの逸いつ材ざいです」

　王様たちがザワザワしている。

　仔ドラゴンたちですら王様の反応を受けてシバジロウにクリクリとした丸い瞳を向けている。

　シバジロウはというと……急に集まった視線に戸惑ったのか、お座りをした状態で、耳を伏せたまま俺を見て首を傾かしげている。かなり緊張しているようだ。お手をするように右足をちょこっと折り曲げながら、控えめに俺に向かって差し出してくる。

「む……これは……可憐です」

「愛くるしい瞳だ。巨大な魔力を秘めているとは、とても思えない純粋さだ」

　王様たちの評判も上々だ。王様たちも魔力を感知できるのか。

　そんなにシバジロウの魔力はすごいのか？

　疑問に思っていた俺に気付いたのか、キャニーシャさんがこっそり耳打ちしてくれた。

　魔力は魔獣のみ持っている。魔力の強さがそのまま魔獣の強さに繋つながる。

　基本的にこの世界の人間は、ある程度、魔獣の魔力を感知できる。もちろん感知能力には個人差がある。魔獣の魔力には色や音など違いがあるらしく、感知能力の鋭するどい人間は魔力で魔獣の区別がつくほどらしい。

　もしやシバジロウは数多の魔獣を見てきた王族ですら見たことがないくらい強大な魔力を持っているのだろうか。

　王様が立ち上がりシバジロウに近づく。

　シバジロウは王様に敵意がないのがわかったのか、ゆっくりと差し出された彼の指を戸惑いがちにペロッと舐めた。

「ほっほっ、こやつ、プルプルしながら舐めおったぞ。なんと健気な……！」

　王様はだらしなく頰を弛ゆるませて、ご満まん悦えつの表情だ。

　シバジロウは王様の表情を見て、自分の行こう為いが良い反応を引き出したことに気付いたのだろう。プルプル尻尾がパタパタと元気を取り戻した。さっきまで見知らぬ人間ばかりで震えて困っていたくせにフフンと顎を上げてドヤ顔をしている。

「いいわよね、お父様、クオリア講師」

　そう朗ほがらかに言うキャニーシャを見て、ウンウン満足そうに頷く二人だった。













　世界で一番美しい港みなと町まち、ガルダームはそう呼ばれている。




　大海にぽっかりと浮かぶ巨大な島全体が、学園都市ガルダームであり、可能性を秘めた人間と魔ま獣じゆうが集まる場所だ。




　飛行船でガルダームに到着した俺おれは、さっそく数多くの魔獣たちを目にした。

　この世界、空の乗り物は魔獣の運うん搬ぱんする飛行船がメインのようで、さらに各国の特色によって、その魔獣が異ことなるようだ。

　例えばキャニーシャさんの住むレティシア国では、飛行船は国営なので、基本的にはホワイトドラゴンが船を運はこんでいるらしい。飛行船の運転手は他国との外交も兼かねているため王族でも重要な立ち位置として見なされているようだ。他国では、それ以外にもワイバーンやナッカーといったドラゴンの類たぐい、ロック鳥といった空を飛ぶ多数の魔獣鳥を使役しているとのことだ。

　またガルダームには飛行船の他に船で訪れることも可能だが、多数の高位の魔獣を操あやつれるというのが国力を示すことに繋つながるため、魔獣つきの飛行船でガルダームに訪れる人のほうが多いそうだ。

　飛行船停泊用の港近くの広場からは高い建築物が見えた。

　まるで教会のようだ。塔とうのてっぺんには金色に塗り飾られたドラゴンの頭が見える。遠くからではよくわからないが、銅製だろうか。王宮で見たホワイトドラゴンに似ている。あの巨大な飾りにも由ゆ来らいがありそうだ。

　港から続く町並みは入り口に装そう飾しよくのある石造りの家が目立つ。

　キャニーシャさんに聞くと、ガルダームの建築物は条じよう例れいによって新しいものは石造と定められており、現存する木造のものは数年以内に火に強い石造に建て替えなくてはいけないそうだ。どうもすぐ傍に森があるため、もし火事があった場合に備そなえてなるべく森まで被害が及およばないようにする配はい慮りよかららしい。

　縦長の住居が多いのは、この街の特色か、それともガルダームの特とく徴ちようなのか。どれも玄関が広いのが印象的だった。




　ああ、俺、異世界にいるんだな。




　ここに来るまでの数日、ずっと宮殿内か飛行船の中だった。

　日本とも、テレビで見たことのある外国とも明らかに違う風景にようやく実感がわく。

　この数日はキャニーシャさんからこの世界のレクチャーを受けていた。

　俺とシバジロウは交通事故で死んだはずだ。正直、元の世界に戻れるか、その方法も見当がつかない。

　それでも、今、俺とシバジロウは一緒にここにいる。

　今はキャニーシャさんの傍にいるのが最適だろう。むしろ最初から俺に好意的に接して、生活の基き盤ばんを整えてくれた彼女に逢あえたことをラッキーと思うべきだ。




　街のもっと向こうには鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった森が見える。

　キャニーシャさん曰いわく、森から向こう側は魔獣の住むエリアであり、基本的には用もなく立ち入ることは許されていないらしい。あの森はパウロウ界かい域いきと名付けられ、この学園都市ガルダームの九割を占しめるそうだ。

　そして俺たちはガルダームの生徒が通う校舎に向かっていたのだが……。

　先ほどキャニーシャさんに見せてもらったパンフレットに載っていた建物は、どう見ても学校の校舎ではなく城だった。白っぽい崖がけみたいな四つの塔が特徴的な四角い形をした城塞のような建築物で、城壁の中心には広い中庭もあると聞いた。

　周囲にそれらしき建物は見えない。今、自分のいる場所が目的地とは離れた場所だということだけはわかる。

　なんで、こんなに自分の置かれている状況について曖あい昧まいなのかというと、だ。

　──キャニーシャさんとはぐれた。

　彼女は俺がぼんやり街を眺ながめている間に「魔獣使役者モンスターセプターのアイテムがいっぱいよ、最新作だわー、私あっちの店に行くからそこで待っていてね」と目を輝かがやかせて、どこかに行ってしまい、そのまま帰ってこない。あっちの店やそこがどこなのか、きちんと確認しなかった俺も悪いのだが──

　途と方ほうに暮くれて周りを見る。

　ちょうど入学シーズンということで、ガルダームには多くの人々が訪れており、高校生の俺と同じくらいの人たちで溢あふれていた。幾らキャニーシャさんがとんでもない美少女だとしても、こんなゴミゴミした中で見つけることはできない。

　俺は諦あきらめてベンチに座り、鞄かばんに入ったシバジロウとともにキャニーシャさんの迎えを待つことにしたのだが……。

「おい、そこの平民」

　早さつ速そく、絡からまれてしまった。

　俺は声をかけてきた男を見上げた。いかにも金持ちっぽい豪ごう華かな衣装に身を包んだ銀髪の少年は、幼さの残った顔で笑った。

「黒髪黒目とは珍めずらしいな。どこの国だ」

　言われてみれば、俺のような東洋人っぽい顔立ちを見かけないな。

　彼の周りにいた取り巻きたちも白い肌に金髪と、元の世界でいう白人っぽい容よう姿しをしている。彼らは金持ちのボンボンの言葉に続いて俺をあざ笑う。

「聞いても無む駄だでしょ。世界三大貴族のシェザさんの流りゆう暢ちようなゲイル語を理解できるわけないでしょ。バカそうだし」

「そもそもガルダームに入学する生徒かどうかも怪しいですよ、顔がアホそうだし」

　バカアホとは方向性は違うが無知という点では間違っていない。俺はこの世界に来たばかりなのだから。彼らの指摘は、完全に的まと外はずれではないのだ。

　金持ちのボンボンは、俺に哀あわれみの視線を送りながら言ってくる。

「可か哀わい相そうだな、入学する前から落らく第だいすることを自覚する羽目になるとは。どうせ貴様の両親もろくな魔獣と契けい約やくしていないのだろう。魔獣は優秀な血を選ぶ。世界三大貴族は過去にバハムートをも封印したことのある素晴らしい血筋……貴様のような下等な人間と契約する魔獣など存在しない。妙みような期待は抱かず、さっさとガルダームから立ち去ることだな！」

　わはははと爆笑されてしまった。

　喋しやべっていることがおもいっきり理解できているのだが。

　ゲイル語をはじめとする、この世界の言語が聞き取れるのもキャニーシャさんに言わせればシバジロウのおかげらしい。

　しかし、どこにでもこういう偉えらそうな奴はいるもんだ。

　翻訳機能がシバジロウの力というなら実験ついでに話しかけてみるか。

「こんにちは、初めまして。このような所で貴族の方にお会いできて光栄です。ところでこんなお伺うかがいをするのも恐きよう縮しゆくですが、今、俺は人を探していまして。金髪ツインテールの、とんでもない美少女を見かけませんでしたか？」

　そう言った瞬間、金持ちのボンボンと取り巻きの顔つきが、みるみるうちに険けわしくなっていく。

　実験の結果、言葉は通じたようだ。俺は笑みを浮かべながらフォローした。

「すみません、本来ならば、お声がけすることも躊躇ためらわれる方だとは存じておりますが、かなり困っていまして……」

「……貴様、どうしてそれほどまでにゲイル語を話せる？」

　俺の前で金持ちのボンボンの表情の険しさが増す。

「ゲイル語は我ら三大貴族の血の起源となった魔獣から伝えられた縁ゆかりあるもの。誇ほこり高き魔獣の傍で貴族としての教育を受けていなければ、聞き取ることすらできんはずだ」

　なるほど、それほど誇り高い言語なら、俺みたいな不ふ審しん者しやがペラペラ喋ることに納得がいかないだろう。

「貴族なわけねーよ。こんなみっともない黒髪の奴がいるもんか」

「まさか、お前、シェザさんをバカにするために頑がん張ばって言語の一部だけ覚えたってのか？　面倒くさい喧けん嘩かの売り方だな、おい！」

　異世界でも見た目の差別があるのか。対応に悩なやんでいると、その態度で金持ちのボンボンの取り巻きがヒートアップしたらしく、座っている俺に摑つかみ掛かかってきた。

「……いや、俺は、その人のこと知らないので、そんな器用なことできるわけありませんよ」

　しまった、実験と称して遊びすぎたか。

　困っていると俺の膝上の鞄がガタガタと揺れた。

　シバジロウ？　どうしたんだ？

「何だ、それは？」

　シェザさんが鞄へと手を伸のばす。

　まずい！

　この数日でわかったことだが、シバジロウは俺の立たされている状況を読み取って力を使う。ただし俺の意い図とを完全に読み切ってくれるか自信はない。シバジロウが俺の意図しない反撃をしてしまうかもしれない。

　俺はシバジロウの入った鞄を抱え、シェザさんから距離をとる。

「すまないが、貴族様といえど、この鞄を触さわらせるわけにはいかない」

「口調が崩くずれているぞ……貴様、この俺に逆らう気か？　平民が」

「逆らいたいわけじゃない、事情があるんだ」

「……ほう。先程、俺を敬うやまうような言葉を選んでいた割には、今は随ずい分ぶん舐なめた口をきくな」

　そう言ってシェザさんの目が、すっと細くなる。

　こいつらにシバジロウの力を見せたくはない。どうする──？

「ちょっと、あなたたち、何をしているのよ」

　その時キャニーシャさんが金髪ツインテールを振り乱しながら仁王立ちで現れた。両手には買い物袋をいっぱい持っている。

　取り巻きの一人が怪け訝げんそうに顔を歪ゆがめて言う。

「誰だれだ、お前！」

「私はレティシア国、第三王女キャニーシャ。そして彼は私の専せん任にん騎き士しよ！」

「──キャニーシャ王女だと？」

「レティシアの王女の専任騎士が、そんな黒髪の男だって？」

　彼女の言葉に取り巻きたちがざわめく。

「関係ないでしょ、出自とか見た目なんて。魔獣と素晴らしい関係を築きずき上あげようとする志こころざしさえあれば、誰だって専任騎士になれるチャンスがあるわ！」

　キャニーシャさんは俺と取り巻きたちの間に割り込むと、俺を摑んでいた一人を睨みつけた。取り巻きは、そんな彼女の視線を受けて、急に慌あわて始める。

「それに私が彼を選んだのだからガタガタ言わないでくれる？」

　しっしと追い払う仕し草ぐさをするキャニーシャさんから離れる取り巻きたちだ。

　シェザという貴族だけがキャニーシャ王女と、俺の持つ鞄を交こう互ごに見つめながら言う。

「……キャニーシャ王女、しばらくぶりだな。俺は世界三大貴族のミオーレトリス家の嫡ちやく男なんでシェザ……」

「ええ、知っているわ。私のお父様と懇こん意いにしていた貴族なら、私の家の事情を知っているでしょうに。お友達には、きちんと話してあげるべきではなくて？」

　キャニーシャさんが苛いら立だちまじりに言う。

「何な故ぜ、俺が平民ごときにそんな配慮をしなければいけない？　しかし、なるほど、王女の専任騎士であれば、それ相そう応おうの知識を得ていても不思議ではないが……平民を選ぶとは、ずいぶんな趣味だ。レティシア国の王女どの。その趣味は父親譲ゆずりのようだ。理解できんな」

「ええ、そうね、彼の凄すごさは私だけ理解していればいいから構かまわないわ」

　シェザさんとキャニーシャさんの間でバチバチと火花が散る。

　やがてキャニーシャさんと睨み合いを続けても無意味だと思ったのか、ため息をついたシェザさんは「……フン、王族の恥はじさらしが」と鼻息を洩もらすと、取り巻きを引き連れて立ち去った。

　キャニーシャさんはしばらくシェザさんの背中を睨みつけていたが、やがて俺を見て申し訳なさそうな表情をしながら謝ってきた。

「ごめんなさい、ちゃんとあなたのこと見ててあげなくて」

「いや、ボンヤリしてた俺が悪かったんだ。助けてくれてありがとう。──専任騎士なのに助けてもらってばかりだな」

　俺の言葉に彼女はキョトンとした顔で答えた。

「あら、あなたが私の命を助けてくれるくらい凄い魔獣使役者だってことは本当のことでしょう？　無知なのはアレだけど、知識なんて勉強すれば誰だって身につくものよ。私からしたら、あなたはもっと自分に誇りを持っていいくらいだわ」

「俺とシバジロウはただの平凡な高校生と柴犬だぞ」

「はいはい」

　キャニーシャさんは呆れた顔で返事した。

「ただ、今のでキャニーシャさんが俺を専任騎士にしてくれた有あり難がたさが、やっとわかったよ」

　さっきのように俺の感情に呼応して、シバジロウが無む闇やみに人を傷つけてしまいかねないのは、とてもまずい。

　シバジロウが途方もない魔力を持っているというなら尚なお更さらだ。

　彼女は、ずっとこの危険性について助言してくれていたのだ。

　彼女のそばにいられる専任騎士という肩書きは、俺を助けるためでもあったのだ。

「……今までは有り難みを感じていなかったってこと？　まったくもう」

　そんなふうに驚おどろき呆れて、モジモジと髪の毛を弄いじり出すキャニーシャさんは、ちょっと可愛かった。





　　　　　◆






　ガルダームに入学する生徒たちは全員、校門近くにある大ホールと呼ばれる場所に集められていた。

　大ホールとは、要は体育館みたいな用よう途とで使われている場所のようだ。実際に外観も体育館に似ている。

　黒くろ漆うるしのような質感の素材で仕上げられたホールのドアは、グランドピアノのカバーを連想させた。ホール内にはゴシックっぽい椅子が並べられている。演壇として用いるのだろうか、一部高くなっている場所があって、横長のテーブルが置いてある。そして天てん井じようには竜の頭のオブジェで飾られた五つの照明があり、シックな造りながらも金と時間をかけて丁てい寧ねいに造られた印象を与あたえてくる。

　まだ入学式が始まるまで時間がある。

　俺は並べられた椅子の隅すみの方、キャニーシャさんの隣となりに座り、他の生徒たちを眺めながら先ほどの出来事を思い返して言った。

「どうしてシェザさんは、あんなに自分の血筋を自じ慢まんしていたんだ？　もしや彼は優秀な魔獣使役者なのか？」

「彼というよりは……貴族と王族にアドバンテージがあるのよね」

　キャニーシャさんは退たい屈くつそうに欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら反応した。

「アドバンテージって？　相あい性しようが良ければ誰でも自由に魔獣と契約できるのでは？」

「その相性ね。人の血筋と魔獣は密接に関連しているの。たとえば私の一族はホワイトドラゴンと相性がいいのよ」

　キャニーシャさんは自分を指差しながら言う。

「王族や貴族の元々を遡さかのぼると、強い魔獣と契約したからだったりするわけなの。私も王族だから、実質、ホワイトドラゴンとしか契約できないわ。そして特定の魔獣に好かれる人たちは、それ以外の魔獣に忌き避ひされてしまう傾けい向こうにあるのよね。でも私は、そういう血筋だけじゃなく、各おの々おの魔獣と関係を築き上げていくことこそが重要だと思っているの」

　キャニーシャさんは微笑ほほえみながら続けた。

「本当はね、私、努力してホワイトドラゴン以外と契約するのもアリかと思ったの。でもそれって、血筋に抗あらがいたいという我わが儘ままであって、魔獣と仲良くしてより良い関係を築きたいという私の夢とは違うものだって気付いたのよね」

　寂さびしそうにキャニーシャさんは笑った。

「どうしてキャニーシャさんはそれに気付けたんだ？」

　俺の問いに彼女は苦笑しながら答えてくれた。

「ガルダームへ来るために乗った飛行船の運転手は王族の一人なんだけど、飛行船って大勢の命を預あずかる仕事で負ふ担たんがかかるから嫌がる子が多いんですって。だから私、運転手さんに聞いてみたのよね、どうやってホワイトドラゴンを説得したのかって。そうしたら大事なのは今まで築き上げた信頼関係であって、とくにコツはないって。そう、血筋なんて言い訳にしちゃいけないのよ……って……」

　そこまで会話してキャニーシャさんは演壇へと視線を向けて言った。

「入学式、始まるみたいね」







　その後、入学式の開会の挨あい拶さつなど終わって、在校生代表の挨拶になった時にキャニーシャさんが「あっ」と小さく声を上げて壇上へと上がる人を凝ぎよう視しした。

　俺はキャニーシャさんの視線を追う。そこには一人の青年がいた。

　癖くせのある灰色の短髪に、同じ色彩の瞳ひとみ、どこか風ふう貌ぼうに陰がある。

　彼は銀色のケープを纏まとっていた。ケープは王様と一緒に会ったクオリアさんと同じデザインのものに見えた。銀色のケープにはドラゴン模様のブローチが十個もついている。

　彼が現れると同時にキャニーシャさんは険しい顔をして何やらブツブツ呟つぶやいている。

「ふーん、あの人が噂うわさの……。かのブラックドラゴンと契約したと有名な……。彼が在校生代表として挨拶するのね」

「噂？」

　俺が問い返すとキャニーシャさんは頷うなずきながら言う。

「ダーグナー・バウア・ブロント。一貴族の末まつ子しでありながらも、その才能と稀少な魔獣と契約できたことから、バウア国の王位継承権を特別に授じゆ与よされているという経歴の持ち主よ。ほら、名前にバウアやらブロントやら混まじっているでしょ？　バウアを先にしているのは、王への忠誠を意味しているのかしらね。……どちらにせよ仮契約じゃなく、学園都市に入る前から本契約とか何なのよ、あいつ」

　そう言ってキャニーシャさんは頰ほおを膨ふくらませてむくれている。

　そりゃすごい。物語の主人公やれそうだな。

「さすが情報通り、怖い雰囲気むんむん出しているわね。あれ天然かしら、それとも演じているのかしら。どちらにせよ近寄りたくないし関わるのも嫌いやね」

　すごい嫌われっぷりだな、ダーグナーさん。キャニーシャさんに何かしたのかと言わんばかりだな。

　しかし。

　俺はフゥと息を吐きながら周囲を見渡す。

　俺はその知らない噂のダーグナーさんとやらより、俺に集まっている視線のほうが怖いです、王女様。

　おそらくあなたも相当の有名人なんだと思うよ。

　あなたが親したしげに話しかける俺が気になるんだろうな。

　いたたまれない気持ちでいると、ダーグナーさんの代表挨拶が始まった。

「新入生の皆さん、入学おめでとうございます。在校生を代表して心よりお慶よろこび申し上げます」

　淡たん々たんとした調子でダーグナーさんは話す。想像していたより普通だ。キャニーシャさんの話だと、もっと自分にも他人にも厳きびしそうな印象を受けたのに。

「自分は去年の成績優秀者第一位として代表挨拶を任されたわけですが……歓迎の言葉も程ほど々ほどに本題に入りたいと思います。これから皆さんは、ガルダームに住む魔獣と仮契約して、魔獣との生き方を学んでいくため、入学式後にパウロウ界域に入り、契約魔獣を探すことになると思います。

　さて年間成績優秀者は学園から一つ要望を叶かなえて頂いただける権利を入手致いたします。まだ俺はこの権利を行こう使ししていません。俺の話を長く聞いたところで身になるわけでもないので、ここで皆さんのために、この権利を行使しようと思います」

　そこでダーグナーさんは前方の椅子に控ひかえる学園関係者に目をやった。脅おどすような低い声音で付け足す。

「構かまいませんよね、講師方、マギノバ学園長。俺には正統な権利があるはずですが」

　彼の言葉を受けて、学園長なのだろう、分厚いコートを纏ったスキンヘッドの渋しぶい顔の老人が顎あごを撫なでながら、にこやかに微笑んで言った。

「構わんよ、ダーグナー君。チャンスは好きな時に存分に使うといいさ。……だが自由奔放に振ふる舞まうなら、当然それだけの責任も伴ともなう……まあ、今いま更さら君に言うことではないか！　儂わしは君を信頼しているから、それを裏切らない範はん囲いでやりなさい！」

　ワハハと学園長は豪ごう快かいに笑った。

　なんだろう、言っている言葉は柔やわらかいのに、どこか含ふくみを持たせている印象がある。

　そんな学園長の反応に講師たちは焦あせった表情でザワザワしている。

　ダーグナーさんは学園長に頷き返すとスゥと息を吸い込みながら、ゆっくりと瞼まぶたを閉じる。

　空気がはりつめた。

　会場のざわめきが、瞬時に静まる。

　ダーグナーさんは目を開けた。何故か憎しみにも似た負の感情を目にためて俺たちを見つめて宣言する。




「予定していた入学式の予定は全て無なしにして、この後の一時間を使って仮契約相手を選んでください」




「は？」

　隣でキャニーシャさんが間抜けな声を発した。彼女だけではなかったようだ。他の生徒たちも一いつ斉せいにざわつき始める。

　そんな反応をダーグナーさんは予想していたようで冷え冷えとした声音で続けた。

「申し訳ないが、本音で相手と向き合う際には体てい裁さいをこだわらないことにしている。ここからは砕くだけた言葉で話すが気にするな。……本来のスケジュールなら、入学式の後、半日かけて仮契約の相手を決めるんだろう？　これから使役者セプターになろうという者にとっては長すぎるし、温ぬるすぎる。それだけ時間をかけないと相手に選ばれないというのなら、この学園都市にいる意味はない。才能のない奴は、さっさと帰れ」

　ずいぶんと上から目線だ。それだけ自分に自信のある証しよう拠こかもしれないが。

　そして俺たち新入生は本当に彼の言葉に従したがわなくてはいけないようだ。学園長に抗こう議ぎしようとした講師や生徒もいたが、学園長の一いち瞥べつで黙り込んでしまった。

　周囲の生徒たちも、ダーグナーさんの言葉を学園側が認めたのを感じ取ったようで、時間がないのを気にしてか、ざわめきながら慌てて外に出て行く。キャニーシャさんも焦った様よう子すで立ち上がった。

「じゃあ私、行ってくるね」

「俺もついていくよ」

　俺の言葉にキャニーシャさんは目をパチクリさせる。首を傾かしげながら返した。

「どうして？　あなたには既すでにシバジロウちゃんがいるわけだから、仮契約の相手を探す必要はないでしょう」

「俺はキャニーシャさんの専任騎士だし、キャニーシャさんのサポートをする絶ぜつ好こうの機会だろう。俺のシバジロウだって何かの役に立つかもしれないしな。……別に単独行動しなきゃいけないっていう決まりはないんだろう？」

「確かにそうね……私もあなたがいてくれたほうが心強いから、わかったわ。一緒に行きましょう」

　だが、そんな俺たちを呼び止める者がいた。

「……そこの黒髪」

　ダーグナーさんだ。いつの間に俺たちの傍に来たのか。険しい顔をして俺を睨みつけている。

「貴様の持っているソレは何だ」

　ダーグナーさんはシバジロウの入っている鞄を指差した。

「それ？」

「あえて隠かくしていることには意味があるのか？」

　この人もシバジロウの魔力に気付いたのか。

　俺の戸と惑まどいをダーグナーさんは鼻で笑った。

「その程てい度どの鞄で隠せたつもりか？　俺を見くびるな。そこに魔力の強い魔獣を……」

「ご安心を、ダーグナー先せん輩ぱい」

　ダーグナーさんの言葉を遮さえぎったのはキャニーシャさんだ。まるで俺を護まもるかのように俺とダーグナーさんの間に立ちふさがる。

「キャニーシャ王女」

　ダーグナーさんは小さく目を瞠みはり、彼女の名を呼んだ。

　なんだ、知り合い？　それとも二人とも有名だから、互たがいに知っているだけ？

　俺の混乱をよそにキャニーシャさんは笑顔で話しはじめる。

「彼は私の専任騎士です。何の問題もありません。気になることもあるかもしれませんが、ここは安心して私を信頼して頂けませんか。ダーグナー先輩？」

「……そうですか、彼が……あなたの専任騎士……」

　ダーグナーさんは少しだけ眉まゆ根ねを寄よせたが、すぐに無表情に戻り言葉を返した。

「キャニーシャ王女。今、パウロウ界域にはホワイトドラゴンは二体しかおりません。そのうち一体は事実上、あなたには契約不可能だと思われます……早く行かれたほうがいいのでは」

「……この騒ぎの元凶がよく言うわ」

「なにか？」

「いいえ、ご助言感謝致いたします。それと私のことは王女ではなくキャニーシャとお呼びください。この学校では王族や貴族という立場は関係ありませんので」

　ほら行くわよと目で話しかけられたので、俺は大人しくキャニーシャさんの後をついていく。

「キャニーシャさん、知り合い？　いつもより、こう態度が刺とげ々とげしいというか……」

「そ、そうね、彼とは少し事情があって……それに噂も……って、そういえば、あなたは彼の噂を知らないんだったわよね」

　彼の噂？

　俺の表情で知らないことを悟ったのか、彼女は説明を始める。

「彼の従えるブラックドラゴンは、どこからやって来たのか、そして何者なのか、わからないの。そんな得体の知れないものと契約したダーグナー先輩は、もしかしたらバハムートの手先なんじゃないかって言われているわ」

　なるほど、そんな噂を立てられるなんて先輩も可哀相に。

「……更に短時間でホワイトドラゴンを探せだなんて私への嫌がらせかしら」

　キャニーシャさんは凄まじい顔でブツブツ呟いている。

　ホールを出るまで、ずっと俺の背中を睨みつけてくるダーグナーさんの視線も気になるところだ。

　シバジロウのことで厄やつ介かいそうな人に目をつけられてしまったようだ。





　　　　　◆






　パウロウ界域の中でも木々が一いつ層そう生い茂ったエリアに入った俺は、ひとつの事実に気付いた。

　この辺あたりは同じ木ばかり生えている。キャニーシャさんに聞くと、ここはパプリアの森と呼ばれているらしい。このパプリアは食用油として人々の生活に欠かかせない上、油に特徴的な味があるため、この木を食料として好む魔獣が多い。人と魔獣、ともに好むもの──和の象しよう徴ちようとしてパウロウ界域にはたくさん植えられているそうだ。

　キャニーシャさん曰く、このようにガルダームでは魔獣と人間は密接な関係にある。とくにパウロウ界域は魔獣の生せい活かつ圏けんとして尊そん重ちようされ、魔獣との交流以外の立ち入りは禁じるほどの聖域扱いとなっている。だが魔獣のほうは、いつでも自由にそこを出て、街にいる人間との交流を許ゆるされている。そのため魔獣たちにとっては住み心地のよい場所らしく、戦いくさなどで行き場をなくしたもの、害獣扱いされたもの、契約相手を失ったものなど多くの魔獣が自然と多く集つどう結果となっている。

　また界域にはガルダーム創立前から住む強い魔獣がいるおかげで、後から多くの魔獣が集まっても、とくに混乱もなく平穏が保たもたれているのだとか。




　同じ木々が鬱蒼と生い茂り、時とき折おり、木々の合間から崩れた石造りの建造物が見え隠れする。なかなか雰囲気がある森の奥を俺たちは進んでいた。

　前を向きながらキャニーシャさんは空を指差す。

「ホワイトドラゴンにはある特徴的な生せい態たいがあって、彼らは高いところを好むの」

　指差した先には巨大で険しい山がそびえ立っている。

　パプリアの森を抜けた先だというが、明らかに距離があった。

　そもそもパプリアの森も、相当深い。森を抜けるなんて、どれほど時間がかかるのか。

「今からあの山に行くから、頑張って、ついてくるのよ！」

　そう宣言したキャニーシャさんは走り出した。

　え、走って？

　どう考えても、あと五〇分であそこまで行けないだろう。俺はシバジロウの入った鞄を、コイツの負担にならないように持ちつつ彼女のあとを追って行く。




　二〇分後──結論からいうと無理だった。




　当たり前といえば当たり前だ。どう見ても走って一時間で行けるような距離じゃない。それに行けたとしても、そこに目当ての魔獣がいるかどうかもわからない。

　キャニーシャさんが息を荒げながら「ヤバイどうしよう」という顔をしている。俺は呼吸を整えたあと、頭を抱えながら木の周まわりをウロウロ歩いているキャニーシャさんに話しかけた。

「キャニーシャさん、教えてほしい。目的の場所には時間までにたどり着けそうにないって認識で合っているか？」

「ええ、残念ながら合っているわ」

　そう返しながらピタリと足を止めたキャニーシャさんの顔は真まっ青さおだ。

「目的の場所に向かう以外の方法でホワイトドラゴンは、すぐには見つかりそうもない？」

「今、それを一いつ生しよう懸けん命めいに考えているのよ」

　なるほど。思った以上にノープランだったか。

「キャニーシャさん、魔力の種類を感知できるって言っていたけど、例えばホワイトドラゴンが近くにいると感じ取ることができるのか？」

「この島ぐらいの大きさならどこにいようが感じ取ることは可能よ。ただし魔力を消して身を潜ひそめている場合もあるから、というか間違いなく身を潜めているっぽいから……ホワイトドラゴンが好きそうな場所に行こうと思ったんだけど……！」

　キャニーシャさんは悔くやしがりながら地じ団だん駄だを踏ふんでいる。

　俺は「ふむ」と頷いて質問した。

「例えばホワイトドラゴンが身を潜めるのをやめたら、どこにいるかわかるか？」

「もちろんわかるわ！　ホワイトドラゴンの魔力なら、ずっと近くで感じながら暮らしてきたんだから」

「よしキャニーシャさん、シバジロウにホワイトドラゴンの居場所を聞いてみよう」

「そんなことできるの？」

「ほら、キャニーシャさんは強い魔力を持つ魔獣が危険視されるって言っていただろ。あれって人間だけじゃなく魔獣からもだろ？」

「そうだけど」

「だったら……」

　こんなやり取りをしつつ俺はシバジロウを鞄から出してみることにした。

　鞄を開けてみると、シバジロウは一瞬だけ躊躇ためらったが、すぐに外に出ようとした。そこを俺はひょいと抱え上げる。シバジロウのことだ、逃げることはしないだろう。でも、こんな未知の場所で自由にしたくはない。




　瞬間、ザワリと鳥肌が立った。




　辺りがざわめく。ワイバーン、グリフォン、コカトリスやハルピュイアなど、よくアニメやゲームで見たことのある魔獣たちが飛び立ち、空を舞った。どうやら近くに潜んでいたらしい。

　キャニーシャさんを見ると、俺が何をしようとしていたのか理解したようで愕がく然ぜんとしながら口にする。

「そうか……シバジロウちゃんの魔力で周囲を刺し激げきしたのね。強くて、しかも見知らぬ魔獣なら周りも警けい戒かいして動き出すから……」

　そうだ。どこまで影響があるかわからないから、とりあえずやってみようかレベルのアイデアだったが、それなりにうまくいったようだ。

「いた！　ホワイトドラゴンだわ！」

　そう言いながらキャニーシャさんは駆けだした。姿は見えないが魔力を感知したらしい。俺も慌ててシバジロウを抱だいたまま彼女のあとを追う。七キロの物体を抱えて、全力で走る女の子のあとをついて行くのは意外と辛つらい。

　シバジロウはというと、抱っこされたままユラユラ揺ゆれ動くの超楽しいって感じで、口をべろんと開けて笑っている。良いご身分だな。鞄を持ったまま抱っことか大変なんだぞ。

「この……崖の上に……」

　キャニーシャさんに追いつくと、彼女は立ち止まり空を仰いでいた。

　目の前の崖は、どう見ても何の準備もしていない女の子が登れるようなもんじゃない。足場はあるから、頑張ったら何とかなるかもしれないが、とんでもない努力が必要な険しさだ。ところがキャニーシャさんは気にしないようで、黒ストッキングが破れるのも構わず崖を登り始めた。

　躊躇いがなさすぎだ、この子。落ちたらどうするんだろうか。

「さすがに危ないって、キャニーシャさん！　ホワイトドラゴンはもう一匹いるんだろ？　そっちを探すとかさ……」

「もう時間がないのよ、やるしかないでしょうが！」

　気持ちだけで前に進む気だ。相変わらずの向こう見ずっぷりだ。

「あなたはそこにいていいから！　私ひとりだけで崖の上まで登るから！」

　ストッキング越しに透すけるようにしてパンツが見えているのに、気にしていないキャニーシャさんを地上から見上げながら言う。

「俺、ひ弱なのは確かだけどさ、明らかに危険な目にあいそうな子を放っておくわけにはいかないから俺も登……ヒッ」




　ごわごわとした真っ白な肌が真っ先に目に入った。

　うっすらと生えている白い毛は、一見、風に揺られてふんわりとしているようだが、その一本一本は染みひとつなく、長年磨みがき上げられたかのように、しっかりとした光沢を感じさせる。呼吸の動きに合わせて上下する胸は、鍛きたえ抜かれたであろう筋肉がガッシリとついているものの、一つ一つの筋の動きは繊せん細さいだ。相反した性質を兼かね備そなえていながら違和感を覚えさせない奇跡に感動する。

　ゆっくりと首を持ち上げて、太い物体の先を確かめる。

　純白色の翼つばさに、流れるように整ったラインの胴どう体たい、堂々とした様さまで佇たたずむ長い首、荘そう厳ごんなオーラすら感じさせる。どこか俺たちには見えないものを視界に入れているような青色の双そう眸ぼうだ。呼吸すら忘れてしまいそうになる。綺き麗れいだ、なんて単純な言葉で片付けられない存在がそこにあった。




　目の前にホワイトドラゴンがいた。




　俺の知っているドラゴンのイメージとは違う。どちらかといえば巨大な白い鳥に見える。だが、それでもこの生き物がまぎれもないドラゴンなのだと信じこませる存在感があった。

　そして、ここにホワイトドラゴンがいるということは──

　もしや俺はシバジロウの力でワープしてしまった？

　ここは崖の上なのだろう。シバジロウが「ハッハッ」と舌したをデロンと出して笑っている。オヤツをせがむ一歩手前の表情だ。

「おい、頼んでないから」

　困ったな。

　そういう俺の気持ちが伝わったのか舌を引っ込めて耳をペシャンコにさせた。

「──やっぱり、シバジロウと、ちゃんと向き合わないと」

　シバジロウの魔力行使だが、下手すると取り返しのつかないことになりかねない。

　そう俺がため息をついていると──

『ふむ、客人とは珍しい』

　しゃ、喋った!?

　真っ白なドラゴンが俺を見て僅わずかに口を動かしている。

　胸に抱えたシバジロウがジタバタし始めたので慌てた俺はつい力を弛ゆるめてしまう。するとシバジロウは俺の腕から抜け出して地面へと飛び出した。

　シバジロウはというとホワイトドラゴンに近づき、お尻付近の匂においを嗅かごうとする。ドラゴンはシバジロウに敵意がないのがわかっているのか、されるがままだ。やがてシバジロウはケツを突き上げてプリプリ尻尾しつぽを振っている。

　ちょっとどうしてプレイバウしているんだ、遊び相手だとでも思っているのか。

　元々、他の犬との相性は良いシバジロウだったが、対象は犬だけでもなかったらしい。

　あんな巨大なドラゴン相手に全然、物もの怖おじしていない。

　ドラゴンはというと興味深げにシバジロウを見つめているようだが、それ以上何かするつもりはないらしく、ぴくりとも動こうとしない。

　俺はほっと胸をなで下ろす。

　シバジロウはそんなドラゴンを気にせずに目をキラキラさせて、どう遊びに誘おうか考えているようだ。再度、ハッハッとノドを鳴らしながらチラとドラゴンの顔に目を向けている。

「お、おい、シバジロウ……」

　俺が慌てふためいてもシバジロウは気にとめてないようだ。とりあえずドラゴンに俺も敵意がないって伝えないと。

　シバジロウはホワイトドラゴンの太くて大きな尾を甘あま嚙がみしようとして、どうにもならずに失敗している。あいつなりに仲良くなろうとコミュニケーションを取っているようだがドラゴンを怒らせないか心配だ。見ていてハラハラする、そろそろ止めたほうがいいかもしれない。

　一瞥してドラゴンの表情を窺うかがうと、小さく目を細めてシバジロウの様子を眺めている。もしかしてドラゴンのほうもシバジロウに困こん惑わくしているのか？

「……なんだか面白い状況になっているわね……」

　キャニーシャさんの声だ。

　俺は声のしたほうを振り返る。あれだけ険しい崖を自力で登ってきた彼女の身体からだはあちこち、擦すり傷きずだらけだ。息も絶たえ絶だえで大だい分ぶお疲れのようだ。

「そんな目をしないで、私は大丈夫。まだやれるわ」

　そう言ったキャニーシャさんは早々にホワイトドラゴンへと駆け寄ってゆく。

「こんにちは、初めまして。早速で悪いけど、私と仮契約してくれないかしら」

　ずいぶん直球だな、キャニーシャさん。

　ただ残念ながらホワイトドラゴンの返答は、あまり良いものではなかった。

『すまんが若いの。もう儂は老おいて先が短い。ある程度、人間の感情も知しり尽つくしている。ここにはもう一体、若いのがいるはずだから、そちらを選んでくれんか』

「あなたと共に生きたいの。絶対に損そんはさせないから私と一緒に来てちょうだい」

　腰こしに手を当てて強気な口調でキャニーシャさんは言う。

　あれ、もしかして。

　キャニーシャさんには、ドラゴンの言葉が通じてないのか。

　ドラゴンはやれやれといった様子で目を細めながら言う。

『儂は年寄りだ。お主ぬしの時間を使わせるのが申し訳ない。他の者を当たってくれ』

「今の私じゃ不十分だと思っているのかもしれないけど将来性は保証するから」

『……通じぬか。言語学の研けん鑚さんも足たりぬ娘に興きよう味みはない。共に歩んでくれる者を選べ』

「今後、何があっても諦めないで努力し続けるから。私の傍で見守ってほしいの」

　あからさまにドラゴンの声音は淡々として、ため息をついたりして嫌な態度を取っているのにキャニーシャさんは気にしていないのか、大げさな身振り手振りで相手に訴うつたえかけている。

「一応確認するが、キャニーシャさんはドラゴンの言葉わからないんだよな」

　そう俺がコソリと言うとキャニーシャさんは鼻息荒く返す。

「……多分古い仔で、どうも古代言語を喋っているみたい。今のドラゴン言語なら習得済ずみなんだけど……私の勉強不足ね。でも私、言葉じゃなく気持ちも大事だと思うのよね。だからこうして、話しているんじゃない。語りかけ続けていたら私の気持ちも伝わるかもしれないし！」

　それ全部、根性論だから！　まったく解決策になってないぞ。

　シバジロウはキャニーシャさんの覇は気きに気け圧おされたのか、俺の足元に寄ってきて抱っこをせがんできた。俺はシバジロウを抱きかかえる。

　ホワイトドラゴンが俺に首を向ける。俺がドラゴンの言語を理解できているのに気付いたからだろうか。救いを求めるような視線を送ってくる。

　いやいやいや、こんな超頑張っているキャニーシャさんに、ホワイトドラゴンはあなたを選ぶ気ないみたいだし困っているからやめてあげてなんて言えないぞ。

　無理ですっていう感情を視線に込めて送ってみることにした。

「ね、ねえ、どうすれば私の気持ちをドラゴンに伝えることができるかしら」

　次にキャニーシャさんから支し援えん要よう請せいだ。俺は彼女の専任騎士であるためホワイトドラゴンには申し訳ないが、彼女を優先したい。俺は彼女にアドバイスした。

「こういうのは相手との距離感が大事だ。相手の気持ちになって自分ならどう思うかを考えながら、相手の印象が良くなるように行動するんだ」

　俺は一般的なコミュニケーション論を言ってみる。魔獣にも通用するかは不明だが。

　キャニーシャさんは困ったように眉根を寄せながら返答した。

「なんだか難しいわ。あなたはシバジロウちゃんとどうやって仲良くなったのよ」

「毎日めちゃめちゃベタベタスリスリした。隙あらば頭を撫でた。お腹もヨシヨシした。とにかくスキンシップしてやったよ」

　そう俺が即答した瞬間、キャニーシャさんは「わかったわ」と微笑むとストレッチをし始めた。しばらくしたのち「準備運動終わり！」と告げた彼女は、そのままホワイトドラゴンの背によじ登り始めた。素手でワシワシと、ドラゴンの毛をうまく摑みながらドラゴンの頭を目指して登っていく。

　え？

　俺はスキンシップと、相手との距離感が大事だと助言したが、そういう意味じゃない。

　キャニーシャさん、まさか頭の上から話しかけるつもりか。もしくはドラゴンを撫で撫でする気か？

　まずい。この暴走をどうにかしなければ！

　俺はシバジロウにアイコンタクトしたのち、

『あの、俺からもお願いなのですが彼女と仮契約してもらえないでしょうか』

　おそるおそるホワイトドラゴンさんに話しかけてみる。

「あら、あなた、その仔と会話できるの？　シバジロウちゃんのおかげかしら」

「たぶんね、だから俺もドラゴンを説得してみるよ」

　キャニーシャさんにそう言った俺に、ドラゴンは生なま温あたたかい目をしながら返答する。

『やはりお主は儂の言葉がわかるんだな、そこの魔獣の力か。それなら、この小娘に契約する気はないと伝えてくれんか』

『無理です。俺の言葉でどうにかなるほど意志の弱い子じゃないので。それに悪い子でもないので契約してくれませんか』

『むむぅ……無理か？　本当にか？　ここにはもう一匹若いのがいる。そっちじゃ駄だ目めなのか？』

　もう、その若いのを探す時間がないから、ここで引き下がれないのだ。

『彼女は、あなたが良いんです。あなたじゃないと駄目なんです。このまま彼女を放置すると頭をヨシヨシ撫で撫でされますよ』

『そうか……無理か……ヨシヨシされてもな……』

　そんなふうに遠い目をして呟くホワイトドラゴンさんも悪い奴じゃなさそうだな。

『娘に伝えてくれんか、必死すぎて可哀相になってきたので仮契約すると。あと危ないので背から降りてほしい』

「わかりました。……おーい、キャニーシャさん、仮契約してくれるってさ。あと背中から降りてほしいって」












『おい』

　あえて契約した理由を告げなかった俺をドラゴンが責せめてきたが無視する。

「本当？　やった、契約できたわ。きっと私の気持ちが通じたのね！」

　キャニーシャさんはどこからそんな底力を出したのか、一気にドラゴンさんの首を登りきると、そのまま彼の頭を勢いよくヨシヨシした。

　結局ヨシヨシされてしまいホワイトドラゴンさんが鼻の穴を広げて微び妙みような顔をしている。さっきから観察して思ったがドラゴンも犬と同じで表情がわかりやすいんだな。

　彼はこれ以上ヨシヨシをされたくないのだろう、嘆たん息そくしながら言った。

『もう一度娘に伝えろ。今すぐ校舎に向かうから早く頭から降りろとな……しかし、どのような縁か。この儂がこうやって駆り出されるとは。嫌な予感しかせぬわ』

「え？」

『何でもない、気にするな。戯ざれ言ごとだ』

　ドラゴンはそう言って、またため息をついた。





　　　　　◆






「間に合った！　あとはこのホワイトドラゴン、ミケを見せるだけだわ」

　大ホールの前に到着して、そう言うキャニーシャさんの隣には、ちっちゃくなったホワイトドラゴンがいる。ちなみに、ある程度の能力のある魔獣は小型化できるらしく、普段、魔獣と一緒に移動する時は、魔獣を小型化させておくのが普通のようだ。

　道理で街中で大きな魔獣を見かけなかったわけだ。

　そしてミケというのは、このホワイトドラゴンの愛称だ。ドラゴンの本名はミールガ・ガウリ・タラサ・ミーア・ケルトパサティエゥ・ケヌゥーアとか、そんな名前だったから、彼女は略して呼び始めた。

　しかしミケって、まるで猫みたいな名前だな。

　今回の仮契約はどう報告をするのだろう。ガルダームの入学手続きのときは人語を喋る巨大な本に俺とシバジロウの名前を教えることで済んだ。

　どうやらキャニーシャさん曰く、あの本は記憶を蓄える性質を持っている魔獣のようで、学園生徒や講師を管理する名めい簿ぼ代がわりになっているそうだ。

　同じように行うのだろうか？　あの時、巨大な本はシバジロウを見てびっくりしていたけれどキャニーシャさんのフォローでどうにかなったのだが──

「契約の証あかしってどうするんだ」

　そう俺が質問するとキャニーシャさんは得意げに答えた。

「簡単よ、試験官にこの子を見せて名前を教えるの。あの入学手続きにいたのと同種の本型魔獣がいるはずよ！　それに、あくまで今回は仮契約、相手を見み極きわめるために一緒に学園生活を過ごす相手を決めただけに過ぎないの。だから本格的に魂たましい同士で契約の刻こく印いんまでしなくていいの。卒業前までに真のパートナーを見つけることがこの学園で過ごす意味でもあるんだから。……あ、でも、あなたは多分、改あらためてそれをしなくていいはずよ、入学手続きの時に一緒にシバジロウちゃんも登録したと思うから」

　なるほど。俺の場合は、既に手続きは完了しているわけか。良かった。安あん堵どして彼女に言う。

「でもよかったよ。時間内にホワイトドラゴンと契約できて」

「あなたとシバジロウちゃんにかなり助けられたけどね。本当にありがとう」

「ここに来るまではキャニーシャさんに助けられてばかりだったからな。シバジロウのご飯についてもさ、色々協力してくれたし」

　俺は鞄に入っているシバジロウを気にしながら言う。キャニーシャさんは緩ゆるやかに首を横に振りながら返す。

「あんなの大したことないわよ。超小型魔獣用の餌えさに落ち着いてくれて逆に助かったわ。しかも一番安い餌に食いつくなんて……」

「でもたくさん種類用意してくれたろ。こいつ、飽あきっぽいから一種類の餌だと、すぐに食べなくなるからさ」

「見た目に合わず我わが儘ままな子なのね。あまり、この子の言うことを何でも聞きすぎるのもよくないわよ。力の強い魔獣だからこそ、その辺りは配慮しないとね」

　キャニーシャさんはウインクしながら俺を諭さとす。

　俺は彼女の隣でプカプカ浮いているミケさんを一瞥した。

　小さな白い耳が力なく垂れ下がっている。犬がションボリしている様子とそっくりだ。更に彼は、ちらちらキャニーシャさんの顔色を窺うかがっている。彼女の勢いに負けて仮契約したことを後悔しているのだろうか。







　今回の一時間の仮契約騒動では、やっぱり魔獣と契約できなかった生徒も何人かいたらしく、そのまま退学になったそうだ。時間があれば契約可能だった人もいただろうに。

　一体、ダーグナーさんと彼の提案を許した学園側は何を考えているのだろう。





　　　　　◆






　入学式も終わり、俺はドラゴンギルドという物騒な名前の寮りようの一室が割わり当あてられた。

　寮は仮契約した魔獣の種族や生徒の素質やらの条件で決まるそうだ。俺は運良くシバジロウと二人きりだ。誰か知らない人と相部屋じゃないのは助かったけど、シバジロウの力を借かりてズルをしているようで気持ちがよくない。でもトイレもお風ふ呂ろも用意されているのは嬉しい。

　キャニーシャさんも同じ寮だ。ただ女性と男性では階が分かれている。

　素晴らしい寮の部屋を与えてくれた貢こう献けん賞しようのシバジロウはというと、またもやトイレを失敗していた。布ふ巾きんをそれっぽく何枚も重ね合わせてトイレシーツの代わりにして尿にようの匂いも擦こすりつけているのに、わからないらしい。俺は粗そ相そうを綺麗に片付けると、ため息をつきながらシバジロウの尻しりを拭ふく。そういえば今日はウンチもまだだ。外に出したらしてくれるだろうか。外で糞ふん尿にようさせる習慣をつけたほうがいいのだろうか。

　シバジロウは尻を拭かれながらチラチラと様子を窺うような視線を向けてくる。俺がシバジロウの粗相に困っている気持ちが伝わっているのだろうか。つい苦笑してしまう。

　ついでに外の空気でも吸おうと部屋を出ようとすると、シバジロウが慌ててついてきて足に纏わりつく。仕方ないのでシバジロウを抱きかかえながら廊ろう下かに出ると、ダーグナーさんにバッタリ出会った。

「げ」

「…………」

　ダーグナーさんも同じ寮だったのか。

　彼は俺のシバジロウをチラリと見ながら聞いてくる。

「そいつは泳ぐのか？」

　急になんだ？　首を捻る俺を無視してダーグナーさんは言葉を続ける。

「アーウィソウトルは各地に様さま々ざまな種類が存在するが、熱帯の川に住むものについて襲撃された場合の適切な対応方法を教えてほしい」

　意味不明なことを言い出した彼に対して「は？」と俺は首を傾げた。

　ダーグナーさんは深く嘆息しながら言う。

「……思った通りか。……王女の専任騎士に選ばれて幸運だったな」

「どういう意味ですか」

「貴様のような能力の釣り合っていない奴と契約した魔獣は不幸になるということだ。それがわかっていたからこそ彼女は魔獣を護ろうとしているのだろう。強い魔獣だが幼いとわかれば、洗脳でも何でもして支配を企たくらむものもいる。王女の存在が牽けん制せいとなり手を出されていないことに自覚を持て。気をつけることだな」

「は、はい、ありがとうございます」

　頭を下げた俺にダーグナーさんは少しだけ目を見開くがすぐに呆れた表情になった。ゆっくりと横を通り過ぎていく。

　え？　あ、ああ、今のもしかして皮肉とか嫌味とかそういうやつか？

　それにしてもアーウィソウトルって何だったのだろう？





　　　　　◆






　外に出ると清すが々すがしい夜の空気に胸がすっとする。

　身体の強こわ張ばりが自然に弛んでいく。どうやら入学して何だかんだで緊きん張ちようしっぱなしだったようだ。

『随分、辛しん気きくさい顔をしてるなあ、坊や』

　その時、声をかけられた。

　顔を上げると寮の門の上部にある小さなドラゴンの彫ちよう刻こくが、まるで生き物のように滑なめらかに動いて口を動かしている。

　俺は驚きのあまり顎が外れそうだった。

「……なっ、扉とびらの飾りが喋って──？」

『へえ、ガルダーム名物、寮の看板マスコットことオレを知らないなんていい度胸してるな、坊や。この寮を作ったのは学園長、ならばオレこと彫刻ドラゴンちゃんにも強い魔力が注そそぎ込こまれていると考えていいんでないかい？』

「でも魔力を持っているのは魔獣だけのはずだ。人間の学園長が彫刻に魔力を注ぎ込んで造っただなんて聞いても信じられないな……」

『もの知らずと聞いていたが、その辺の知識はあるわけだ。……あの学園長を人間扱いするとは、まだまだ世間知らずだがね』

「世間知らずで申し訳ない。って、学園長は人間じゃ……？」

『学園長云うん々ぬんは、人間離れしているくらいに桁けた外はずれの力を持っているっていう例え表現だっての。この程度の例えもすぐに理解できないなんて、もう少し肩の力を抜いて学園生活送ったほうがいいんじゃないのかい？　門限に気付かないくらいに何を考え込んでいたのか知らないけどな、坊や』

「ああ、門限についてはごめん。シバジロウの用事が終わったら、すぐに戻るよ」

『……シバジロウの用事？　なるほど、オレの寮に呼ばれたのはアンタというよりはそっちか。初めて見る個体だな。どこの魔獣でどうやって契約したんだ？』

　俺は抱きかかえたシバジロウを持ち上げて彫刻ドラゴンに見せながら言った。

「説明が難しい。でも、どこで出会ったかより、これからどう過ごすか、だろ？」

『違いないが……誤ご魔ま化かすにはちょっと足りない言葉だな。……おい、アンタがあのキャニーシャ王女の専任騎士って本当か？』

「ああ、そうだよ。彼女直じき々じきに任命されたんだ」

『なら、彼女を気をつけて見ておくといい。彼女の契約したホワイトドラゴンは、かなり特別な存在だ。オレたちにとっても、そして別の奴らにとってもな』

「別の奴ら？　何のことだ？　彼女に危険が近づく可能性があるということか？」

『オレが話せるのはここまで。リップサービスもいいところ。これ以上はあのハゲに怒られるから、おやすみ、坊や。明日朝一に洗礼を受けるだろうから早く眠るといい』

　そう言ってドラゴンは元の木製飾りに戻った。

　洗礼だって？　一体なんなんだ？

　それにその言い方だと、王宮でキャニーシャさんを狙ねらっていた敵が学園にもいるように思える。

　念のためにキャニーシャさんに忠告したほうがいいだろう。







　その後、寮内でキャニーシャさんと会ったので、雑談程度に学園内に彼女を狙う輩やからがいるかもしれない可能性を告げると、彼女は「その可能性も考えているけど、学園では王宮よりも人目があるし騒ぎを起こしたら面倒になるから、そう手を出してこないはずよ」と言って、あっけらかんと笑っていた。むしろ手を出してこない確率のほうが高いと踏んで、この学園に来たのだという。

　実際に危険が迫っていないから彼女もそれほど本気にしていないようだ。

　実家である王宮より学園のほうが安全だなんて、彼女の生い立ちを考えると不ふ憫びんな気もちになってしまった。













　入学式の翌日、初の授業を受けるため、俺おれはシバジロウ入りの鞄かばんを持って教室に入った。教室はテレビで見たことのある大学の講義室に似ていた。

　まだ講師は来ていない。

　キャニーシャさんの姿を見つけた俺はシバジロウの入った鞄をひっさげて彼女の隣となりまで行こうとして、目の前に立ちふさがった人影に驚おどろく。

「おはよう、君がコレクニリューちゃん？　私、エメラルダ」

　そう声をかけてきたのは、これまたとんでもない美少女だった。輝かがやくような白と黒の入り交じったロングでアシンメトリーな髪型だが、不思議と静せい謐ひつで清せい楚そな印象を受ける。緑色の双そう眸ぼうと片かた眼めにかけているモノクルが知的な雰ふん囲い気きを感じさせた。

「そうだけど、何で俺の名前を……」

「だって君、新入生でありながら、ドラゴン寮ギルドの一室を与あたえられた子。とても有名」

「有名？　俺が？」

「先せん輩ぱいでも両手で数えるくらいしか、あの寮に入れない。とはいえ今年の一年生は三人も入って超優秀」

「ど、どういうことだ？」

「寮の種類は基本的には全部で四つ、シルフ寮、サラマンダー寮、ノーム寮、ウンディーネ寮。人間に似た魔ま獣じゆうの名前がモチーフ。だけど特別待遇として例外扱いのドラゴン寮がある。とんでもない魔獣か、例外的扱いのやつと契けい約やくできた人間だけが入れるの。ちなみに一学年の人数の振り分けとしてはシルフ寮八〇人、サラマンダー寮一二二人、ノーム寮一四四人、ウンディーネ寮一〇一人……で、ドラゴン寮は三人」

　あまり気にしていなかったが。そういや、そんな名前だった気がするな。

　門飾りの彫ちよう刻こくがドラゴンなのは、そういう理由か。

　エメラルダさんは寮について詳くわしく説明してくれた。

　ノーム寮はわりと個体数の多い魔獣と契約したものたちが入る。身もフタもない言い方をすると、あまり強くない魔獣使役者モンスターセプターが集まるらしい。

　サラマンダー寮は、物理的な攻撃が得意、体力はあるが魔力が弱い、魔力操作が苦手といった魔獣や使役者セプターが多い。

　その逆でシルフ寮は、体力はないが魔力が強い魔獣、魔力操作が得意といった魔獣使役者が集う。貴族や王族といった特権階級もここに多く入れられるとのことだ。

　ウンディーネ寮は海や川、湖など水に関連する場所に住む魔獣と契約したものたちが入るとのこと。魔獣の特性ゆえ寮に水回りの施設があるらしい。

　ドラゴン寮は全てにおいてイレギュラーで上層部の思おも惑わくで決まることが多い。

「ちなみに、ドラゴン寮の一年って君と私と、キャニーシャ王女よ」

　え？　そうなのか。

　キャシーニャさんは、そんなこと一言も俺に教えてくれなかったんだが。

「しかしドラゴン寮に入っただけで俺の顔まで有名になるんだな」

「違う。君の顔は無名」

　俺の言葉を否定した彼女は、俺と彼女が着ているケープを指差した。

　同じ色のケープ、銀色だ。このケープは学校から支給されたものだ。

「寮ごとにイメージカラーが決められている。シルフは緑、サラマンダーは赤、ノームは茶、ウンディーネは青、そしてドラゴンは銀。ケープの色は所属の寮を示している。だから私と君は銀。今年、ドラゴン寮に入ってきた男の子は一人だけ。男でケープが銀色の子を探せば、あっという間に誰だれがそうなのかはわかる」

　彼女の説明に、俺は納得がいった。

　言われてみれば同じ寮のダーグナーさんのケープも銀色だった。

「ところでシバジロウって魔獣はどこ？」

　そう彼女に言われたので俺は鞄を持ち上げて入り口をちょっとだけ開けて中を見せる。

「その子がシバジロウ？　……ふぅん」

　そう言いながら隙すき間まからシバジロウをジロジロ眺ながめていたエメラルダさんの目がすっと細められる。鞄を抱えている手の甲をスルリと撫なでてきた。なにする気だ、この子。

「私の隣に座らない？　一緒にお話ししたい」

　色んな意味で積極的すぎじゃないか。俺はハハッと誤ご魔ま化かしの笑みを浮かべて返す。

「俺はキャニーシャさんの専せん任にん騎き士しなので。一応、彼女の許可が必要かもしれないな」

「わかった」

　そう言った彼女は俺についてきて、キャニーシャさんの横に座った俺の隣に座ってしまった。

　キャニーシャさんは「おはよう」と言いながらエメラルダさんをチラチラ気にしている。ひそひそ声で俺に話しかけてきた。

「その子、私たちと同じ寮の子よね。どうしてあなたに密着するように座っているのよ。というか、どこかで見覚えもあるし……」

「どうもシバジロウに興きよう味みがあるらしいんだ。しかし見覚えがあるって？」

　エメラルダさんは王族の関係者なのだろうか。

　僕の問いかけにキャニーシャさんは腕組みをしながら必死で思い出そうとしている。

　エメラルダさんが何者なのかは、その後、すぐに判明した。
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　講師はクオリアと名乗った。

　キャニーシャさんのお父さんと一緒に会議をしていた男だ。

　彼は今日も腕いっぱいにホワイトドラゴンの仔どもを抱えて、今にも落としてしまいそうだ。

　あの時の、育いく児じ放ほう棄きされたという仔たちだろうか？

　周囲を見渡すと他の生徒も俺と同じ気持ちなのか、ハラハラした表情で講師を見守っている。

「これからクラス分けの説明を行うわけですが、その前に言いたいことがあります。この……この……可か憐れんなホワイトドラゴンの仔どもたちを見てください。彼らは母親に見捨てられてしまった哀あわれな仔どもたちです。現在、魔獣の育児放棄が相あい次ついでいます。原因はストレスと言われていますが、我々にも責任があると考えています。最近、魔獣と仲なか違たがいする契約者も増加傾向にあります。もし、あなた方の周りで育児放棄されている魔獣の仔どもがいたら、ぜひ私にご連絡を……」

　クオリア講師が説明を始めた途と端たん、バタンと音がして扉とびらが開く。

　現れたのはダーグナーさんだ。何な故ぜ、ここに？

「クオリア講師」

「ひ、ひいっ、ダーグナーさん、何の用事ですか！」

「後こう輩はいを導みちびくのも我々の仕事です」

　答えになっていない。明らかに誤魔化している。

　ダーグナーさんは無表情のまま、クオリア講師に告げた。

「それより講師、確か、これからクラス分けの説明を行うはずで、あなたの私的思想を語らう場ではなかったはずですが？」

「い、いえいえ、べ、別に、この機会を利用して魔獣の育児放棄について周知を企たくらんでいるなど……」

　汗をダラダラ流しながらクオリア講師は言い訳をしている。腕からポロポロとドラゴンの仔どもたちが零れ落ちて、足元でウロウロしている。

　お、おい、仔ドラゴンたちは少しは飛べるみたいだから落ちても何ともないみたいだが、見ていて不安になるから、仔ドラゴンを抱いたまま言い争うのはやめてほしい。

　そしてクオリア講師のしどろもどろな返答にダーグナーさんの表情が険悪なものに変わっていく。構えるクオリア講師はへっぴり腰ごしだ。眉まゆ毛げを震ふるわせながら答える。

「いえ、ですから企んでおりません。クラス分けの説明を今から行う予定でした」

「なら、今あなたが持ち込んだホワイトドラゴンの仔どもたちを回収しますので、こちらに渡してください。クラス分けの説明には邪じや魔までしょう。こちらで適てき切せつに管理しますので、ご安心を」

　そう言うダーグナーさんはクオリア講師の返答を待たず、器用にホワイトドラゴンの仔どもたちを一匹一匹拾い上げると、そのまま部屋から出て行ってしまった。

　本当に何だったんだ。

　どうして唐とう突とつにダーグナーさんが現れたんだ。クオリア講師もいやに低姿勢だったが。この二人の関係性は一体？

　俺がポカンとしていると隣のエメラルダさんが安あん堵どしたようにポツリと洩もらす。

「……なんだ、クオリア叔父様。いつも通り魔獣たちのことにかまけてばっかりだ。やっぱり、お父様ってば心配しすぎ」

　エメラルダさん。彼と知り合いなのか？

「ふぅ、皆様、お騒がせしてすみません。これからクラス分けの説明を致しますので、よくお聞きください。メモの準備を！」

　クオリア講師は汗を拭ふきながら説明を始めた。

「これからクラス分けのための試験を行います。クラス分けといっても慌てないでください。同じ目線に立つことのできる生徒たちと競い合ったほうが良いという我々学園側の趣旨を理解して、決して結果に短たん慮りよに一いつ喜き一いち憂ゆうすることのないよう宜よろしくお願い申し上げます」

　要ようするに結果が悪くても気にするな、同じレベルのひとたちで切せつ磋さ琢たく磨ましろということか。俺が首を捻ひねっている間にキャニーシャさんがエメラルダさんに、「あなた、名前は？」と囁ささやくようにして問いかけていた。

「エメラルダ・ガルファー、よろしく」

　彼女は座ったまま器用にちょこんと会え釈しやくする。

　特徴的なモノクルを指で動かしながら小さく笑った。

「ガルファー……もしかしてクオリア講師の親しん戚せき？」

「はい。今、講師をしているのは私の叔お父じ」

　キャニーシャさんの問いにエメラルダさんはコクンと頷うなずく。

「そう、だから私あなたに見覚えがあったのね。もしかしたら王宮のどこかですれ違っていたのかもしれないわね」

　キャニーシャさんは何が嬉しいのかニコニコと笑っている。

「ちなみにクラス分けって何だ」

　その横で俺はこそっとエメラルダさんに質問する。

「んー、知らないの？」

　エメラルダさんの問いに俺は申し訳なく思いながらも頷く。この世界で生活するための作法や入学準備に追われて、キャニーシャさんから学園のことをあまり教わっていないのだ。エメラルダさんがコソコソと説明し出す。

「魔獣の特性や能力に関係なく、使役者の成績順で十段階評価。数が小さければランクが低い。とはいえ大体、一年目のひとは、みんなずっとクラスⅠで終わり。この学園は五年で卒業だから、標準プロセスは一年ごとにクラスが上がっていく感じ？　それで大体のひとがクラスⅤで卒業」

　そこで俺は思い出す。そういえばダーグナーさんのケープにたくさん勲くん章しように似たブローチがついていた。

「もしや評価が決まるとケープにブローチをつける？　それがクラスを表すのか？」

「そう、クラスはブローチの数で示す」

　なるほど。

　自分がどのランクか常に示すことになるのか。それなら一いつ層そう頑がん張ばらなければ。キャニーシャさんの専任騎士である俺がしっかりしないと、彼女も恥をかいてしまう。

「どうやって最初にクラスを決めるんだ？」

「いつもなら筆記試験」

　げ。

　エメラルダさんの答えに俺は青ざめた。

　文字とかどうなるんだ。日本語を書いたらシバジロウが翻ほん訳やくしてくれるのか。さすがにそこまで都つ合ごう良よくないだろう。

　そう戸と惑まどう俺の表情を読んだのだろう。エメラルダさんは無表情ながらも眉毛をへの字にして言う。

「だけど、今回はどうかな。無む駄だにお節せつ介かいな叔父様だしね。一ひと筋すじ縄なわじゃいかないかも」

　そう言った瞬間、エメラルダさんの予想は当たっていたようでクオリア講師がとんでもないことを言い出した。

「僕は筆記試験が嫌いでして。決まりきった解答で人を判断するなんて失礼にもほどがあると考えています。それに、これから同じレベルで一緒に勉強していく仲間を決めるための大事な段階です。それなら尚なお更さら、実技試験のほうが最適かと」

　クオリア講師の発言に講義室がざわつく。

　当然だ。筆記試験と思って対策をしてた生徒たちが大半だろう。入学試験といい今年はイレギュラーなことが多い年のようだ。おかげで俺は助かっているが。

　今度はどんな無理難題を押しつける気か？

「ここに僕の魔獣の知識を駆く使しして造りあげた新しい毒があります。今からこれを魔獣に飲ませてほしいのです。この毒は、それなりに遅ち効こう性せいでね、大体、一時間半で死にます。三〇分で薬を解かい析せきして、残り一時間で解げ毒どくの方法を見つける。……ちょうど予定されていた筆記試験の時間と一緒ですね」

　え？　こいつ、何を言っているんだ。

「解毒剤はパウロウ界かい域いきにある植物で代だい用ようできます。皆様には、それを頑張って探していただきましょうか。もちろん、結果的に解毒できたのであれば過か程ていはどうあれ評価します」

　俺はクオリア講師の言葉に目をパチクリさせた。さらに彼は言葉を続ける。

「なに、時間内で解毒できなくても、きちんと解毒剤も用意してありますのでご安心を。ただその場合、クラスのランクは一番下ですが。ちなみに試験拒否は残念ですが退学です。とはいえ、急に言われて戸惑うのも事実。そうですね……」

　クオリア講師は俺のほうを一いち瞥べつした。なんだ？

　彼はコホンと咳払いして言葉を続ける。

「一人では心細いでしょう。二人一組になって一緒に試験を頑張って頂きたい。人見知りで知らない相手と組めない方もいるでしょうが、そこは勇気を出してください」

　いたいけな動物に酷ひどいことをする人だなんて思わなかった。死なないとはいえ俺はシバジロウに毒薬なんて絶対に飲ませたくないぞ。

　隣に座っていたエメラルダさんが俺の腕を取り、ぎゅっと摑つかんで密ひそやかに言ってくる。

「クラス選定試験……私、君と組む。君と一緒になりたい」

「は!?」












　急に何を言い出すんだ、この子。

　そんな俺の反応にエメラルダさんがムッとしながら返す。

「一緒のクラスになりたいっていう意味ね。……意味を取り間違えてもいいけど」

「リュウ！　私と組みましょ……」

　そう言いかけたキャニーシャさんは俺とエメラルダさんを交こう互ごに見ながら唇くちびるを尖とがらせて言う。

「エメラルダさん？　どういうこと？」

「キャニーシャ王女は他の人を探して。私、この人がいい」

「えええっ」

　エメラルダさんの言葉にキャニーシャさんは驚く。エメラルダさんはハアと息を吐き出して肩をすくめて返す。

「大丈夫、私の狙ねらいは人間じゃなくて、そこのちっちゃい魔獣だから」

　俺じゃなくてシバジロウに興味があるって？

　確かに最高に可愛いから興味を持たれるのも仕方はないが。

「そ、そうなの？　もちろんシバジロウちゃんも可愛いけど、リュウあってのシバジロウちゃんなのよ？」

　キャニーシャさんも困こん惑わくしている。

　エメラルダさんは俺たちの反応を不思議に思ったのか首を傾げて言う。

「うん、だから私はリューちゃんと組みたいんだけど？」

「そ、それは……わかったわ」

　少しだけ迷う素そ振ぶりを見せたがキャニーシャさんは頷いた。そうして俺のほうを見て言う。

「……いい？　彼女は王族とも関係の深いガルファー家のご令嬢だから、どうか配はい慮りよしてあげてね。リュウを信頼しているし変なことはしないと思うけど、一応ね」

　立ち上がったキャニーシャさんは複雑な顔をしていたので俺は確認する。

「専任騎士としてキャニーシャさんの傍にいたほうがいいんじゃ？」

　キャニーシャさんは俺の耳元で囁くように言った。

「いいの、気にしないで。私は私で誰か相手を探しておくから。……そ、その、せっかくガルファー家とお知り合いになれるんだから、今後のことも考えて、ご縁えんは深めておいたほうがいいでしょ」

　彼女は恥ずかしそうに顔を紅こう潮ちようさせている。

　仲良くしたいなら俺じゃなくキャニーシャさんが彼女と組むべきなのではないか。

　そう思ったがキャニーシャさんは、さっさと俺に背を向けて講義室から出て行ってしまう。そんな彼女を見て、周囲の生徒たちは慌あわてて後を追う。

　エメラルダさんがボンヤリ呟つぶやいた。

「わー、みんなキャニーシャ王女狙いなんだ。王族だし、引退したはずのホワイトドラゴンを引きずり出した彼女だもんね、仕方ないか」

「引退したはずのドラゴン？　それがキャニーシャさんの人気とどう関係が？」

　俺の問いにエメラルダさんが頷く。

「彼女が契約したホワイトドラゴンは昔すごい活躍した高名な魔獣。この学園都市創立や、あのバハムートの封印にも関わったとかどうとか。基本、誰とも契約しないスタンスだったはず。それを力ずくで契約したからスゴイよね」

　そりゃ、あそこまで強ごう引いんに迫せまられたらな。高齢で高名なホワイトドラゴン、ミケさんも、ああいう、何て言うんだろう、力が入りすぎて斜ななめ上に突っ走るようなタイプは、きっと初めてだったんだろうな。

「キャニーシャ王女の了承を得られたし……じゃあ組も？」

　エメラルダさんはニコニコしながら言ってくる。俺は即答した。

「俺はシバジロウに毒薬なんて飲ませる気はない」

「え」

　俺の言葉にエメラルダさんが目を丸くした。

　俺がシバジロウに毒薬を飲ませたくない理由を説明すると、エメラルダさんは思案げに憂うれえた表情をすると言った。

「ううーん、この試験は魔獣に飲ませた毒をどうやって解毒するのかが大事であって過程は多分どうでもいいんだけど、でもどうでもいいにしても最初から飲ませないって選せん択たく肢しは駄だ目めだよね……」

　しばらく考え込んでエメラルダさんは人差し指を立てて俺に言った。

「じゃあ、速攻で解毒剤見つけちゃおうか。心当たりはあるから任まかせて」





　　　　　◆






　俺はエメラルダさんに連れられてパウロウ界域に来ていた。

　エメラルダさんは魔獣を連れていない。理由を何度か聞いてみたが彼女は「姿は見えないだけでついてきている。問題ないから気にしないで」の一点張りだった。

　深く茂しげった木々の下でエメラルダさんは座り込んでいる。鞄から出したシバジロウはというと、エメラルダさんの存在が気になるのか彼女の衣服をクンカクンカしている。だが警戒心はあるらしく彼女が手を伸のばそうとすると、さっと飛とび退のく。

　シバジロウの動きに驚いた彼女は俺を見上げて言う。

「解毒剤になる植物を先に探す。見つけてから毒と解毒剤を一緒にシバジロウに飲ませる。そうしたらシバジロウは危険にさらされない。……ここなら解毒剤になる植物があるはずだから」

「さっきも聞いた。……この付近はアンフェスバエナの生息地帯だよな」

　エメラルダさん曰いわく、そんな名前の魔獣が試験の解答の鍵かぎだそうだ。

「そう。アンフェスバエナの体液から生み出される特別な植物は、強い解毒作用を持つ。この毒の色や臭いからするに、その植物で解毒されるはず」

「なるほど。ありがとう」

　そう感謝する俺にエメラルダさんはフゥと息を吐き出して返す。

「それにしてもどうしてシバジロウに毒薬飲ませないの？　多分……だけどシバジロウなら、毒の種類にもよるけど魔力でどうにかできると思う」

「そうなのか？」

「君はこの子がどれだけとてつもない魔力を内包しているのか、わからないの？」

「ああ」

　そう答えるとエメラルダさんは渋しぶい顔をしながら言う。

「もっとシバジロウを信じてあげたほうがいい」

「そうじゃなくて、信じる信じないじゃなくて、これ以上、俺はシバジロウの命が危なくなるような目には遭あわせたくないんだ」

「これ以上？」

　しまった、つい。

　首を傾げるエメラルダさんに俺は誤魔化すような笑みを浮かべて言う。

「言葉にしたら軽くなるかもしれないけれど、俺、本当にシバジロウが大切なんだ。だから少しでも命の危機に繋つながるようなことはしたくない」

　エメラルダさんはジーッと俺のほうを見つめてボソリと言った。

「君の言葉には矛む盾じゆんがある。気付いている？」

　矛盾、と問い返すとエメラルダさんは目を細めて頷き返す。

「この学園都市に、こんな凄すさまじい魔力の魔獣を連れてきたこと自体、危険。この都市にいる人たち、みんなが良いひとばかりじゃないよ？」

「それと同じようなことをダーグナーさんに言われた」

「あの陰いん気きな先輩？　ふぅん」

　陰気とか酷い言われようだな。

「シバジロウが大切だから、護りたいから勉強したいの？　頑張るの？　君、今はどちらかというと護られる側なの、わかっている？」

　言いたい放題だな、エメラルダさん。

　でも本当にそうだ。俺はシバジロウを魔獣と認識していない。飼い犬だ。飼い犬を護るのは飼い主の役目だ。俺とシバジロウはあくまでも人間と犬なんだ。

　そう俺が返答に悩なやんでいるとエメラルダさんが暗い雰囲気を察さつしたのか、立ち上がって、森の奥を指差して言った。

「……まあいい。人の事情に首を突つっ込こんでごめんね。……ほら、あれ見て、あれがアンフェスバエナっていう魔獣。毒のある牙きばで嚙かみつくから注意ね」

　そこには尻尾しつぽの先にも頭がついた巨大なトカゲがズルズルと滑すべるようにして動いていた。気持ち悪い外見だな。注意されるまでもなく近づく気はない。

「ちなみに見てわかる通り、真まっ二ぷたつにしても再生するから注意」

　それは見てもわからん。

「この辺は彼らの巣。あまり刺し激げきしないほうがいい。本来、彼らは薄暗いところに潜んでいるはずなのに明るいところに出てきちゃってるのは、きっとシバジロウの魔力に当てられたんだと思う」

「じゃあ、あんまりパウロウ界域でシバジロウを出さないほうがいい？」

「んー……人間に悪い奴はいるけどパウロウ界域にいる魔獣にあまり悪い子はいないから、経験を積ませる意味でも他の魔獣と交流させるのもお勉強？　その子、若いよね」

「そういうのわかるのか？」

「魔力の色でね。若い子は透明みたいな真っ白な感じ。逆に年寄りは濃い茶色みたいにくすんでいく、そんな感じ。例えば、キャニーシャ王女の契約したホワイトドラゴンがそう。焦こげ茶ちやっていうか、とっても真っ茶色。すごい長く生きているってわかる」

「色がついていくほど、経験を多く積んだ魔獣ということか？」

　俺の言葉に「うん」とエメラルダさんは頷く。俺は感心しながら言った。

「色々知っているんだな、エメラルダさん」

「当然。私、魔獣知識バッチリ。クオリア叔父様の直じき伝でんだから」

　フフンとエメラルダさんは得意げに笑って言う。エメラルダさんはクオリア講師のことが好きなんだろうな。

「……でも最近、叔父様……」

　すぐにエメラルダさんの表情が陰かげる。どうしたんだ？

　俺が彼女の顔を覗き込むとエメラルダさんは、ぎこちなく首を横に振った。

「気にしないで」

　そう言われても気になるが……今は試験中だ。俺は話題を変えた。

「何はともあれ時間がないから早く解毒できる植物を見つけないと。……あ、シバジロウ、だめだ！」

　シバジロウが俺の手にあった毒薬を嗅かいでしまった。でも、ちょっとフンフンしただけで、すぐにそっぽを向いてしまう。

　シバジロウは俺をじーっと見つめたあと首を傾げた。

　やがてシバジロウはチョコチョコとした足取りで森の奥へと行ってしまう。

「おい、シバジロウ、どこに行くんだよ」

　シバジロウは大木の真下をグルグル回ると、そこに生えていた苔こけをペロペロとなめ出した。

「おい、変なものは食うなって！」

　俺の言葉にエメラルダさんが感心の声を上げる。

「あ、それ解毒剤だ。すごい、シバジロウ。こんな早くに見つけるなんて」

　──え、まじか？
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「この植物はレイダ苔って言って、私たちが探していたもの。アンフェスバエナの尿にようから生えてくるものなんだけど……んー、この辺ベチャベチャになってるから、私たちに気付かないうちにシバジロウ、おしっこ、やっちゃったんじゃない？　シバジロウってば魔力で、その特定の魔獣の尿と自分の尿の成分値を同じにしたのかな？　本当、すごい。その上、しかも短時間で生はやすなんてどこまで……」

　すごいな。俺も相あい棒ぼうのことながら感心してしまう。

「しかもこの植物は採取方法を間違えると爆薬になっちゃうっていう酷ひどい仕し様ようなの。シバジロウはその危ない部分を綺き麗れいに取り除のぞいた上で苔を生やすっていう凄まじい細さい工くっぷり、なんなの、この魔獣」

　そんなことを言いつつエメラルダさんは目をキラキラさせながらシバジロウを見つめている。

　こいつ、いつの間にこんなことができるようになったんだ。

　どうもシバジロウは俺たちの頭の中を盗み見しているみたいだから、もしかしたらエメラルダさんの考えていることも読み取ってしまったのかもしれない。

　エメラルダさんの言葉に安心した俺は、苔と一緒にシバジロウに毒薬を飲ませる。最初、嫌がっていたが俺が無理をして口に近づけると、耳をションボリさせながらモグモグしだした。

　解毒できるとはいえ、あまり良い気持ちはしないな。排はい泄せつ物ぶつも一緒に取り込んでいるわけだし。

「これ、残り少ないけど、エメラルダさんもどうぞ」

　俺が苔を差さし出だすと、エメラルダさんは首を横に緩ゆるく振ふって答える。

「んー、私のキマイラに対して毒の量が足りないかな。大丈夫、気にしないで」

　キマイラ？　それがエメラルダさんの契約魔獣なのだろうか？

「こんなに協力してもらったのに……エメラルダさんの魔獣には何も与えることができずに自分だけシバジロウの力を使って申し訳ない。まるでズルしているみたいだ」

　そう呟くとエメラルダさんは少しだけ表情を陰らせて答える。

「ズル？　何を言っているの？　これは魔獣をうまく使役する力を測はかるもんなんだから適切に魔獣を使えばそれでいい。本来は魔獣知識を確認するためのテストなのかもしれないけれど、私たちは最終的に魔獣を完全に支配できればいい」

　エメラルダさんが軽く言った内容に俺は驚く。

「魔獣はお互たがい寄より添そい合って成長しながら生きていく存在じゃないのか？　支配だなんて……キャニーシャさんはそんなふうには言っていなかったんだが」

「キャニーシャ王女？　あの王族は代々ホワイトドラゴンと契約しているから、そういう文化と慣習の中で育ったら、夢とロマンに溢あふれた考え方をしても仕方ないかも。いいんじゃない、おままごとのようにフワフワした生き方が許される立場なんだから。……でも私は違う。生なま温ぬるく生きられないし生きたいわけでもない。使役者は魔獣の全てを支配するべき存在。完かん璧ぺきに制御すべきだし、そのための知識は蓄たくわえていきたい」

　俺の問いにエメラルダさんには、今までと違うはりつめた表情で返答した。

「きつい言い方になってごめん。でも私とキャニーシャ王女の生きてきた環境はまったく違うんだから仕方ない」

　どうもキャニーシャさんとは考えが違うようだ。

　キャニーシャさんの方向性が宥ゆう和わなら、彼女の場合は管理といったほうが正しいか。

　でも、どうして彼女はそんなことを言い出すんだろう？

「……キャニーシャさんが契約したホワイトドラゴンみたいに優しい魔獣ばっかりじゃないってことか？　だからエメラルダさんは支配したいって言うのか？」

　その時、背後でガサリと音がして、俺は振り向いた。

「平民め、見つけたぞ」

　島に来たばかりの時に絡からんできた貴族だった。シェザさんだったか。

「俺に何の用事ですか？」

　そう俺が問いかけるとシェザさんは舌打ちして言った。

「まさか貴様、あそこまで俺をこけにして無ぶ事じに済むと思ったのか？　三大貴族に舐なめた口をきいた上にドラゴン寮？　どこまでこの俺を馬鹿にする気だ？」

　そう言う彼の背後には巨大な鶏にわとりが控ひかえている。もしかして彼と契約している魔獣だろうか。

「いや、あなたのことを馬鹿にしたわけでは……っていうか試験中なんですけど大丈夫です？」

「試験などとうの昔に合格している！　どこまで俺を侮ぶ辱じよくすれば気が済むんだ。お前のような平民が俺を差し置いてドラゴン寮に入るなどあってはならない。俺の契約魔獣コカトリスの実力をお前に見せてやる！」

　コカトリスと呼んでいるが、どう見てもただのでかい鶏だ。

「リューちゃん、どいて」

　冷え冷えとしたエメラルダさんの声に、俺は反射的にシェザさんから距離を取る。すると俺と彼の間に立ちふさがるように森の奥から一体の巨大な魔獣が現れた。頭がライオンだがぐるりと山羊の角を生やし、尾は蛇になっている。

　キマイラだ。

　キマイラは今まで見た魔獣たちとは違い、むっとするような体臭がある上、不気味な圧迫感すら感じられる。ライオンの顔が口を開ければ牙と牙の間から粘ねばつくような涎よだれが垂たれて、それが一層恐怖心を煽あおった。

　シェザさんも俺と同じ気持ちなのか顔が真っ青だ。後ろに控えているコカトリスも警戒心を高めているのか首の毛が逆立っている。

　こいつがエメラルダさんが仮契約している魔獣なのか？

「リューちゃん、君はとても優しくて生温いのね」

　ビビる俺の横でエメラルダさんが、モノクルを指でクイッと押し上げながら言った。

「大体、強い魔獣がズルイっていうんなら……強い魔獣を人間の手で造ろうとした私のほうが、もっとズルイ。……そう、あの程てい度どの毒なんてわざわざ解毒剤なくても、私の魔獣なら、勝手に解毒する」

　強い魔獣を造る？

　俺の戸惑いが伝わったのかエメラルダさんが薄うすく笑った。

「天然の魔獣なんて、もう古い」

　そんな彼女の様よう子すにシェザさんが少しだけ顔を引きつらせた。相方の不安を感じ取ったのか、コカトリスが怯おびえた様子を見せる。

　エメラルダさんが目で合図をするとキマイラがコカトリスに飛びかかった。

「危ない！　小さくなれ！」

　──が、シェザさんの声とともにコカトリスはなじみのある普通サイズの鶏に変わってしまった。それをシェザさんが脇わきに抱えて全速力で走り去っていった。

　一目見て勝負にならないと判断したのか、意外と魔獣想いのところもあるんだな、あの貴族様。

「ね……私のほうが凄い」

　ふんっと鼻息を荒くしたエメラルダさんは腰に手を当てて、自信満々に輝かせた瞳ひとみを、俺のほうに向けてくる。

「……ね。逃がしちゃったけど、ね。そうだよ、ね」

　ね、っと言われても。

　近くのキマイラも涎をダラダラ零こぼしたまま、彼女の声に呼応するように俺のほうに顔を向けてくる。正直、怖い。

「て、天然の魔獣が古いって……そのキマイラはエメラルダさんが造ったのか？」

　そう俺が質問すると、エメラルダさんがコクリと頷く。

「うん、私の家が魔獣のパーツを組み合わせて造った。人工魔獣。すごいでしょ」

「な、なるほど」

　俺の反応が気にくわなかったのか、エメラルダさんは静かに俺を見つめてくる。

「あのね、リューちゃん、どうして私が君の魔獣に興味を抱いたかわかる？」

　エメラルダさんは好奇心に満ちた瞳をまっすぐ俺に向けてきながら言った。

「私、君の魔獣、知らない、見たことない。アーウィソウトルに似てるけど違う」

　アーウィソウトル？　そういえば昨日、ダーグナーさんも口にしていたな。もしや彼はその魔獣とシバジロウを間違えてしまったから、あんなことを口にしていたのか。

「ねえ、何なの、それ」

　ずずいとエメラルダさんが顔を近づけてくる。俺は彼女との間にシバジロウを割り込ませた。シバジロウはというと、急に見知らぬ人間の接近を許したせいか目をパチパチとさせている。

「これはシバジロウだ。黒柴。豆柴とも言われている。っていっても、サイズが小さいだけの柴犬なんだけどな。俺が世界一大好きな可愛い相棒」

　そう俺が言うとエメラルダさんが「？」という表情をした。不機嫌そうな声音で返す。

「くろしば、まめしば、しばいぬって何。それに、君の感情まで聞いてない。私は、その魔獣の正体を質問している」

「だから犬だって。俺の世界に存在する動物っていうか」

「いぬ？　なにそれ？　シバジロウは何者？　君はどうやって契約できたの？」

「い、いや、契約とか……」

「それに君の容よう姿しも珍しいよね。黒髪黒目……どこから来たの？」

「に、にほ……だから、ええと……」

「ね、シバジロウはどんな魔獣？　何故、君が契約できたの？」

　俺はエメラルダさんの質問に困り果てる。

　ダメだ、今はまだ全部喋しやべるわけにはいかない。

「とにかく！　俺はシバジロウが好きなんだよ！　だから一緒にいるんだ！　それでよくないか？」

　そうやって大声で無理やり話を終わらせると、エメラルダさんが目を瞬しばたたかせた。やがて頰ほおを弛ゆるめて笑う。

「ぷっ」

　エメラルダさんはシバジロウの頭を撫でながら快かい活かつに言った。

「なぁにそれ。何故このタイミングで魔獣への愛を叫さけび始めるの？　ごまかすために口にしたわけじゃなさそう。素す？　それ？　試験の前もシバジロウが好きだから嫌だとか言っていたけど。魔獣が好きだと叫ばないと死んじゃう病気か何か？」

　俺は大きく頷いた。

　別にそういう病気じゃないが、シバジロウを誰よりも愛しているのは事実だ。

「……ま、いっか。シバジロウの正体は、これからゆっくり教えてもらう。よろしく、リューちゃん」

　微笑ほほえんだエメラルダさんの表情は、今までで一番女の子らしかった。

　シバジロウはというとエメラルダさんへの警けい戒かいをといたのか、首を捻り舌したを出して彼女の指を舐め始めた。

「この子、どうして私の手を舐めているの？　……匂においを覚えようとしているの？」

「いや、ただ構ってほしいだけだと思うよ」

　俺の返答にエメラルダさんの目元が和やわらぐ。俺はホッとしながらシバジロウを地面に下ろす。エメラルダさんもシバジロウに目線を合わせるようにしてしゃがみ込んだ。シバジロウはエメラルダさんの髪の匂いに興こう奮ふんしているのか、ワフワフ言いながら彼女の肩に自分の頭をこすりつけようとしている。

　エメラルダさんはシバジロウの行いに戸惑っているのか、少しだけ慌てふためきながら俺に救いを求める視線を送る。

「この子、どうして私に身体をこすりつけるの？　……もしや遠くにいても私の存在が知覚できるようにするため？」

　そういうエメラルダさんに対して肩をすくめながら返す。

「い、いやー、ただ自分の匂いをこすりつけようとしているだけかと」

　さすがにマウンティングしかけたら止めよう。

　エメラルダさんは、おずおずとシバジロウに手を伸ばす。シバジロウはびくりとした様子を見せたが、撫でてくれるのだと気付くと頭を低くして伸びのような体勢になる。お尻しりだけピコッと突き出した。

「なにこれ」

「撫でてほしいとお願いしているんだ。シバジロウは撫でられるのが大好きだから」

　そう俺が教えると、エメラルダさんは頰を弛めながらシバジロウの頭を優しく撫でた。

　シバジロウはうっとりとした目つきでされるがままだ。フンと息をつくと、ぺたりとお腹を地につける。

　エメラルダさんは、目の前に突き出されたシバジロウの前足を触さわろうとした。

　だが、それに気付いたシバジロウは、ひょいっと前足を引っ込めて、顎あごの下に器用に隠かくしてしまう。抗こう議ぎしているかのような上向きの眼差しをエメラルダさんに注いだ。

　ハテナマークを浮かべたエメラルダさんは、戸惑いの視線を俺に向けて言った。

「どうしてシバジロウは手を隠したの？」

「シバジロウは、おてて……前足を触られるのが嫌いなんだよ。犬によっては足の先の神経が敏感になっているみたいで。もちろん、触られるのが問題ない犬もいるんだけどな」

　そう俺が返すとエメラルダさんは嬉しそうに笑った。

　え？　どうして笑ったんだ？

「私、こんなふうに魔獣に拒否されたのって初めて……ふふ」

　そう言いながらエメラルダさんは無邪気に笑ったのだった。




　その後、講義室に戻った俺とエメラルダさんはクオリア講師に試験の結果を報告した。

　俺とエメラルダさんのクラスはⅡになった。





　　　　　◆






　初日の授業説明も無事に終わり、夜になり、夕食も終えて、俺は寮の自室でシバジロウの腹を撫でていた。

　シバジロウはベッドの上でグデンと腹を出し、チラと横目で俺を見ている。気持ちよさそうに「ブフゥ」と鼻息を出した。

　それを聞いた俺は思わず吹き出す。




　二年前、俺が初めてシバジロウに会ったとき、こいつは死にかけていた。

　車にはねられたのだろう。道路の端はしっこで頭から血を流して倒たおれていたのだ。

　死なせたくなくて、親に無理を言って病院に連れて行った。

　それから毎日、俺は病院にお見み舞まいに行った。誰かに飼われていたのかとも思い、飼い主を探したけれど、結局見つからなかった。

　状態によっては会えない日もあったけど、頑張っている姿を見ながら、何故かとてつもなく悲しい気持ちになった。

　もし頑張れなくなったらどうしよう。

　もし明日には元気がなくなっていたらどうしよう。

　もし今日の姿が最後で──

　深く考えてしまう前に涙が出た。

　俺はこいつの前で毎日泣いていた。

　なんとか回復した後あとに家で飼うことになった。シバジロウという名もつけた。もう二度と危ない目に遭わせたくないと思ってしまった。

　なのに、俺が危ない目に遭ったせいで。

　こいつは俺を護ろうとして一緒に死んでしまった。

　そして何の因いん果がか、俺たちは異世界にいて、こうして今は二人きりだ。

「俺、間違っているのかな。お前が幸せに生きていけるのなら、ここが夢でも構わないんだ」

　シバジロウが安心して生きていける環境を作りたい。

「でも、お前に嫌なことはさせたくないし」

　また、死ぬような目には遭わせたくないんだ。

　シバジロウはキョトンとした表情で俺を見つめている。

「ああ、シバジロウは可愛いなあ、本当に可愛い」

　俺の気持ちが伝わっているのかな。それだと嬉しいんだが。

「なんだよ、気持ちよさそうに舌を出しちゃってな。本当に可愛い」

　だが、そんな俺を少し開けた扉の隙間から、じーっと見つめる不ふ審しん者しやと目が合った。

　キャニーシャさんだ。

「──はっ。何だよ、見ているんだったら一言いってくれよ。部屋に入りなよ」

　彼女の視線に気付いた俺は、慌てふためきながら言う。

　シバジロウはお腹を見せたまま、首を捻ってキャニーシャさんの様子を窺うかがっていた。

　キャニーシャさんが微び妙みような表情になる。のろのろとした動作で、どこか躊躇ためらうようにして部屋に足を踏み入れてきた。

　キャニーシャさんはおへそ丸出しのタンクトップ、ホットパンツという服装だ。腕や太ふと股ももをこれ以上なく露ろ出しゆつしている。

　意外にキャニーシャさんの胸が大きいのに驚いた。着やせするタイプのようだ。気づいてみれば、浴室で見た彼女の姿もなかなか豊満だったのを思い出す。

　っていうか、その格好、さすがに無む防ぼう備びすぎやしないか。

「……せっかく一緒のクラスⅡになれたから改あらためておめでとうを言おうと思って来たのに……って、どうしたのよ、そんな変な顔をして」












　キャニーシャさんは怪け訝げんそうに言う。

「おめでとうと言ってくれるのは嬉しいけど、キャニーシャさんは女の子なんだから、もっときちんとした格好をだな……」

「きちんとした格好って？」

「いや、だってここは寮だから。そんな、はだ……シバジロウみたいな格好はだな……」

　いかん、またあの裸体を思い出してしまう。

「寮だから普段、気楽に過すごすような格好になるんでしょう？　あなたは何を言っているの？　それにどうしてシバジロウちゃんと比べるの？　シバジロウちゃんはいつでも裸はだかに近い格好だけど素敵だって……裸に近い……」

　キャニーシャさんはそう呟きながら、改めて自分の格好を見返したようだ。

　俺は慌てふためきながら言う。

「よし、キャニーシャさんもシバジロウと同じくらい素敵だ、それでいい！　でも他の男の人の前で、そういうのはやめたほうが……」

　俺が必死に弁べん解かいしているとキャニーシャさんはぷっと笑う。

「最初に会ったときみたいね。いいわ、あなたのシバジロウへの愛を叫ぶのも、私がこんな格好をするのも、なるべく全部、私たちの間だけで……そうしましょう？」

　キャニーシャさんはニッコリ微笑んだ。

　腕に違和感を覚えて俺がそっちを見ると、シバジロウが俺の腕に犬パンチを繰り出していた。どうして腹を撫で回すのをやめるのだ、もっと撫でろ、と言いたげな顔で見つめてくる。

　ごめんよ、シバジロウ。

　俺がシバジロウをフォローする前に、彼女は悲しそうな表情を浮かべて言う。

「あ……二人きりの仲を邪魔してごめんなさい」

　邪魔？　二人きりの仲？

　キャニーシャさんの言葉に俺は首を傾げた。彼女は誤魔化すような笑みを浮かべて続ける。

「シバジロウちゃんとの濃のう密みつな時間を過ごしていたのよね……どこかいけないものを見てしまった気持ちだわ」

　濃密な時間って嫌な言い方だな。

「べ、別に邪魔してなんか……キャニーシャさんも一緒に撫でてもいいんだぞ」

「そお？　いいの？」

　そう言うキャニーシャさんは戸惑いながら、俺の隣、ベッドに腰掛けてシバジロウのお腹を優しくなで回す。シバジロウは最初「んんん？」という顔をしていたが、やがてうっとりした顔で目を閉じていった。

「うん、可愛い」

　満まん足ぞくげに笑うキャニーシャさんは、今度は両手でシバジロウのお腹をわしゃわしゃしだす。シバジロウは、もっと撫でろと言わんばかりにお腹をねじって、後ろ足をピンと伸ばした。

　慌てふためきながら俺は言う。

「そんな白い腹を見せちゃって、もし変質者に狙われたらどうするんだ」

「ちょっと変質者って誰のことを指しているのよ」

「ち、違う！　あくまで例え話であってだな！　キャニーシャさんのことじゃ！」

　俺が言い返すとキャニーシャさんはクスクス笑って続けた。

「わかっているわよ、からかっただけ。……ほら、やっぱり私はお邪魔でしょ？　本当にあなた、この子のこと、好きなのね」

　キャニーシャさんが呆れたように肩をすくめて言う。

「勘かん違ちがいしちゃダメよ。この子が私に馴なれたんじゃない。あなたと私が仲良くなったから、この子は私に心を許したのよ？」

　キャニーシャさんは目元を弛めながら「あなたはもう少しこの子を見ていないとダメね」と言った。それから呟くように続ける。

「実はさっきお父様から連絡があって……あなたのことで色々言われてしまったけれど、シバジロウちゃん一筋のあなたを見ていたら、悩んでいたのがバカらしくなったわ」

「王様が？　もしや俺が専任騎士になったことについて？」

　そう俺が問いかけるとキャニーシャさんが困ったように呻うめき、嘆たん息そくしながら答えた。

「あのときは勢いで押し切ったんだけど、時間が経ってお父様も冷静になったみたい。あなたの専任騎士について今いま更さらアレコレ言われて……何とか言いくるめたけど。私も言葉が足りないのよね。難しいわ」

　そりゃまあ大事な娘を、よくわからん男に取られたようなもんだろうから、納得なんて難しいだろう。反発も予想通りだ。

「本当に俺で良かったのか？」

「うん、後悔なんてひとつも」

　俺の問いにキャニーシャさんは即答した。シバジロウのお腹を撫でながら柔らかく笑い続ける。

「ずっと魔獣を好きでいられる、その気持ちが大事なんだから。私のお母様もそうだったんだけど……」

　キャニーシャさんは少しだけ眉を寄よせながらシバジロウを抱き上げた。だが、すぐに笑顔に戻り、嬉しそうに声を弾ませた。

「……仮契約試験のとき、ホワイトドラゴンとの契約に苦戦して困っていた私を、あなたは助けてくれたわ。私ひとりだけでは、こうして学園に通うことすらできなかったはずよ。あなたって、優しくて穏おだやかそうなのに行動的よね。どういう育ち方をしてきたの？　っていっても異世界から来たのよね」

「……うーん、つい動いてしまうのは、シバジロウを助けたことがきっかけかな」

「シバジロウちゃんを？」

「二年前……シバジロウと最初に会ったとき、こいつは車……乗り物にはねられて死にかけていたんだ。助けたくて必死で看病して、元気になったのを見たとき、どんなにちっぽけな行動でも誰かを助けることができるんだって、まるで無敵になったような気持ちでさ。馬鹿だよな、俺のやったことなんて両親を呼んで病院に連れて行ったくらいで……実際にこいつを助けたのはお医者さんなのにさ」

「何故そんなことを言うの。でも卑ひ下げするなら……どうしてあなたは最初にシバジロウちゃんを助けたいと思ったの？　もちろん私でも瀕ひん死しの魔獣がいたら助けようとするわ、でもそれは私自身が魔獣が好きで彼らを大事にしたいからよ。あなたはどうして？」

　どうしてシバジロウを助けようと思ったのか。

「とくに何か理由があるわけじゃない。ただ、そうしたかったんだ。……だから、できることがあるなら、やりたいんだ。後悔のないように」

　その時の感情に意味はなく、実際に助けて今もこうして俺の傍にいる。そっちのほうが大事だと思っている。

「……そう、あなたはそういう人なのね。うん」

　キャニーシャさんはシバジロウのお腹を俺に見せつけながら笑って言う。どこか満足そうな表情だった。

「あなたを専任騎士にして良かったわ。これからも宜しくね」

　清すが々すがしさを感じるような声音でキャニーシャさんは言った。

「そんなこと……こちらこそだ。お礼を言いに来てくれてありがとう」

　俺の言葉にキャニーシャさんはシバジロウをベッドの上に下ろしながら笑った。

「気にしないで。実はもう一つ用事があったんだけど……どうでもよくなっちゃった」

　シバジロウに手を振って別れを告げ、立ち上がる彼女に俺は声をかける。

「帰るのは待ってくれ。聞きたいことがあるんだ……エメラルダさんの魔獣、キマイラって言って人工魔獣なんだけど。もしかして、この世界でも珍しい存在なのか？」

「キマイラは珍しいけど、そうね。……どこまでガルファー家のことを知っているの。彼女から何か話してくれたの？」

　キャニーシャさんは座り直して俺に顔を向けながら言う。自らガルファー家について口にした彼女にしては歯切れが悪い。

「エメラルダさんからキマイラについては聞いた。それで少しだけ彼女と話したら、キマイラについてもそうだけど、だいぶキャニーシャさんと考えが、違う感じ、で……」

　俺の言葉にキャニーシャさんの眉まゆ根ねがみるみるうちに寄せられていく。

「あのね、それぞれ育った環境が違うなら、その分、当然、魔獣に対しての考え方に違いは出るわよ。確かに、私はあの一族の考えに素す直なおに賛同はできないけれど、だからといって完全に拒否するつもりはないわ。色んな方向性で魔獣に向き合ってこそ、人間も魔獣も成長していくのよ」

　やっぱりエメラルダさんにも色んなお家事情があったのか。

　キャニーシャさんは複雑な顔で続ける。

「色々な事情があるのは、どこも一緒よ。私はお互いの立場に関係なく、色んな人たちと交流を深めたいの。私、あの子とも仲良くしていきたいわ」

　彼女は俺を見つめながら言う。

「ガルファー家については確かに、あまりいい噂うわさは聞かないけれども、せっかく同じ学園に通っているのだから……」

　表情を曇くもらせながらキャニーシャさんは小さく続けた。

　そうして、少しだけ世間話をして彼女は部屋を出て行った。







　その後、深夜に外の空気を所望したシバジロウのために窓を開けたら、キャニーシャさんがパウロウ界域のほうから寮に帰ってくるのを見てしまった。

　こんな時間に外出していたのか？

　一体、何をしに行っていたのだろう？













　それから俺おれはひたすら講義を受ける日々を過すごしていた。

　講義は選択式であるため、他のギルドの生徒たちと混まじって受けることもある。

　試験など筆記について困ることが出てくると思ったが、不思議なことに日本語で書いた俺の文字が、相手にはこの世界の公用語として認識されるようだ。シバジロウの魔力、すさまじいな。

　だが文字が書けて相手に通じるからといって、講義にすいすいついていけるなんてことはない。

　問題は歴史だ。

　文化や価値観は歴史に根付く。言語学や魔獣知識についても、ある程てい度ど、歴史を知っていることが前提条件のものばかりだ。つまり、この世界のことをよく知らない俺は本気で講義についていけていない。

　今、受けているのも『学園都市ガルダーム　歴史入門』だ。

　講義室で俺はクオリア講師の話を聞いていた。

「この学園都市は観光名所にもなっております。よく観光客に言われるのは、さすが年代物の建物だ、美しいと。この校舎が建設されたのは、我々が魔ま獣じゆうとの共存が始まった時期を考えると比較的新しいのです。悪あしき魔獣使役者モンスターセプターの操あやつるバハムートの襲来は七〇〇年前にも遡さかのぼり、近辺の住人が戦時の避難所として建築したのが始まりです。バハムートに備そなえての拠点として、補給や改築を繰り返した結果、大きくなったというわけですね」

　クオリア講師は得意げに話しながら講義室を歩いている。

　生徒たちが大人しく聞いているか確認しているようだ。魔獣と一緒にいるからか、たまに魔獣の力──幻覚能力を使って眠っていることを誤ご魔ま化かす生徒もいるという。ちょうどそんな生徒がいたらしくクオリア講師は彼の頭を教科書で叩いていた。

「元々は要塞だったというわけです。ちなみにこの都市の中央にある聖せい夜や城じようは、バハムートの残した仔どもたちと戦う聖魔騎士団ガルギアの結成時に建てられたもので、周囲を囲っている堀ほりは、今は埋め立てられているのは周知の通りです。校舎の中にある封ふう印いん牙がの門もん塔とうをはじめとする小さな塔も、その時に建てられたものであります」

　クオリア講師は講義室の窓の傍に近づくと、窓を開けた。とある一箇所を指差す。おそらく封印牙の門塔がある場所だろう。

「ちなみに建築物の特とく徴ちようとして、小さく丸い石畳や石階段が見受けられますが、それは、当時、英雄カリーフが戦死した際、契約相手だったホワイトドラゴンの仔どもが石で弔とむらう碑ひを建てようとしたところ、つまずき石を壊してしまったと、その砕くだけ散ちった石が魔獣の想いと力により道となり階段となったといわれておりますが……」

　やばい、出てくる単語の幾つかがわからない。英雄カリーフって誰だれだ。固有名詞の意味までシバジロウの翻ほん訳やくでわかるわけでもなく、とんでもなく鬼門だ。

　最初からクラスⅡに入れたのはいいが、このままだと間違いなくついていけなくなってしまう。文字は読めるので図書館から本を借かり、独自で勉強してはいるのだが、すぐに何でもわかるわけじゃないしな。

　この講義にキャニーシャさんとエメラルダさんはいない。彼女たちは、わざわざ初歩の歴史なんて勉強する理由がないというわけだ。

　講義のあとは出席確認も含ふくめて筆記試験が行われるが、今日も補習確定なんだろうな。

　どうしたもんか。

「……こんなことしている暇ひまないんだけどな」

　問題は色々ある。

　ふぅと俺は息をついた。




　──俺は講義室から外にワープしていた。




　まただ。

　俺は、瞬時に変化した光景に困こまり果はてた。

　俺は鞄かばんからシバジロウを出す。シバジロウは俺をチラと見ると、トコトコと木こ陰かげまで歩いてフンフン匂においを嗅かぎ、しばらくクルクル回ったあとで動きを止めて「んー」と踏ん張り始めた。他の生徒も魔獣を引き連れているが、彼らは魔獣をミニ化させていたり、魔獣自体が排泄をコントロールしていたりするようで、何も困っていないようだ。

「うんちもしっこも我が慢まんしたくないんだよなあ、こいつは」

　だからといって一緒に外までワープさせられると困るのだ。

　せっかく出席していた講義も欠席扱いになるし、何より勉強が中ちゆう途と半はん端ぱになる。

　実習はシバジロウのおかげで何とかなっているだけに、これ以上シバジロウを頼りにするのは心苦しい。俺自身がシバジロウの重荷にならないように、真の相あい棒ぼうとして勉強する必要があるのだ。

「……しかし、ここはどこだ？」

　地面は丸石が敷き詰められている。少し先には、両隣を赤い壁に囲まれた石階段が見えた。

　俺は学園内地図を思い出す。

　ここは長い牙と呼ばれる通りだ。この階段の先には封印牙の門塔と呼ばれる建物がある。その塔の頂上は青と黒の石でできた屋根で覆おおわれていた。不気味さの中にもどこか趣おもむきが感じられる。

　そういえばさっきの講義にも、ここの話が出ていたな。

　そして封印と名がつくだけあって、生徒の立ち入りが禁じられている場所だ。

「やっば、早く出ないと」

　シバジロウを外に出した時点で、魔力感知が働いてバレてしまっているのだろうが、出ようとする意識さえ見せれば何とかなるかな。

　俺は用を足たしたシバジロウを鞄にしまい込み、外に出るための門を探す。

「あれは……？」

　そんなとき、見慣れた背中を見つけた。

　ダーグナーさんだ。

　おどろおどろしい門塔へと登っていく彼の横顔は、どこか険けわしい。門塔の扉前にはケルベロスが番犬代わりになっていると聞くが。あのまま進むと危なくないか？

　俺の関わる領域じゃない。が、気になるので、あとでキャニーシャさんにでも相談してみよう。

　外に出る門を見つけた俺はそちらに足を進めようとして──

「学園生活を楽しむにしても、ルールを守らないのは感心しないが……だが儂わしは許すぞ、少年！」

　急に声をかけられて俺はびくりとする。

　恐る恐る振り向くとそこには──

「げげえ、学園長！」

「ふむ、そういうリアクションをされると儂も学園長で良かったと思う。……ちなみに君が驚おどろいたのは儂の顔か、頭か、それとも儂がここにいるシチュエーションかね？」

　荘そう厳ごんな金色のローブを纏まとったスキンヘッドの老人がフムフムと頷うなずいている。

「……どう答えると正解ですか？」

「なるほど、そう返ってくるとは思わなかった。君は思っていたよりもユニークだね！　……君が楽しいと思える解答、それが正解だ」

　こっちもそう返されるとは思わなかった。なかなかに変な学園長だ。

「ふむ、どうしてここに儂がいるのかと疑問だ、というような顔をしているね。……はっきり言おう。儂は君に興きよう味みがある」

「……学園長が興味あるのは、シバジロウのほうでは？」

「おいおい、どうした。さすがに卑ひ屈くつすぎやしないかね。きちんと学園生活を楽しんでいるかね」

　学園長は俺の肩をバシバシと叩いてくるが、俺は言葉を口にすることができない。

　ここで勉強していることに後悔はない。だが、シバジロウの相棒としてキャニーシャさんの専せん任にん騎き士しとして、この異世界でやっていけるようになることが優先事項だ。そのために頑がん張ばっているわけであって楽しむ余よ裕ゆうなんてない。

　俺の戸と惑まどいが伝わったのだろう、学園長は難しい顔をして言った。

「……なるほど。安心したまえ。生徒のメンタルケアも儂の仕事だ。いいかい、少年。色々悩なやんでいることもあるかもしれないが──楽しいと思えることを必ず見つけることだ。前向きになれば突とつ破ぱ口こうは必ず見つかるだろう。それに儂の知る限り、ここの生徒は様さま々ざまな形で楽しみを見み出いだしている者が多いし、そのほうがうまくいっている」

「楽しみですか……あの、ダーグナーさんも？」

「彼は感情表現が下手だが、儂の知っている限り、上位五名には入るくらいに学園生活を楽しんでいるよ。やり方を少しだけ間違えることもあるがね……成果として出れば問題ない。大事なのは、他者と比ひ較かくしてどうあるべきかではなく、君がどうしたいかで、どう楽しんでいくかだ。もう一度質問しよう──君は楽しんでいるかね？」

　少しばかり厳きびしさを含んだ目で見つめられて俺は顔を背けてしまう。

「…………」

「困るな。即答してくれなくては儂が学園長である意味がない」

　苦笑する学園長に俺は慌あわてて返答する。

「違うんです。楽しんでいないわけではなくて……」

「余裕がないのかね。ああ、わざわざ肯こう定ていしなくてもいいよ。最初から何もかもパーフェクトに考え達成できるなら学園にいる意味はない。早々に卒業だ、おめでとう！　……でも違う。君は色々悩みを抱えながらも、この学園で何かを成なし遂とげようとしているのだろう？」

　学園長は微笑ほほえんで言葉を続けた。

「顔を上げなくてもいい、無理をしろと言いたいわけでもない、一休みだって必要なときはある。辛つらくても苦しくても、君の心に少しでも先に学びたい力があるなら楽しみ方を見出すことができるんだから」

　そう言いながら学園長は俺の頰ほおに少しだけ触ふれると柔らかく笑った。おじいちゃんのようなしわくちゃの笑みだ。

　その時、獣の咆ほう吼こうのような音が鳴り響いた。学園のチャイムとして、いつも耳にしていたが、それにしては近い。俺は不思議に思い顔を向けると、そこには翼つばさをはためかせる灰色のドラゴンの姿があった。大型の馬くらいの大きさだ。こちらにゆっくりと近づいてくる。

　俺の表情で察したのだろう、学園長が答えてくれる。

「チャイムはあの子がいつも鳴らしてくれているんだ。可愛いだろう？」

「契約魔獣ですか？」

「いいや、友達だ」

　魔力で制御しているのか、それほど風を立てずに灰色のドラゴンは学園長の傍に降りたった。学園長はドラゴンの顎あごを愛おしそうに撫なでると、痩やせ細った体格からは想像できないほどに軽やかな動きでドラゴンの背に乗った。上から声を投なげかけてくる。

「どうやら君は違うらしいな。話ができて良かった」

「違うって？」

　俺の問いには答えず学園長は言葉を続けた。

「……彫ちよう刻こくドラゴンの余計なお節せつ介かいは受けたかね。君が彼女の専任騎士だというなら、常に彼女の傍にいてやることだ」

「……あの──」

「なんだね、ここはかっこよく、任せて下さい、と答えるべきだろう」

「はい、それはもちろん重じゆう々じゆう承しよう知ちです。ただそれよりも俺がほしいのは情報です。一体、キャニーシャさんに何が？」

「最近の若い子は感情より理り屈くつというか、情緒を大事にしないというか。……そうだな、その判断は正しい。……残念ながら儂には説明することはできないが。判断は正しいが選択を誤あやまったな、少年」

　やはり答えてくれなかったか。この結果は予想していたので別の言葉を口にする。

「あの」

「まだ何か？」

「俺の名はリュウです。名乗っておこうと……」

「なるほど、君は賢いが現実を知らないようだ。いいかい、少年。学園長である儂に名前を覚えてほしくば実績を見せることだ。この学園は学ぶものに幸さちをよこし、夢を与あたえ、未来を確定させる。君も、そうあらんことを」

　学園長はダーグナーさんの名前は口にしていた。それが俺と彼の差なのだろう。

　学園長を背に乗せて飛び立ったドラゴンを見送りながら俺は唇くちびるを嚙かみしめていた。





　　　　　◆






　クオリア講師にかけあったが、やはり欠席扱いになった。そりゃそうだ、俺を許したら真ま面じ目めに受けている生徒が損そんをする。クオリア講師の判断は正しい。

　ただ、そうであっても、やっぱり気落ちはするわけだが。

　ちゃんとシバジロウを躾しつけないとダメだな。それとも鞄に入れっぱなしがまずいのか。どうするのが一番良いか考えていかなければ。

　廊ろう下かを歩いている俺の背中を叩く人がいた。キャニーシャさんだ。

「リュウ、試験コロシアムの話、聞いた？」

「試験コロシアム？」

　歩きながら彼女に顔を向けるとキャニーシャさんは不思議そうな表情をして返す。

「さっきの講義、クオリア講師のでしょ？　講師は、今回の試験コロシアムの主担当だから、説明があったと思ったんだけど」

「いや？　中間試験みたいなやつ？」

「中間試験って何よ」

　さすがに今のは向こうでしか通用しない概がい念ねんの単語か。

　なら試験コロシアムって何だ。

「それにしてもおかしいわね、試験コロシアムはとても重要だから話をしないなんて。私、クオリア講師に文句を言ってやるわ」

「いい。今回は俺が悪いんだ。講義を途中退場したわけだしさ」

　そんなふうに俺たちが話していると、廊下の隅すみから陰かげ口ぐちが聞こえてきた。

「あいつ、例のドラゴンギルドの」

「全然大したことなさそーじゃん」

「実際、筆記もボロボロだって。補習ばっかしてんじゃん」

「ほら、どうせキャニーシャ王女の口くち添ぞえだろ」

「真面目にやっているのがバカらしくなるね。魔獣使って、こっそり授業を抜け出しているって聞くぜ。さっきも講義、途と中ちゆうで消えていただろ」

「あの魔獣だって、いつも鞄の中で何やっているかわかんないし」

「本当にドラゴンギルドに入るほどの凄い魔獣なのかねー」




「そこまでにしておけ、わかりきったことを何度言っても無む駄だな労力にしかならん。当たり前のことを口にしても無意味だ。わざわざ言葉にするだけの価値もない」




　遠くから一ひと際きわ嫌いやみたらしい声音が聞こえた。

　シェザさんだ。緑色のケープを揺ゆらしながら、ズンズンとこっちにやって来る。

　シェザさんは嫌みたっぷりに挨あい拶さつをしてきた。

「久方ぶりだな」

「は、はい、シェザさん、こんにちは」

「気安く名前を呼ぶな、平民。貴様がドラゴンギルドだとは認めない。本来、正しく魔獣が評価されるべきだ。……例えば俺のコカトリスを差し置いて、貴様のその……モフモフのほうが上なんて……」

　シェザさんは整ととのった顔を歪ゆがめて言ってくる。

　気持ちはわかる。もし俺がシェザさんの立場だったら、彼みたいに態度には出さないけど同じことを考える。だってムカつくだろ。何で判断されて評価されているのか、わかんない奴ってさ。そのくらいは俺は自分の置かれている状況を冷静に把は握あくはできているつもりだ。

　シェザさんはきつい視線を俺に注そそぎながら告げた。

「必ず貴様を引きずり落とす。覚悟をしておけ」

「了解です。受けて立ちます」

「ほう」

　俺の言葉が意外だったのかシェザさんが目を見開きながら笑った。

「試験コロシアム、楽しみにしているぞ。俺のコカトリスで、お前のそのモフモフふわっふわを倒たおしてやるからな」

　そう言いながら陰口を言っていた者たちを引き連れてシェザさんは立ち去っていく。

　キャニーシャさんは顔を険しくして愚ぐ痴ちった。

「なによ、あれ。腹立たないの？　ああ、また王女様の口添えどうのこうのってリュウが言われるのが嫌だったから我慢していたけど、やっぱり喧けん嘩かを売ればよかった！」

「いや、我慢してくれて助かった。俺の未熟さが原因だからな」

　何か言いかけた彼女を制し、俺は続ける。

「それにシェザさんには感謝したいくらいだ。何となく試験コロシアムの内容がわかったぞ。要ようするに魔獣と魔獣で戦うのか」

「そう、ギルド別に生徒たちで競い合うの。……戦う相手はランダムに選ばれるんだけど、ランダムと言いながら学園都市上層部の思おも惑わくが絡からんでくるし、彼の一族は学園都市でも影響力が強いから、もしかすると……しなくても、あなたの相手は彼の可能性が高いでしょうね」

「……コカトリスはやっぱり強いのか？」

「そうね。手て強ごわい相手には違いないわ。使役者セプターの能力は低いみたいだけど。コカトリスで注意するべきは致死性の能力よ。目を見つめられると石化して死んでしまうの。吐く息は強い毒性を持つし、極きわめて高い戦闘能力を有するわ」

「よく知っているな、キャニーシャさん、まるで教科書みたいなわかりやすい説明……」

　そこまで話すとキャニーシャさんがぶっと吹き出した。

「ば…ば……馬鹿ね、そんなわけないじゃない、教科書そのまま丸暗記とかは……」

　その反応、もしや。

　俺は声を柔らかくして言った。

「大丈夫だ、キャニーシャさん。丸暗記できるってのも凄いことだ」

「……ううう、そうよ、教科書丸暗記よ、だから教科書に書いてないことはよくわからないから聞かないでね！　エメラルダさんは凄いわよね、あんなふうにスラスラ知識が自然と出るようになりたいわね！　大事なのは応用力よね」

　半なかばやけにキャニーシャさんは言う。いや、丸暗記していたことをドヤ顔で言えるのもすごいですよ。

「しかしコカトリスは強いのか。その割にはエメラルダさんのキマイラと対たい峙じしたときに、シェザさんは敵前逃亡していたけど」

　そう俺が返したところキャニーシャさんは少し考え込んで言った。

「当然、魔獣同士、相あい性しようはあるもの。あのシェザがプライドを捨すてて逃げるなんて、よっぽどキマイラとやりあいたくなかったんだわ」

　なるほど、そうか。じゃあ今度エメラルダさんに詳くわしく聞いてみるか。

　せっかくキャニーシャさんに会えたので、俺は先程のことも相談してみることにする。

「そういや、さっき、俺がシバジロウに飛ばされたのは封印牙の門塔だったんだけど」

「あなた、まさかあそこにいたの？　立ち入り禁止区域だから講師にバレなくて良かったわね」

　キャニーシャさんは眉をひそめて答える。

　いや、もう学園長にバレてる。でも、あの様よう子すでは見逃してもらえているだけだろう。

　しかし、おかしいな。

「……キャニーシャさんだけには言っておくけど、あそこにダーグナーさんがいたよ」

「うそっ。どうして？」

「いや、チラリと見ただけだから俺もわからないよ。何か特別な理由があるんだろうけど」

　キャニーシャさんは沈ちん黙もくして表情を曇くもらせた。
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　キャニーシャさんと別れて、俺は早さつ速そく、シバジロウの入った鞄を持ったままエメラルダさんに会いに行った。

　キャニーシャさんによるとエメラルダさんは〝ぽかぽか魔獣薬局〟にいるらしい。

　どうも魔獣専用の薬局らしいが、のんびりした名前だな。

　ごちゃごちゃした商店街の一角に、その店はあるとのことだ。

　学園都市の商店街は毎日のようにバザールが開かれて多数の人で賑にぎわっている。宝石やシャツ、バッグ、絨じゆう毯たんに靴くつなど様々なものが外の棚に陳列されていた。この商店街は迷いやすいことで有名だが、幸さいわいなことに薬局は入り口からすぐ右に曲がった突き当たりにあるらしい。俺はキャニーシャさんから貰った地図を片手に進む。

　目当ての店はすぐに見つかった。

　壁かべや窓の外観は普通の建物だが扉とびらが変わっている。緑や赤、青といった様々な色合いと幾何学模様の彫刻は独特のセンスを感じさせる。

　店に入ると、ぱっと見、薬だけでなくインク、煙草タバコ、火薬なども売られているようだった。俺の世界でもドラッグストアでトイレットペーパーやシャンプーも販売しているし、こちらも似たような感覚なのかもしれない。

　カウンター近くの棚にある青や赤色の液体が入ったビンと睨めっこしているエメラルダさんがいる。話しかけるとエメラルダさんは怪け訝げんそうな顔をした。

「私に用？　……ごめん、ちょっと待って」

　エメラルダさんは青色の液体が入ったビンを手に取った。俺は気になって質問する。

「それは何だ？」

「スパイスとビスケット入りのワイン『バルカータ』と呼ばれるもの。魔獣の好むビスケットが良いアクセントとなって、魔獣のやる気を高めてくれるもの。今、人気の魔獣の飲み物」

「へえ、薬局なのにワインも売っているんだな」

「当然、薬も売っているよ。例えば、この緑色の液体は痛覚を麻ま痺ひさせることができるの」

「何のために？　魔獣に使うのか？」

　そうやって質問するとエメラルダさんは少しだけ悲しい目をして言った。

「私が使うように見える？　ガルファー家に関する悪い噂うわさを聞いた？」

　その時点で俺は間違えた言葉を使ったことに気付き、すぐに詫わびる。

「ガルファー家の噂なんて聞いていないけど、俺が無知で傷つけたのなら……」

「謝あやまらなくていい。知らないなら一緒に勉強すればいいだけ。じゃあ教えてあげる。ガルファー家は最強の魔獣を造りたいの」

　エメラルダさんはバルカータを棚にしまった。そうして別の薬を取り出す。澄すみきったオレンジ色の液体が入った小ビンだ。彼女はそれを指で挟み、ちゃぷちゃぷと揺らす。

「周りの人は私たちがどんな手を使ってもそれを達成しようとする悪い一族だと思い込んでいる。例えば、この薬……調合しだいで魔獣を洗脳するものに変わる……」

「…………」

「実際、私の一族でも魔獣を洗脳しようとした人がいた。でもその人は自分の間違いに気付いて、きちんと正しい道を歩いてはいるけれど……」

　俺は彼女の足元にいるキマイラに視線をやった。小型化されたキマイラは微び動どうだにせず、その場に佇たたずんでいる。

　エメラルダさんは小さく嘆たん息そくして続ける。

「少なくとも私もガルファー家の一員ではあるから……」

「エメラルダさんはそんなことしないだろう」

　俺は彼女の言葉を遮って続ける。

　エメラルダさんは少しだけ目を驚きに見開いて口を動かす。

「どうして君は何の根拠もなく、そう言えるの？」

「シバジロウに優しくしてくれただろ」

　エメラルダさんの目に呆れた感情が広がったのを見て、俺は慌てて彼女から小ビンを取り、棚に返しながら言葉を続けた。

「それにエメラルダさん、魔獣を薬で洗脳とか、そういうズルは嫌いだろ」

「……ズル……そう最低最悪の行こう為い。魔獣の気持ちをないがしろにしてる。最強でありたいなら魔獣も同じ気持ちじゃないと、極きわめた先にはたどり着けないから。よく誤解されちゃうけれど、私は魔獣の気持ちは大事にしたい」

「エメラルダさんはキマイラと一緒に最強になりたいんだな。……実は俺、もしかすると試験でコカトリスと戦うかもしれなくてさ、エメラルダさんの力を借りたいと思ったんだけど……うん、ズルだな、これ。もう少し自分で考えてみる」

　エメラルダさんは帰ろうとする俺の服の裾すそを摑つかんでジト目で言った。

「……馬鹿。それはズルじゃない」







「キマイラは造られた魔獣だから、当然、既すでにいる魔獣の毒性やら何やらの耐たい性せいもつけている。コカトリスも例外じゃない。あれの〝致死性の毒〟はキマイラには効かない」

　薬局の片隅にあった椅子に座った俺はエメラルダさんの話に耳を傾かたむけていた。

「……多分だけどシバジロウにも似たようなことができるかもね。大体、今までの研究例を見ると、シバジロウみたいに巨大な魔力がある魔獣はその力で全部無効化してる」

「じゃあ、シバジロウが真面目に戦えば勝算は十分にあるのか」

　そう俺が言うとエメラルダさんは鞄から手帳を出しながら答える。

「そうかも」

「詳しいんだな」

「だってガルファー家は、基本、魔獣の研究をしてなんぼの一族だから。昔、世界を恐怖に陥おとしいれたバハムートがいたでしょ。次にあんな強力で邪悪な魔獣が現れたときに適切に対処できるようにしている。今の研究例はバハムートの仔どもたちについてのお話ね。さっきも説明した、強力な魔力は毒でも死を与えるものでも力押しで無効化しちゃってどうにもならないから、結局、封印するしかなかったっていう」

「封印自体は無効化されなかったのか？」

「さすがに強力な魔力をもってしても、巧たくみな技術で施ほどこされた封印までは破れなかったみたい？」

　エメラルダさんは首を傾げながら言った。

　エメラルダさんは魔獣に関して話題を与えるとポンポン返ってくる。凄く頭が良いんだろうな。同じく魔獣を大切に想っているキャニーシャさんとも話が合いそうだ。そう思った俺は口にする。

「あのさ、キャニーシャさんがエメラルダさんと仲良くしたいって言っていたんだけど、どうだろうか……」

「え？」

　エメラルダさんは眉をひそめて返答した。

「私はあの子と仲良くしたくない」

　普段、淡たん々たんとしている彼女にしては珍めずらしく、嫌そうな表情を隠かくそうとしない。

「でも仲良くしないとリューちゃん嫌でしょ」

　すかさすエメラルダさんはフォローする。

「嫌とかそうじゃないけど……無理ならいいんだ。話が合うかと思っただけで」

　そう俺が言い返すとエメラルダさんは半眼で「んー」と呻うめきながら続ける。

「あの子、何だかんだで可愛い性格だから大切に育てられてきたんだとわかる。だから表面上の綺麗事を本物のように信じ込む。そんな素す直なおさ、私にはない」

「つまり？」

「私、そういう人間じゃないから、あの子とは合わない。でもそれとは関係なしに、あの子、可愛いと思うよ。あの子の性格は好き」

「好きなのか嫌いなのか、どっちなんだ」

「好きだけど仲良くしたくない。でも仲良くしないと周りが困るからそうする。そういうのって、よくあるでしょ」

　言われてみれば、まあ。

　エメラルダさんは指でバッテンを作って言った。

「今の、あの子に言っちゃダメだからね」

　わかっている、さすがにそんなことは言わない。

「んー、でも、そうね。リューちゃんにそこまで言われたら、ちょっとだけ頑張っちゃおうかな。仲良く、仲良くね」

「頑張るって……どうするんだ？」

　エメラルダさんの言葉には不ふ穏おんな響きがある。

　彼女は俺の戸惑いに対して、にぃーと嫌な笑みで返してきた。

　え、なんだ、その顔は。

　彼女らしからぬ表情に、どきっとする。

　エメラルダさんは、話は終わったとばかりに立ち上がる。俺を見下ろしながら言葉を続けた。

「それと忠告、助言。コカトリスの対策をするより先に、君はしなきゃいけないことがある。それをしないと今の君の場合、コロシアムでコカトリスに勝てない」

「え」と呆ける俺にエメラルダさんは冷え冷えとした声音で告げる。

「さっき、君はシバジロウを真面目に戦わせれば、って条件をつけたけど、今のままじゃ無理。だって君は、あの子を戦わせようとしていないから」

　今までにない侮ぶ蔑べつの込められた感情を双そう眸ぼうに滲にじませて、彼女は言った。

「ちゃんと戦って相手を屈くつ服ぷくさせて、ようやく勝ち星がつく。実技の授業でやってたみたいに相手をワープさせて戦闘中断なんて許されない。そんなことをすると、その時点で負けだから」
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　試験コロシアムの開催日が刻こく々こくと近づいてくる。

　俺の補習時間も増えている。寮に戻るのは、大抵夜遅くだ。当然、寮の夕食時間には間に合わないため、無理を言って一食分の取り置きを寮母さんにお願いして出してもらっている。

　真っ暗闇の夜、今日も寮に帰る道すがら俺は考える。

　エメラルダさんの言葉が頭から離れない。

　このままだと俺はコロシアムでコカトリスに勝てないという。彼女が教えてくれたその理由を思い返して憂鬱になる。

　ため息と共に口から本音が零れ出た。

「俺、シバジロウを戦わせたくない」

「それはどうして？」

　声にはっとして顔を上げた。

　寮門の前にキャニーシャさんがいた。またも露ろ出しゆつの多い軽装で、心配そうに俺を見つめていた。怪訝な顔をした俺を察して言葉を付け足してくる。

「最近、いつも夜遅いみたいで……ちょっとお話ししたいと思って帰りを待っていたの。私が勝手にあなたを待ち伏せしていたのだから気にしないでほしいわ、それに、そんなに長い話でもないし。ただ、あなたに確認したいことがあって……」

「俺に確認したいことって……？」

　コクンとキャニーシャさんが頷く。そうして瞳ひとみを険しくさせて言った。

「今、あなたがうっかり呟つぶやいた独り言と関係あることよ」

　コロシアムについてか。

「私は、あなたがシバジロウちゃんを大事にしていることを知っているわ。でもね、あくまで試験なのよ？　コロシアムで相手の魔獣を殺ころすことは禁じられているから安心して。確かに、シェザはあなたを恨んでいるみたいだけど、それでも下手なことをすると退学になってしまう危険性くらいは承知のはずよ。あなたが恐れることは何もないの」

　シバジロウを命の危険にさらしたくない。

　俺は元いた世界でシバジロウを殺してしまった。俺はそれをいまでも気にしている。黙り込んだ俺を見かねたキャニーシャさんは嘆息して言う。

「あなたが思っている以上に、シバジロウちゃんは成長しているし、強い子だと思うわ。魔獣を大事にしたい気持ちを理解できないわけでもないの。ただシバジロウちゃんを信用してあげることはできない？」

　俺はシバジロウの入っている鞄を見つめた。シバジロウは大人しい。眠っているのだろうか。

「わかっているんだ。実習でもシバジロウはちゃんと言うことを聞いてくれるし。ただ、どうしても不安が拭えないんだ。戦わせること自体に抵抗があるんだよ」

「実習だと問題ないのよね。……そうね」

　考え込んだキャニーシャさんは後ろで手を組むと前のめりになり、小さく笑いながら言った。

「じゃあ修行しましょう」

　修行って？

　目をぱちくりした俺に、キャニーシャさんは背後に控ひかえていた小さなホワイトドラゴンを指差した。

「私のミケと予行練習するのよ」

　ホワイトドラゴンと？




　──犬とドラゴンを戦わせるだって？





　　　　　◆






「よかったわ、リュウが快こころよく了承してくれて」

　キャニーシャさんの提案を了承した俺は、彼女のあとをついてパウロウ界かい域いきに向かっていた。ホワイトドラゴンのミケさんも一緒だ。

「でも最近、ミケってば反抗期なのよ。頷く、首を横に振るの最低限の動作だけで、あんまり私と口をきいてくれなくて」

　キャニーシャさんは少しだけ声のトーンを落として言った。

「そうなのか？」

　そう俺は言いながらミケさんを一いち瞥べつした。ミケさんはキャニーシャさんの後ろをプカプカ浮きながら俺に首を向けて返す。

『勘かん違ちがいするな、別に意い地じ悪わるをしているわけではない。これも修行の一いつ環かんだ』

『へえ？』

『この娘は何となく儂の言葉を解かいするようになった』

　何となくっていうと、勢いとフィーリングかな？　キャニーシャさんの得意技だ。ミケさんはフンと鼻息を荒くして言う。

『だが、それではいつまでたっても儂の話す言語を解さん。ゆえにもう喋しやべらぬことにしたのだ。本人が勉学の意志を見せるまではな』

『……それはキャニーシャさんに伝えていいのか？』

『ダメだ。この娘のことだ。「私のことを考えてくれているミケってば素敵！」というふうに調子に乗る。そして「今日はミケの気持ちを嬉しく感じたから勉強は程ほど々ほどにミケとコミュニケーションをとるわ！」なんて言って勉強をしない。それでは困るのだ』

『ああ、確かに。そんな反応をしそうかもな』

『言うなよ、絶対に言うなよ』

　即答された。そんなふうに言われたら、ついポロッと洩もらしてしまいそうになるが……。しかし、何だな。ミケさんも大変だな。

「ねえ、ミケと何を話しているの？」

　キャニーシャさんが足を止めて好奇心に満ちた目で話しかけてくる。

　あ、ミケさんが青いつぶらな目で俺を見ているぞ。喋るなよっていう強い感情だ。

　逆らったら何をされるかわからないというよりは、ぶっちゃけちっちゃいドラゴンに、くりくりっとした瞳で見つめられると可愛すぎてヤバい。言うことを聞くしかない。

「すまん、言えない」

「何でよ」

　キャニーシャさんが不機嫌に言うので俺は即答した。

「ミケさんが可愛いから」

『は？』

　今度はミケさんが不機嫌な声を出してくる。

　おじいちゃんなのに可愛いと言われて困るという顔をしている。

　そう俺がミケと会話していると、キャニーシャさんはしばし怪訝な顔をした後、近くにあった箱に封筒を投とう函かんしていた。

「何だ、それ、手紙？」

　気になって尋たずねるとキャニーシャさんが答えた。

「手紙じゃないわよ、申請書！　もしかしたらそういう流れになるかもしれないかなって思って、念のため用意していたのよ。これから修行……といえど魔獣同士で戦いあうんだから申請を出さないといけないのよ。あと空間制御の力を行こう使しできる魔獣も貸してもらうの。裏生徒会にね」

　何だ、そのすごい恥ずかしいネーミングの組織は。

　そんな俺の苦々しい表情を察したのだろう、キャニーシャさんが説明を続ける。

「この学校の秩序を護る組織よ。悪いとこじゃないわ」

「学校の秩序？　普通の生徒会とは違うのか？」

「普通の生徒会は、どちらかといえば学校の行事や部活のサポートを先生の代理で行うことが多いわ。そうじゃなくて、もっと幅広くて雑務に近いようなことをするのが裏生徒会なの。今回みたいに夜間に急に作業をする場合の緊急申請なんかも対応してくれるのよ」

「そんなすごい組織の人と知り合いなんだな、キャニーシャさん」

「あら、知らないわよ」

　彼女は呆れた目をして話してくれた。

「この目安箱の意味を知らなかったのね。裏生徒会のメンバーは秘密なの。知ってしまったら強制的に裏生徒会に参加させられて、結局謎なぞは謎のままっていう。そんな彼らと交流する唯一の手段が、この目安箱なの。裏生徒会に頼みたいことを書いた手紙を入れるの。そうしたら、どんな仕し組くみになっているか知らないけど、問題ない内容なら迅じん速そくに対応してくれるってわけ」

「へえ、でも目安箱なんて原始的なんだな。その辺は魔獣の力を使うものかと……」

　そう俺が言うとキャニーシャさんは首を傾げながら目安箱を指差して答える。

「あれはシュゴスが化けたものよ？」

　シュゴス？

　すると目安箱がスライムのような化け物に変わったのだ。透明な体内に封筒が透すけて見える。

　スライムのような存在は、ネバネバとした粘ねん液えきを撒まき散ちらしながらスルスルーッと夜闇の奥へと紛まぎれていった。

　あ、そういうこと。

　目安箱そのものが魔獣が変化した姿ってわけね。それで裏生徒会のメンバーに手紙を運ぶと。

　やっぱり原始的じゃないか！
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　そうして数十分後、パウロウ界域まで来た俺は、新しい魔獣と対面していた。

　その魔獣は裏生徒会から派遣されて来たらしい。

　レーシーと呼ばれる魔獣は、白い頭髪に長い髭ひげ、小さな身体からだに長い手足というアンバランスなスタイルながらも、なかなかチャーミングな丸い瞳をしている。一見人型だが長い髪と髭は足元まで垂れ下がっているため、どちらかというと巨大なモップの化け物だ。この魔獣がシバジロウとミケが存分に戦える空間を造ってくれるらしい。

　レーシーはもじゃもじゃな腕を高く振り上げると「ブオオ」と吠ほえた。それが合図だったのか、周囲の木々がグググと高く伸のびていく。空まで覆い隠すように木々は周囲一帯を取り囲んだが、中は不思議と明るい。光を通す効果でもあるのだろうか。

　単に周囲の木でこの辺りを隠したわけではないらしい。これが結界というやつか？

　俺はシバジロウを鞄から出した。シバジロウは周囲の異様な雰ふん囲い気きを察したのか、耳をぺっしゃんこにさせて、くんくんと鳴きながら俺に抱っこをせがむ。

「抱っこはまたあと、俺たちはこれから修行をするんだ」

　俺の言葉にシバジロウは首を傾げる。

　こいつのためにも俺が頑張らないとな。

「そろそろ始めていいかしら」

　そう言いながらキャニーシャさんは腕を振り上げる。すると小さかったミケさんが元の巨大なホワイトドラゴンの姿に戻った。目の前に立ちふさがる崖がけを連想させる大きさに、呼吸すらできなくなる。

　やっぱり間近で見ると迫力があるな。

「ほら、シバジロウ」

　シバジロウのお尻しりを押してミケさんに向かわせる。彼と最初に会ったときは遊びに誘っていたというのに、今は足を踏ん張って嫌がっている。

　俺が行かせたくないと思っているからか。だからシバジロウは従したがっているのか。

　キャニーシャさんを見た。彼女は柔らかい眼差しで俺たちを見守っている。

　せっかく彼女が俺のために提案してくれているんだ。俺も勇気を出さないとな。

「大丈夫だ、何も怖くないし、遊んでおいで」

　そう言いながら、再度シバジロウのお尻を押す。フッとシバジロウの身体から力が抜ける。俺に首を向けながらもトコトコとミケさんの前に向かう。

　そしてプレイバウの姿勢を取った。遊びに誘う体勢だ。耳はピンと立っている。もう大丈夫だ。

『始める前にひとつ聞きたいことがある』

　低い声音でミケさんは俺に話しかけてきた。

『お前はその魔獣が、どれほど強いのか自覚はあるのか？』

『……すげえ奇跡めいたことをバンバンやってくれるくらいの自覚？』

　そう言い返すとミケさんが小さく笑うように、僅かに口を開いた。

『温いな。なるほど、これでは、この娘が気を揉むのも頷ける』

　どういうことだ？




『儂とそいつの戦いを見ておけ、小僧。この幼き小さな魔獣の暴走を招けば命取りになるぞ』




　え、そんなにすごいのか、シバジロウってば。

　瞬間、ミケさんの周囲に多数の光球が現れた。

　それを見たシバジロウがグググッと頭を下げる。ハァハァと息が荒い。キラキラと目を輝かがやかせて、シバジロウは次のミケさんの動きを待っている。

　すると一際大きい光球から放たれた一本の太い光線がシバジロウに襲いかかった。光線は枝分かれし、多方向からシバジロウを狙ねらっている。

　だがシバジロウは俊しゆん敏びんな動作で、それをひょいひょいとかわしていく。

　なんだ、あれ！

　複雑な動きをしつつ、執しつ拗ようにシバジロウを狙ってくる光線を、シバジロウは自分から追いかけるような動作で的確に避よけていく。ミケさんの巨体へと駆けていくシバジロウは足に力を込めて跳躍すると、一気にドラゴンの頭上へと飛び乗った。

　だが、そこに着地することはミケさんに読まれていたらしい。光線の一点集中攻撃にシバジロウはピンチに追い込まれる。

　だがシバジロウは、すぐに地面へと降り立った。いや、違う、これはシバジロウお得意のワープだ！

　ひゅんひゅんとワープしながらシバジロウは、ミケさんの尾へと近づき、グゥッと低く鳴いた。

　今がチャンスだ、行け、シバジロウ！

　俺の心の声に呼応するかのようにして勢いよく嚙みつく。

　だが俺は目を丸くした。

　あれは甘あま嚙がみだ。何のダメージも与えていない。ニコニコ顔のシバジロウはジタバタしながらミケさんの尾と遊んでいる……。

　ようやく俺はエメラルダさんの言葉を理解した。シバジロウには戦うという概念がないのだ。

　今回のミケさんとの戦いも、じゃれ合いの一環なのだ。だから避けて避けて、甘嚙みをしているのだ。最初の魔獣使役者との戦いも気き絶ぜつするくらいに痛めつけてはいたものの、後から聞くとソイツはほとんど怪け我がを負っていなかったという。

　ミケさん相手に気絶させるなんて加減は難しいだろう。だから甘嚙みなのだ。

　これではコロシアムでは通じない。もっと攻撃的にならないと。

　そう俺が思った瞬間、シバジロウの動きが変わる。表情が険しくなり、ウーと低く唸り始める。甘嚙みをやめて、ドラゴンの足に歯を突き立てようとして──

　ああ、ダメだ！　シバジロウが誰かを傷つけるところを見たくない！

「シバジロウ！」

　シバジロウは俺の叫さけびにピクリと反応した。

　そしてシバジロウが俺をじっと見つめてくる。




　それが一瞬の隙となり、丸い光球から放たれた光線がシバジロウを貫いた。




「シバジロウちゃん！」

　キャニーシャさんが叫んでミケさんを制止する。ミケさんは周囲に漂ただよわせていた光球を全て消し去った。

　俺はシバジロウへと駆け寄る。倒れていたシバジロウは俺の存在に気付き、フンッと立ち上がった。

　あれ？　光線が直撃したのに、シバジロウはピンピンしているんだが。

『うーむ。手加減したとはいえ、この程度の威い力りよくでは傷一つ負わせられんか』

　ミケさんが感心した声を上げている。

「シバジロウ、平気か？」

　そう俺が声をかけるとシバジロウは耳を伏ふせた。

　あ、何かむずがっている。顔を前足でカイカイしている。

　嫌なことがあった時、ふてくされる直前の様子だ。

　シバジロウはまた、クンクンと鳴きながら抱っこをせがんでくる。

『小僧、よく覚えておけ。こいつが何な故ぜ、最後に儂と戦う意志を見せたのか』

　俺はミケさんの言葉に耳を傾けながらシバジロウを抱きかかえる。

『隠し、護るだけでは何も覚えぬし前進せんぞ』

　胸の中にいるシバジロウは俺の顔をじっと見つめていた。





　　　　　◆






　そして数日後、とうとう試験コロシアム当日がやってきた。




　準備室で長椅子に座っていた俺は、鞄の中にいるシバジロウを覗き込む。俺の対戦相手は予想通りシェザさんだった。試験コロシアムのルールは単純で、相手を戦闘不能にしたら勝ち、だが殺すことは禁じられている。戦うのはあくまで魔獣同士、魔獣使役者には決して手を出してはいけない。致命傷を負わせるような攻撃もＮＧだ。

　俺は俯うつむいた。あれから何度かミケさんに特訓してもらったものの、まだシバジロウに戦わせることに躊躇ためらいがあるのだ。

　俺の出番までには、まだ時間がある。それまでに覚悟を決めなければ。

　そう考えていると準備室の扉が開く音がした。その方向に顔を向けるとキャニーシャさんがいた。わざわざ様子を見に来てくれたのか？

「なぁに、まだ表情が暗いわね」

「キャニーシャさん、来てくれたのか」

　そう俺が言うと彼女は微笑みながら顔を覗き込んで返した。

「あなたのことも心配ではあるけど……次は私の試合だもの」

　なるほど。

「うん、だから、しっかり見ていて。それを言いに来たのよ」

　そう宣言したキャニーシャさんは自信満々に胸を反らすと、そのまま準備室を出て行った。

　俺は観客席の最前を陣取って彼女の出番を待つことにした。







　舞台はコロシアムという試験名に相応ふさわしく、石造りの円形競技場だ。観客席はほとんど埋まっており、立ち見まで出るくらい盛況だ。以前、ミケさんとの戦いで出てきたレーシーが観客に被害の出ないよう結界を張っているようだ。あの時と違って、今回は観客席を阻むように透き通った木々が生はえている。試合を観るのに邪じや魔まにならないようにしているのだろう。

　競技場には既にキャニーシャさんとその試合相手、そして魔獣たちが揃っていた。

「話が違うじゃない！」

　先ほどまでの自信満々な態度はどこへやら。

　キャニーシャさんは試合相手を見て驚愕している。

「どうして私の相手があなたなのよ、エメラルダちゃん！　試験コロシアムは同じギルドの生徒同士では戦わないはずよ」

「それは私がコネを使ったから」

　エメラルダさんはキャニーシャさんの混乱なんてなんのその。けろりとした表情で髪をかきあげて言った。

「こ、コネ？　そんなこと、こんな場所で正直に答えるんじゃないわよ！」

「私、素直だから」

「……どうしてコネまで使って？」

「私、あなたと仲良くなりたかったから」

　そうキャニーシャさんに返答しながらエメラルダさんは一歩ひいた。

　げ、俺のせいか。

　仲良くなる方法、間違えているぞ、エメラルダさん。

　キャニーシャさんは混乱した表情でミケさんを一瞥した。彼は「冷静になれ」と温かい眼差しで見返しているが、その気遣いにも気付けないくらい焦あせってしまっているようだ。見かねたミケさんが口を出す。

『相手が誰であれ儂らは誠意を持って戦うだけだ。どうして感情を乱すことがある？』

「……もしかして私のこと気遣ってくれているの？　ありがとう！　だ、大丈夫よ、あなたがいれば何とかなるわよ」

『真っ先に儂に頼ろうとするその姿勢は改あらためたほうがいいぞ』

「え？　もっと頼ってくれていいって！　わかったわ、じゃあ頑張る！」

　全く会話が通じていない。

　ミケさんが大きくため息をついた。

　だがキャニーシャさんは落ち着いたようだから結果オーライなのか？

「お話は終わった？　じゃあ、始めよ？　私の勝利は決まっているだろうけど」

　そう言いながらエメラルダさんは片腕を上げると掌てのひらを翻ひるがえした。それが合図だ。背後に控えていたキマイラが巨大な姿に変化する。威い嚇かくするようにキマイラは猛たけ々だけしい咆吼を上げた。

「力を解放して！　ミケ！」

　キャニーシャさんも叫んだ。ミケさんはこくんと頷いたかと思うと、その身は眩いばかりの光に覆われた。一瞬にして雄お々おしくも美しい巨体が露わになる。

　いつものことだがミケさんの本来の姿は神々しく圧倒されてしまう。

　観客席からも「おお……」という声が漏もれた。

　気持ちはわかる。

　風になびく白い毛並みは、モフモフすることすら、畏れ多い感じだ。

『下がっていろ、小娘』

「あなたの傍にいるから、一緒に頑張りましょう！」

『おい……さっきといい、この程度も通じないのか。よし、また一週間、話しかけないからな、絶対だ』

　思わず気の抜けるような会話をした後、キャニーシャさんとミケさんは戦いを始めた。







　キマイラはミケさんへ炎を吐き出した。ミケさんはキャニーシャさんを護りながら、翼をはためかせ風を発生させて、その炎を打ち消す。

　キマイラは不満そうに唸りを上げて、鋭するどい爪で攻撃しようとミケさんに飛びかかった。

　ミケさんは周囲に光球を発生させると、キマイラに光線を放つ。

　光線を警けい戒かいしてキマイラは近づくことすらできない。悔しそうに吠え、ミケさんと一定の距離を取り始めた。

　ミケさんもキマイラもお互たがい、どう動こうか、考えあぐねているようだ。硬直状態に陥っている。

「ちょうどいい、君に聞きたいことがあった」

　そんな中、エメラルダさんがキャニーシャさんに話しかけた。

「なに？」

「君は私と仲良くしたいの？」

「ぶっは！」

　キャニーシャさんは凄まじい音で吹いた。顔を青ざめたり赤くしたりしながら言った。

「な、ななな、え、ええ、さっきから何よ、いきなり……わ、わた……」

　エメラルダさんはキャニーシャさんの言葉を遮る。不満を感じさせる低い声で返した。

「王族とガルファー家の考えがまったく異ことなることくらいわかっているでしょ。それなのに何故？　確かにクオリア叔父様はうまくやってるけど……私のことを詮せん索さくして自分の陣営に取り込もうとしているの？」

「詮索なんて……それに陣営に取り込む？　違うわ、ただ、私は──」

「私は？　立場の弱い第三王女は自分の立ち位置を確立させるのに必死？」

「だから違うってば！　私は魔獣キマイラに誇ほこりを抱いているあなたを……その、魔獣に関して色々言える同性の……えっと……でもガルファー家は色々あるし……」

「魔獣に関して議論を交わしたい？　余計なお世話。私たちが魔獣を最強にするため、どういう方法で魔獣を分析して実験しようが勝手。あなたにどうこう言われる筋合いはない」

「違う、ぎ、議論とかじゃなくて、と、ともだ……えっと……そう、色んな考えのあれこれを取り込めば有意義な……ではなくて……」

「私と談義を交わせば本当に有意義な時間を過ごせると？　私とあなたじゃ考えが合わない。あなたは一緒に寄り添えば魔獣とわかり合えると思っているかもしれないけど、そんな精神論、無意味だと私たちは考えている。だから魔獣の身体を切り刻むくらいして、彼らのことを知ろうとするの」

　エメラルダさんの言葉にキャニーシャさんが傷ついた表情をした。

　そんな彼女の様子を見てエメラルダさんは、フゥと息を短く吐き出す。

「でも私は、そんなふうに何でもかんでも一いつ生しよう懸けん命めいになるあなたは嫌いじゃないよ」

「え？」

　戸惑うキャニーシャさんにエメラルダさんは淡々と言った。

「……だからわかりあいたいんでしょ、私と」

　少しだけ恥ずかしそうな表情をしながら。




「──さ、本気を出して、キマイラ」




　誤魔化すようにエメラルダさんは腕を振り上げた。

　キマイラは後退すると同時に大きく息を吸い込んだ。

「私のことは気にしなくていい。その子のことも。全力で炎を吐き出して」

　その言葉にエメラルダさんが何をしようとしているのか気付いたのか、キャニーシャさんの顔が、さっと青ざめた。

「ちょ、ちょっと……そんな無茶な……」

「まさか自じ慢まんのホワイトドラゴンが、君すら護れないほど無能ってわけでもないでしょ？」

　エメラルダさんは言い切ると片手をホワイトドラゴンへと伸ばした。

　同時にキマイラの口が火を噴いた。

　結界のおかげか観客席まで熱は伝わらない。

　だが視界を全て防ぐほどの炎の渦うずがミケさんに襲いかかったのだ。

　炎の中からエメラルダさんの声がする。

「図ずう体たいでかいのが仇あだになった。その子を護りながらどうするの？　……残念、逃げ場はどこにもない」

「それはどうかしら」

　そうキャニーシャさんが呟くと、炎の渦がミケさんの手に集まり、一瞬にしてビー玉くらいの大きさに縮しゆく小しようし、ミケさんの手の中に吸い込まれるようにして消えていった。

　エメラルダさんは少しだけ目を見開いたようだった。

　熱風と炎はミケさんに届く前に、跡あと形かたもなく消失したのだ。

　ミケさんは微動だにしていない。先ほどのように翼をはためかせることすらも。

「ノーモーション？　……もしかして最初から何もしなくてもこのくらいはできたってこと？　私を油断させるために、それっぽく演技したって？」

　悔しそうにエメラルダさんは言って拳こぶしを握にぎりしめる。

「リュウ、よく見てなさい」

　キャニーシャさんは天を指差して高々と声を発した。

「こういうのは思いきりが大事なのよ。さあ、今度はこちらの番よ。いって、ミケ！」

　ミケさんは「やれやれ」というように息を吐き出すと翼を羽ばたかせ、そのまま空へと昇っていった。結界に引っかかるか引っかからないかギリギリのところで胴どう体たいを翻す。

　とたん空からキマイラ目がけて、一筋の太い光が真まっ直すぐ降り注いだ。

　避ける暇などない。光に貫かれたキマイラは、そのまま力なく倒れ込む。

　倒れたキマイラは立ち上がろうとはしない。胸は上下しているから死んではいないだろうが。

　勝負は決まった。

　エメラルダさんはヨロヨロとキマイラに近寄り、しゃがみ込んで様子を見るが、しばらくして残念そうに首を横に振りながら呟いた。

「……んー、負けちゃった」

　ミケさんが大きく羽ばたきながら地上へと戻ってきた。それを確認したキャニーシャさんはエメラルダさんに近づきながら言う。

「わかりきった結果でしょ。だって、その子、翼がないじゃない。ということは飛べないのでしょう？　ミケにとっては相性の良い相手なのよね、あなたのキマイラ」

「…………」

「不利な勝負なのに負け上等で私たちに挑いどんでくるなんて……本当に私と仲良くなるために試合したとしか考えられないわ。信じられない」

　呆れたようにキャニーシャさんは続ける。

「次からは一緒にお茶をするなり、普通に仲良くなりましょう。こんなことしなくても誘ってくれたら、いつでも了承するし……むしろ私から誘うわよ？」

　そうしてエメラルダさんに手を差し伸べた。

「……次も戦ってくれるならいいよ。そのときまでには、私のキマイラ、空を飛べるようにしておくから」

　無表情に、でも照てれくさそうに言いながらエメラルダさんは彼女の手を受け取る。

　なんか色々間違っているが、これはこれでよかったのか？

　キャニーシャさんは自分の戦いを俺に見せることで、試合も魔獣とのコミュニケーションのひとつだと教えてくれたのだ。

　だから何も恐れることはない。

　新しいことをひとつひとつ、シバジロウと挑戦していくしかないんだ。

　そうして一人と一匹で、この世界を、新しい生き方を楽しめばいいんだ。





　　　　　◆






　そして、俺の番がやってきた。




　俺はシェザさんと対峙した。シェザさんの背後には巨大な鶏にわとり──コカトリスがいる。

　観客席からは「シェザさん！　やっちゃってください！」なんて声が上がっていた。

「ほう、逃げずにやって来たとは感心だな」

　シェザさんはニヤニヤしている。

「そりゃまあ、試験ですから」

「ここには王女はいない。今までのように助けを借りることはできんぞ」

　俺はシェザさんの言葉には答えず鞄を下ろし、シバジロウを出す。

　こちらを窺うかがうシバジロウに魔法の言葉をかけることにする。

「シバジロウ、俺に気き兼がねなく存分に楽しめ」

　そう、変に構えず恐れずに。シバジロウを信頼して任せるんだ。

　そして──

「──なんだ、それは」

　シバジロウの行動を見てシェザさんが驚きの声を上げる。




　シバジロウは冷たい石床に寝そべっていた。




　俺は慌ててシバジロウに駆け寄って、しゃがみ込み、こっそり耳打ちする。

「お、おい、シバジロウ眠たいのか？　だからこんなことをしているのか？」

　目は開いているようだが起き上がる様子がない。やる気が見られない。

「ずいぶん余裕だな。俺たちを前にして寝そべっているとは」

　あ、シェザさんの口の端はしがヒクヒクしている。俺は慌てて弁べん解かいする。

「い、いや、た、多分、こいつ冷たい床が気持ち良くて横になっているだけだから！　そういうの、勘違いだから！　だよな？　な？」

　シバジロウを揺さぶるが知らんぷりだ。どうやらシバジロウは眠たいモードに入ってしまったらしい。好きなように楽しめと言ったのは俺だが、オネムの時間だから動きたくないって？　しょうがないな！

　シェザさんが苛いら立だちながら言う。

「ほう、じゃあ寝そべりながら、その可愛らしい丸い瞳で、こっちを見つめているのも余裕の表あらわれではないと？　俺たちを馬鹿にしているんだろう！」

「違うから！　ただ人の姿が気になって目で追っているだけだから！」

「黙だまれ！　コロコロふわふわモフモフした、その丸っこい生き物め！　可愛らしすぎて逆にムカつくのだ！　何故、怒ど鳴なっている俺のほう見て『ブフゥ』とか鳴きながら寝そべった状態で尻尾しつぽ振っているんだ！　くそ！　このまま見ていたら頭がおかしくなっちまいそうだ！」

「そこまで!?」

　俺は驚きながらシバジロウを見下ろす。シェザさんの言う通りだ。彼を見つめながら尻尾をパタパタしている。

「ブフゥ」

　あ、また言った。もしかして寝ているシバジロウを見て反応してくれていることが嬉しいとか？　シバジロウ、こんな状況でもマイペースだな。

「どうしたんだよ？　そんなに眠いのか？」

　──ブフゥ。

「俺にもブフゥ？」

　そうか、眠くて仕方がないのか。彼との戦いに危険性を感じていないからこそリラックスしているのか。そういう状態なら安心ではあるのだが、これは試験なんだ！

「わかったわ！　リュウ！」

　観客席から大声がする。

「シバジロウちゃんは無む我がの境きよう地ちに至いたったのよ。魔獣の中でも魔獣使役者に全ぜん幅ぷくの信頼を置くものは、瞳を閉じ周囲の情報を断たつことによって、使役者だけの気持ちを感じ取れるようにするの。リュウの戦わせたくない気持ちを叶かなえつつ敵を倒す方法、それを同時に叶えるにはどうしたらいいか──シバジロウちゃんなりに考えた結果が無我の境地なのよ！　噂に聞いたことあるわ！　多分！」

　どうだろう。多分違う。こいつ絶対眠いだけだぞ！

「どこまでもバカにして！」

　ついにシェザさんが怒鳴った。

「俺は貴様に勝って世界三大貴族の誇りを取り戻すのだ。こんな、こんな……バカにされたままでいられるかぁ！　ルバム！」

　シェザさんの声に合わせて背後のコカトリスが前に出てくる。

「もういい、やれ、どうなっても構わん！」

　コカトリスの開いた嘴くちばしからうす紫色の煙けむりが出てくる。あれが毒性のあるブレスか！

　俺は警戒しながらもシバジロウを見た。まだシバジロウはクテンと横たわったままだ。

　どうすればいい。このままじゃ、みすみす危険な状況を招いていることになる。

　──しかし、そんな俺の気持ちは杞き憂ゆうだったようだ。




　ゴロンとシバジロウが寝返りを打った。

　同時にズドンと音がした。




　コカトリスが壁に打ち付けられたのだ。その巨体が、ぐるぐると捻ねじれたように回りながら壁に衝突して、その衝動で壁が粉々に砕け散っていく。コカトリスは壁の破は片へんに埋うもれてしまった。

　シェザさんがバカみたいに口を開けて、コカトリスの無む惨ざんな姿を見つめている。

　毒性の煙は、吹き飛んでどこかに消えてしまったようだ。

「──平民、今、貴様、何をした」

「た、多分、シバジロウが、こう、やらかしたんだと思……」

　シェザさんの呟きめいた言葉に俺は言い訳する。

　シバジロウはコカトリスを自分の眠りを阻そ害がいするものと判断して排はい除じよしにかかったのか。俺はコカトリスに目を向ける。グデンと伸のびてピクリとも動かない。

　どうやら一発で勝敗はついたようだ。

　判定のためか審しん判ぱんが俺たちに近づいてくる。ようやくシェザさんは状況を把握したのか必死の形相でコカトリスに駆け寄った。

　もしかして俺の勝利なのか？

「やったわね、リュウ！」

　観客席からキャニーシャさんの嬉しそうな声がする。

　そうか？　やったのか？

　安あん堵どして、ほっと息をつこうとした、そのとき──

「この勝負、待った」

　冷たい声が響いた。競技場に上がっていく一人の生徒がいる。

　癖くせのある短髪に陰いん気きな雰囲気を纏わせた青年──ダーグナーさんだ。どうして？

「納得いかんな。今のは、あまりに相手に無礼すぎる」

　そう言いながら彼は背後へと目をやる。すると一瞬にして黒くて巨大なドラゴンが姿を現した。まさか、あれが噂のブラックドラゴンってやつか。ホワイトドラゴンのミケさんは清らかで荘厳な美しさだったが、その対極に位置するような、禍々しくも、峻しゆん厳げんな佇まいだ。それにブラックドラゴンの外見は、どこか蛇──そう、龍りゆうに似ている。

「俺が出ても構わないか？」

　ダーグナーさんは無表情に審判に言い放った。審判は戸惑いの顔を見せてはいるが積極的に彼を止めようとはしない。何故だ？　入学式のときといい、どうやら彼は大人たちから一いち目もく置かれた存在のようだ。困こん惑わくする審判など気にも止めず、彼は俺へと一歩、踏み出す。

「ちょ、ちょっと戦いに割り込むってこと？　そんなの非常識だわ、学校から処しよ罰ばつされるわよ！　何を考えているの！」

「処罰？　それが何だ？　俺がそんなものを気にするとでも？」

　キャニーシャさんの怒声にダーグナーさんは振り向くことなく淡々と返した。

　シバジロウは漆しつ黒こくのドラゴンを目の前にして、ゆっくり四本足で立ち上がった。異様な気配を察したのだろうか、ブルブルと身体を震ふるわせた。

　シバジロウが緊きん張ちようしているみたいだ。何の情報もない相手と戦わせるのは嫌だな。俺はダーグナーさんと交渉を行うことにする。

「ひとつ教えてほしいんだけど、どうしてダーグナーさんは俺と戦おうとするんだ？」

「お前が強い魔獣を手にして調子に乗っているからだ。どれだけ強力な魔獣を従えようとも、魔獣使役者が無能であれば、そもそも俺とは勝負にならんということを教えてやろうと思ってな。だから俺が……」

　そこでダーグナーさんは喋るのをやめた。ブラックドラゴンが長い首を折り曲げて覗き込むようにして、ダーグナーさんに顔を近づけてきたのだ。

「……？」

　彼はきょとんと幼子のような顔でブラックドラゴンを見上げた。

　ブラックドラゴンが口をパクパクと開けている。ダーグナーさんは怪訝そうに首を傾げた。何かを喋ってるようだが、よく聞こえない。

「お前……？」

　そう呟いたダーグナーさんの表情が、さっと険しくなる。




　瞬間、真っ白な光が辺りを包み込んだ。




　チリと髪の毛を焦こがすような熱に危機感を覚えて、俺は咄とつ嗟さにシバジロウに覆い被さった。




　──そして、そこで俺の意識は途切れた。





　　　　　◆






　ゆっくりと目を開くと真っ白な天てん井じようが見えた。

　俺の部屋ではないようだ。

　全身がだるくて頭が重苦しい。まるで自分の身体じゃないようだ。ここはどこだろう？　首を回そうとしたがうまくいかない。

　腕を動かそうと持ち上げると包帯でグルグル巻きにされた無ぶ様ざまな姿が視界に映うつる。

　俺、怪我しているのか？　どうして？

　起き上がろうとして胸の内側に鈍い痛みを覚える。

「痛っ！」

　思わず声が出た。

　するとガタリと音がした。視界いっぱいにキャニーシャさんの顔が広がる。

　え？　キャニーシャさん！

「目を覚ました……良かった……」

　そう呟いた彼女はボロボロと涙を零しはじめた。

　どうして彼女は泣いている？

　俺はどうしてベッドに寝かされているんだ。それに、この包帯は？　怪我は？

　いや、それよりも。

「……シバジロウは？」

　そう俺が口にした瞬間、キャニーシャさんの顔がくしゃくしゃになった。

「どうして……私のお母さんもそうだった……そうやって自分のことはなんにも考えないで……違うの、それじゃ駄だ目めなのよ！」

　泣き叫ぶようにして声を出すキャニーシャさんを見て、俺は何も言えなくなる。

　キャニーシャさんは顔をぐしゃぐしゃにしながらも言葉を続けた。

「今、あなたがシバジロウちゃんを心配したように……シバジロウちゃんと同じように自分のことも大事にして！　……教えて、どうしてあのとき、自分の身も顧かえりみずシバジロウちゃんを庇かばったの？　あんなことしたら、あなたは死ぬかもしれなかったのよ？」

　それは……もう二度と、シバジロウが死ぬような目に遭うのは嫌だったから。

　でも、そんなことは言えない。

　黙り込んだ俺にキャニーシャさんは目をつり上げて言う。

「前々から言っていたわよね、シバジロウちゃんの魔力は絶ぜつ大だいなの。よっぽどのことがない限り、傷を負わないわ。あのね、人間と魔獣はお互いに幸せにならなきゃダメなの！　人間が魔獣のために死ぬなんて、そんな一方的な自己犠牲はダメなのよ！」

　一方的な自己犠牲？　俺が？　そんなことを俺がしてしまったのか？

　キャニーシャさんは喉の奥から絞り出すような悲痛な声を出す。

「どうして……魔獣を大事に想う気持ちは同じなのに……そんなふうに人が死んじゃったら残されたものはどうすればいいの？　私やシバジロウちゃんを残して、どうするの？」

　俺は心配するキャニーシャさんを安心させたくて何か口にしようと思ったが、頭が重くてすぐに言葉が思い浮かばない。

　困って黙り込んでいる俺をキャニーシャさんは痛ましげな目で見つめてくる。

「いいわ」

　キャニーシャさんの顔が離れていく──と思うと、すぐに戻ってきた。シバジロウの身体を抱きかかえている。

「シバジロウちゃん、リュウよ」

　そうキャニーシャさんが言った途と端たん、シバジロウはジタバタした。彼女はシバジロウを俺のベッドに乗せる。シバジロウは控えめに俺の顔に近づき、唇をぺろりと舐なめてきた。

　くすぐったいな、やめろよ。

　目をパチパチするとシバジロウは尻尾を持ち上げた。俺の意識が戻ったことを、シバジロウなりに喜んでいるのだろう。ハァと息を吐き出して舌したを出した。

　そんな俺たちを見ながらキャニーシャさんは涙を流し、俺の胸に顔を押しつけてくる。

「あなたの主あるじとして命じるわ。金こん輪りん際ざい、自分の命を無駄にするようなことはやめて。厳しいことを言うようだけど、あのとき、あなたがきちんとシバジロウちゃんの力を把握していたら、あの程度の爆発でこんな怪我を負うことはなかった。シバジロウちゃんがどれだけ、あなたを心配したと思っているの？　それをきちんと理解して」

　俺が息を飲んだのがわかったのか、キャニーシャさんは顔を上げて緩ゆるやかに首を横に振って言う。

「……言い過ぎなのかもしれない。でも死んだら何もかも終わりなの。……私のお母さんみたいに。そう、あなたは死ぬかもしれなかったの、何者かが仕組んだ爆発に巻き込まれたのよ。きっとダーグナー先せん輩ぱいの仕し業わざだわ」

　キャニーシャさんの言葉に俺は目を見開いた。

　彼女は拳をぎゅっと握り、言葉を続ける。

「私、見たの。少し前にダーグナー先輩が円形競技場のほうで何かしていたのを。裏生徒会にもダーグナー先輩のことを伝えたんだけど何も動きがなかったし……。私だけの証言じゃ信しん憑ぴよう性せいがなかったのかも。もっとダーグナー先輩に注視するべきだったわ。事前に防げなくてごめんなさい」

「それはいいけど、キャニーシャさんとか、他の観客のひとたちは大丈夫なのか？」

「それは……癪しやくなことにダーグナー先輩がブラックドラゴンの力を使って、みんなを護ったから……問題ないわ」

　キャニーシャさんが言いよどみながら答える。

「でもダーグナーさんがやったことなら、そこまでする必要なくないか？」

　そう言う俺をキャニーシャさんは、きっと睨みつけた。

「何を言っているの、ダーグナー先輩はね、あなたは護らなかったのよ。だから、あなた包帯グルグル巻きなんじゃない！　あの距離だと死んでいたはずなのに助かったのは絶対シバジロウちゃんのおかげだから感謝しなきゃダメよ！」

　俺を助けてくれたのは、またシバジロウなのか。お礼を言わなきゃな。

　キャニーシャさんは神しん妙みような顔で続ける。

「そう、ダーグナー先輩はタイミング良すぎだわ。あのとき、あなたとの戦いに割り込んだことだって意味のあることかもしれない」

　キャニーシャさんは何故ここまで頑かたくなにダーグナーさんを疑うのだろう。不思議に思いつつも俺なりの推理を口にする。

「もしかしたら今回の爆発は俺じゃなくてキャニーシャさんが狙われたのかも。前にも言ったけど暗殺者がここに来ているかもしれない危険が……」

「私のことを心配してくれてありがとう。でも今回狙われたのはあなただと思うわ。今は自分のことだけを考えてちょうだい」

　キャニーシャさんは泣きそうな顔をして、そう言ったのだった。





　　　　　◆






　足元に気配を感じて俺はベッドから起き上がった。

　部屋の中は暗い。外は夜のようだ。

　目が慣なれてくる。足元にシバジロウがいた。

　シバジロウは布団の上で伏せのポーズをして俺のほうに顔を向けていた。

　眠ってはいないようだ。ただずっと、俺にひたむきな視線を注いでいる。

　耳はぺちゃんこになっている。俺の視線に気付いたのか顔を背そむけた。

　すると俺の脳のう裏りに、ある映像が浮かび上がる。

　青とグレーの二色で塗ぬられたような視界が広がった。

　横断歩道、突っ込んでくる車を避よけられず、どうすることもなく立ち尽つくしている俺がいた。

　ああ、ダメだ、間に合わない！

　胸がギュッと締しめ付つけられた瞬間、映像が切り替わる。真まっ白しろい光に覆われる影、視界いっぱいに広がる……俺の身体。

　……これは誰の視点だ？

　犬は赤せき緑りよく色しき盲もうだという。緑、黄緑やオレンジ、赤の色を区別することができないといわれている。なら、これはシバジロウの見た風景なんだろうか。

　同時にもやもやした、グルグルした、行き場のない思いが湧き上がる。

　何だ、これは？

　浮かび上がっていたものが消えてなくなり、闇が戻ってくる。




　──シバジロウの視線を強く感じた。




　再度、シバジロウは俺に顔を向けている。

　もしやこの気持ちは、シバジロウが感じているものなのか？

　俺を助けられなくて、怪我をさせて嫌な気持ちになっているのか？

　そんなの、お前が悪いわけじゃないのに。

　お前を巻き込んでしまったのは俺のほうなのに。

　お前を助けようとして、勝手に怪我を負ったのは俺のほうなのに。

　大丈夫だ、お前が無ぶ事じなら。それだけで嬉しいんだ。

　そう伝えたはずなのにシバジロウの気持ちはぐぐっと切ないものに変わる。

　どうして？　何が不満なんだ？

　ああ、嫌だ、違うんだよ。決してお前を悲しませたいわけじゃないんだ。

　だから、どうか──……







　──気付いたら眠ってしまったようだ。




「起きろ、お前に用事がある。ついてこい」

　目を開けたらダーグナーさんがいた。

　爆発物を仕掛けた犯人とされる人がベッドの傍に立っているとはどういう状況なのか。驚く俺は「まだ身体が痛いんですけど」と言い訳をしたが、

「知るか、早く支し度たくをしろ、外に出るぞ」

　ダーグナーさんに一いつ蹴しゆうされる。

　そのまま眼光で射い殺ころされそうなので、俺は仕方なく重い身体を起こして羽は織おれるものを探そうとする。足を動かすたびに痺しびれるような痛みが走る。

　ベッドの下にシバジロウがいたらしい。俺の気配に気付いたのか尻尾を振りながら俺の足元をグルグルしている。抱っこしたいのは山々なんだけど、今はそんな気力ないから鞄の中に入ってくれ、な？

　身支度を終えた俺は、ダーグナーさんに連れられてパウロウ界域の入り口に来ていた。

「あそこにいるのが誰かわかるか？」

　そう指を差した先には、切り株に座るひとりの少女がいた。

「キャニーシャさん……」

　彼女は俯き、肩を震わせていた。遠目からでも彼女がどういう状態なのか、たとえ顔が見えなくてもどういう表情なのかわかる。心が痛むほどに。

　そういえば、以前に、キャニーシャさんが夜にパウロウ界域から戻ってくるのを見た。もしかして彼女は、あのときもこんなふうにして──……

「何故、俺がこんなものを見せたか、わかるか」

　ダーグナーさんは苛立ちを含んだ声音で言う。俺は首を横に振った。

「本来、彼女の専任騎士に選ばれるのは俺だった。だからこそ彼女の状況を見過ごすわけにはいかない」

「ダーグナーさんが専任騎士になる予定だった……？」

　目を丸くした俺にダーグナーさんは無表情のまま舌打ちした。続けて話し出す。

「……王女は魔獣を庇い傷ついたお前を見て酷ひどく取り乱していた。結果が、あれだ。王女の母親は権力闘争の中で暗殺者に襲撃された。そして殺されそうになった魔獣を庇った。結局、両方死んだ。……有名な話だ。俺でなくても、みな、知っている」

　ダーグナーさんは少しだけ目をつり上げて言う。

「お前が彼女のことを少しでも知ろうとしたのなら、すぐにでもわかったことだ」

　俺はダーグナーさんの視線を直視できずに顔を背けた。勉強についていくことで頭がいっぱいでキャニーシャさんの事情に目を向けていなかったのは事実だからだ。そんな俺にダーグナーさんは追い打ちをかける。

「もうひとつ教えてやろうか。彼女は一つの枷かせに囚とらわれている──お前だ」

　ダーグナーさんが俺に人差し指を突きつけて糾きゆう弾だんする。

「一年以内に、お前が王が認めるほどの実績を見せないと、お前は専任騎士を解任となり、キャニーシャ王女は国に戻る」

「ど、どうして。俺の解任はともかく、彼女はホワイトドラゴンと契けい約やくできた才能ある人間じゃないか」

　慌てふためいた俺にダーグナーさんは鼻で笑った。

「あの国では第三王女という肩書きと平民の血が混じった身体に、それほど価値はない。ホワイトドラゴンと契約したことも無意味だ」

「……な、何なんだよ、いきなりそんなこと！」

「騒ぐな。俺が言ったわけじゃない。わざわざ学園都市に通わせる必要はないのでは、と一部の人間が言っているだけだ。そうして適てき当とうに政略結婚させて駒こまとして使ったほうがいいともな。……ふん、だからこそ王族とも貴族とも深い関係のある俺が宛あてがわれる予定だったんだろうが」

　俺が言葉を失っているとダーグナーさんは今いま更さら何を、というような表情をして言葉を補足した。

「才能も毒になる。平民の血の混じった人間が伝説級の魔獣を従えるなど言語道断と考えている愚おろかな人間もいるということだ」

　俺は拳を強く握りしめる。

　同時に疑問がわく。この人は本当に競技場に罠を仕掛けたのか？　あの場にはキャニーシャさんもいた。彼女を巻き込むような真似を果たしてするだろうか。

「……ダーグナーさん、あなたが競技場に罠を仕掛けたんですか？」

「それは本気で質問しているのか？」

　だよな。そういう反応が返ってくるのは想定内だ。

「じゃあ、俺を助けてくれなかったのは何故ですか」

「それも本気で質問しているとしたら、お前は本当に愚かだ」

　そう言いながらダーグナーさんは俺が手にした青い鞄を一瞥した。そこにはシバジロウが入っている。

「じゃあ、最後に……ダーグナーさんは俺に彼女について教えてくれました。彼女を気にかける理由はあなたに関係しているだけでなく学園長が警告したことにも関わっているんですか？」

「お前、学園長と話したのか？」

　険しい顔でそう言うダーグナーさんに俺は頷き返した。

「はい。キャニーシャさんの傍にいてやれ、という曖あい昧まいなものでしたが。今のダーグナーさんの話と無関係だとは、とても思えません」

　もちろん学園長同様に素直にダーグナーさんは教えてくれないだろうが、俺が気付いているぞと揺ゆさぶりをかけることくらいはできる。

「彼女がホワイトドラゴンと契約したことに関係が？　昔、世界を支配しようとしたバハムートを倒したとか……だから……」

「お前が本当に彼女を思うなら、彼女にもう少し小こ賢ざかしくあれと助言してやれ。それに……」

　ダーグナーさんは俺の問いに正直には答えなかった。その後、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよする様子を見せたが、嘆息混じりに言葉を続けた。

「……俺は清せい廉れんなる学業の場に、くだらない政治的思惑を混ぜられる状況が憎いだけだ。たとえどれだけ汚れた場であろうとも、そこで生きるしかない王女には同情しているが。学園都市ガルダームだけは魔獣と人とが互いに成長し合う、聖なる場所であるべきだ」

　話を逸そらされたのか？　怪訝な俺の顔を見てダーグナーさんは別の意味に受け取ったようだ。不快げに鼻を鳴らす。

「……意外だったのか？　そうだろうな、俺は得体の知れないブラックドラゴンの契約者だからな。だが出自が何であれ、優秀なら魔獣も正当に評価されるべきだ。俺はブラックドラゴンに向けられる、偏へん見けんの目が許せない。俺はお前みたいな奴らの考え方を変えるために、ここにいる。だからこそ魔獣との絆を育む場すら奪うばわれようとしている王女の件は見逃せない。彼女はバハムートを封ふうじるのに力を貸したホワイトドラゴンと契約したせいで、ある集団に目をつけられている。気にかけてやれ……なんだ、その顔は。俺が学園を救う正義の味方面しているのが、不思議で堪たまらないか？」

　俺は慌てながら言い返した。

「違う、誤解です。俺は偏見なんて持っていません。ただ本当に学園長の言葉通りなんだな、と」

「学園長の言葉通り？　俺に対して何か言っていたのか？」

「ダーグナーさんは上位五名に入るくらいには、学園生活を楽しんでいると……」

　そう言った瞬間、ダーグナーさんは凄まじい表情をした。イケメンが台無しだ。

　彼はフゥと深いため息をつくと、俺を放置して去っていった。彼の用事は終わったし、これ以上、触ふれられたくないのだろう。

「シバジロウ」

　残された俺は遠くのキャニーシャさんを見ながら鞄のシバジロウに話しかける。

「ごめん、俺、頑張る理由にキャニーシャさんを追加していいか」

　シバジロウは反応しない。でもきっと賛同しているに違いなかった。







　俺はそのまま病室に戻った。ベッドに腰掛け、鞄からシバジロウを出して膝ひざに乗せる。

　頑張りたい、彼女のために。

「あんなに魔獣を愛している彼女を」

　ミケといる時間を楽しそうに過ごしている彼女を。

　学園都市で勉強することを誇りに思っている彼女を。

「また彼女に危険が迫っているなら俺が助けないと」

　シバジロウは俺の顔をペロペロと舐めた。黒い瞳をくるくると輝かせてくる。俺の考えに賛成してくれている気がして俺は笑った。

　しばらくシバジロウとじゃれ合っていると乱暴に戸が開かれて俺は驚く。

　そこにいたのは、なんとシェザさんだった。

「目を覚ましていると聞いてな。お前のいると聞いた病室に寄ってみた。お前に言いたいことがあるからな」

　そう言うシェザさんは俺の目を見ようともしない。視線の先は足元でシェザさんに寄り添っているコカトリスだ。ちっちゃいと、こいつも結構可愛らしいなあ。

「貴様を認めよう、平民」

　いきなりのシェザさんの言葉に驚く。一体、どうしたんだ。

「貴様に負けたのは俺の甘さだ」

「い、いや俺、別にそんな……」

　戸惑う俺にシェザさんは早口でまくしたてる。

「だがいつか必ずやり返す。覚悟して待つんだな」

「……わかった、待つよ。また、戦おう。……でも、それを言いにここまで？」

　そう言って、ふとシェザさんに視線を向けると彼は慌てふためきながら言う。

「ふ、ふん、勝者に敬意を表し、再戦を誓ちかう……貴族の嗜たしなみみたいなものだ。とにかく、用事は済すんだ！　ではな」

「……待ってくれ。シェザさんも、この学園で頑張る理由が何かあるのか？　そういった気持ちがあるからこそ、こうして俺のもとに来たんじゃ？」

　顔を真っ赤にして部屋から出ようとするシェザさんに俺は声をかける。

「何だ、藪やぶから棒ぼうに。当然だ、あるに決まっている。コカトリスという種族は世界一だ。今回は不覚を取ったが、それは俺のせいだ。その鳥類に似た外見からコカトリスは他の貴族から舐められているが、これほど誇り高い種族は存在しない」

「ちなみに何故、シェザさんはコカトリスの種族が一番誇り高いと？」

「一番目に嘴、二番目に鶏冠とさかだが、全部モフモフと整っている。見た目からして誇り高いじゃないか。とくにルバムの鶏冠の色は神々しい赤色だ。もしも永遠に燃える炎という奇跡が存在するなら、その火の色こそルバムの鶏冠そのものだろう。輝くばかりの生命の光……そしてあのモフモフフォルム……これほど完成された形はこの世に存在しない、ルバムよ、何て貴様は麗うるわしいのだ」

　シェザさんがコカトリスを持ち上げて鶏冠を撫でながらうっとりしている。

　ヤバイ、半分以上、何を言っているのか、わからない。

　この目は本気だ。シェザさんは、このニワトリにそっくりなコカトリスの外見をこよなく愛しているのだ。シェザさんは陶とう酔すいした目つきのまま続ける。

「とにかくコカトリスのルバムが世界一の魔獣だということを証明するために、まずお前を打ち倒す必要がある。お前は俺のライバルだ、だから俺以外の奴に負けるんじゃないぞ。……だが、それとは別にお前に結果的に怪我を負わせ、俺との戦いを半端に終わらせた奴のアレコレはどうにかしないといかん。こう、俺とルバムのプライド的にな」

　そもそもシェザさんとの戦いは一区切りついていたような気もするが、あえて突っ込まない。ゆっくりと気になったことを尋ねてみる。

「アレコレをどうアレコレするんだ？」

「フン、三大貴族を甘く見るな。俺も独自で情報網を持っている。アレコレなど、どうにでもなる。コカトリスの華々しい活躍の舞台は、契約相手である俺が用意してこそだからな」

　言うだけ言うと、さっさとシェザさんは部屋から出て行ってしまう。ぴょこぴょこと彼のあとを追いかけるコカトリスは、やっぱり愛らしい。

　そうか、ダーグナーさんといい、シェザさんといい、そしてキャニーシャさんといい、みんな、この学園都市で頑張る理由を持っている。シェザさんの考えなんて、かなり共感できるものだった。




　俺も置いていかれないように、もっと頑張らなければ。自分を追い詰めるくらいにやらないと駄目だ。




　そんな俺を、どうしてだかシバジロウが耳をションボリさせながら見つめていた。













　試験コロシアムが終わって数週間、俺おれも何とか学園生活に慣なれてきた。

　キャニーシャさんを狙ねらうような怪しい動きもない。

　だが同時に変化も出てきてしまう。




「シバジロウー出てこいよー」




　寮りようの自室、衣装棚の隅すみにシバジロウは入り込んでしまい、出てこようとしないのだ。

　俺が呼びかけようとも微び動どうだにしない。

　参まいったな。俺が怪け我がをしてから、ずっとこうだ。

　気付くと部屋の隅や狭せまいところにいる。そうして俯うつむいているのだ。

　声をかけると、そろりと顔を持ち上げ、何か言いたそうな目で見てくる。瞬間、ぶわりと俺の脳のう裏りに映像が浮かぶ。ベッドに寝ている俺の姿だ。これは、もしかすると試験コロシアムで傷を負って寝ていた俺か？　まさか、傷ついた俺の姿を思い出しては狭いところに入り込んで落ち込んでいるのか？

　俺の傷は癒いえたがシバジロウのほうは、そうはいかなかったらしい。

　もうあんな危ないことはしないと言葉にしても伝わらない。どうしたものか。

「どうしたのよ？」

　扉とびらの開く音と心配そうな声がした。

　振り向くとそこにはキャニーシャさんがいる。

「何な故ぜ、ここに？」

「通り過ぎようとしたら声が聞こえたから……そろそろ寮を出ないと一限目に間に合わないでしょ？　大丈夫なの？」

　生返事しかできない。俺の視線の先を確認して事情を理解したのだろう、キャニーシャさんが部屋に入ってくる。ミケさんも一緒だ。彼女は衣装棚に入り込んでいるシバジロウに目線を合わせてしゃがみこんだ。

「シバジロウちゃん、どうしたの？」

　キャニーシャさんが呼びかけても反応はない。

『ミケさん、どうしてだかわかるか？　俺の部屋にいるときだけ、たまにこんなふうになるんだ』

　俺の問いにミケさんは首を横に振りながら返答した。

『魔力の量も質も問題ない。肉体的な問題ではなく心が要よう因いんだろう』

　それはわかっているのだが。

「シバジロウ、オヤツあげるから出ておいで」

　そう俺が言うと、ようやく耳をぴこっと上げて、そろそろと衣装棚から出てくる。期待するような眼差しで見上げてくるので、俺は約束通りシバジロウにオヤツをあげた。モグモグとオヤツを食べるシバジロウだが、心なしか元気がない。

「あまりよくないんだけどな。ここに入ったら、オヤツを貰もらえると覚えてしまうから」

　悪循環だ。食べ終わったシバジロウの頭を撫なでる。シバジロウは目を細めて気持ちよさそうにしていた。

　オヤツのような一時的な解決策ではなく、シバジロウの心の傷を根本的に癒す方法を探さなくては。





　　　　　◆






　今日は実習の日だ。

　フクロウに似た魔ま獣じゆうストリクスの言語を解読して、パウロウ界かい域いきの広い森から寝床としている巣を探しだし、その卵を見つけて契約魔獣に与あたえれば課題クリアとなる。




　まあ、俺は既すでに巣を見つけ出しているのだが。

　ストリクスの鳴き声を聞いた瞬間、いつものアレ、そうワープだ。




　ちなみに今、俺は一際高く伸のび、横に太った大木のてっぺんにいる。もじゃもじゃに生えた太い枝は大量に密集していて、まるで地面にいるかのようだ。

　枝の上にツバメの巣をでっかくしたようなものがある。俺はストリクスのいない隙を狙って、巣に隠かくされていた大量の真まっ黒くろな卵の中から、比較的小さなものをシバジロウに与えることにした、が。

　──固い。

　困ったな、どうしたもんか。

　チラリとシバジロウを見ると卵がパカリと割れた。そのままシバジロウは卵に顔を突っ込んでベロベロむしゃむしゃし出す。黄身も白身も灰色なのに美お味いしそうに食べちゃって。髭ひげをそんな白身やら黄身やらでベチャベチャにしちゃって。食べ方、汚いよ、シバジロウ。俺の様よう子すをチラチラ窺うかがわなくても別に取ったりはしないから、大丈夫だよ。

　以前、エメラルダさんが言ったけど、シバジロウの手柄は俺の手柄でもあると。

　だが、やっぱりこうやって何の苦労もなく課題をクリアしてしまうと罪悪感を覚えてしまうのだ。もう少しシバジロウのためにも自信を持ちたい。

「んー悔しい。一番乗りじゃなかった」

　噂うわさをすればエメラルダさんだ。

　器用に幹を登ってきたキマイラの背に乗っていた彼女は、するりと巣の上に降り立つ。

「卵、まだある？」

　俺は幾つかあるうちの一個を指差した。エメラルダさんはそれを摑つかむとキマイラの口に放り込む。キマイラは大きな口でバリボリと卵を咀そ嚼しやくした。おーおー力ちから業わざだなあ。本当はこの固い卵の中身を、どうやって取り出すかも課題のひとつだろうに。

　エメラルダさんは、高い木の上から地上を見下ろしている。

「何を見ているんだ、エメラルダさん」

　そう言うとエメラルダさんは無言で斜ななめ下を指差した。そこには空高くそびえる巨大な岩を、斜めに半分以上削り取ったような、黒く焦げた痕こん跡せきが残されていた。

　あれは何だ。そんな俺の表情を悟ったのかエメラルダさんが説明してくれる。

「闇やみ仔ごの疵きず痕あと。知らないの？」

　申し訳ない。まだこの土地の歴史を把握しきれていない。

「かつてバハムートが襲撃した痕跡」

　エメラルダさんの言葉に驚愕する。例のバハムートか。

「あまり知られていないけど、ここは、そのバハムートが数百年前に当時の学園長をぶち殺ころした場所」

「そんな物騒な場所なのか。何で、そんなことをエメラルダさんが知っているんだ」

「バハムートの爪は恨みを残し、新たな闇を産む。その闇はかつて島を蹂じゆう躙りんした。……ガルファー家は、その闇を研究してきた。二度と同じ惨劇を繰り返さないように」

「新たな闇って何だ」

　そう俺が質問するとエメラルダさんが間かん髪はつなく答える。

「仔ども」

　バハムートの。そうエメラルダさんは唇くちびるを動かした。

「あの封ふう印いん牙がの門もん塔とうにはバハムートの仔どもがその名の通り、封印されている。バハムートの仔どもは下手に殺そうとすると命を爆発させて周囲を巻き込むから、とっても危険。ちなみにバハムートの仔どもは別名、闇の仔どもともいわれている。今お話しした忌いまわしい性質を持っているから」

「え、教科書にそういうことは書いてなかった気がするが……」

　俺の返答に慌あわててエメラルダさんは、ぺたっと口元を押さえる。

「今のは内緒。私は何も言っていない」

　そう誤ご魔ま化かしても、もう遅いぞ、エメラルダさん。

　そんな俺たちの背後で、卵を食べ終わったシバジロウがお尻しりを上げて、頭の先を巣にこすりつけている。美味しいものを食べて満まん足ぞくなブレイクダンスもどきみたいな感じだ。顔をカイカイしながら、嬉しい、嬉しいとシバジロウは転がり回っていた。





　　　　　◆






　ある日、俺たちはキャニーシャさんからのお茶のお誘いという強制招集によって、喫茶店に集められていた。小さくなった魔獣と一緒にお茶やご飯が楽しめるところだ。魔獣用のオヤツも用意してあるため、テーブルの下でシバジロウやキマイラが、そのオヤツにがっついている。

　シバジロウはというと早々に自分の分を食べ終えて、伏ふせのポーズでキマイラの食事風景を眺ながめていた。

　あのシバジロウのポーズ、微び妙みように嫌な予感がする。

　それにしても何故、急にキャニーシャさんが俺たちを呼びだしたのか。

「んー、王女様からお茶に誘われるのは嬉しいけど、どうしてリューちゃんも？」

　キャニーシャさんに聞こえないようにエメラルダさんが、こそこそと話しかけてくる。

「ごめん、この間聞いた、封印牙の門塔の話をしたら……」

「話したの？」

　俺の言葉にエメラルダさんの返答が刺とげ々とげしいものになる。

「言っては駄だ目めだったよな、ごめん。ただキャニーシャさんも封印牙の門塔について気にしていてさ……闇の仔どもの話をしたら目を輝かがやかせて……」

「そこ、グダグダ何を話しているの？　これから重要な話をするんだから心して聞いてくれないと困るわ」

　二人で話しているとキャニーシャさんに割り込まれた。

　彼女は、お茶を飲みながら言う。

「わかったのよ、ダーグナー先せん輩ぱいの狙いが！」

「……とりあえず話を聞かせてくれよ」

　俺の問いにキャニーシャさんは大げさに頷うなずきながら続ける。

「簡単な話よ、きっと闇の仔どもの封印を解いて、昔の惨劇を再現したいのよ。私たちでダーグナー先輩の企たくらみを止めましょう！」

「俺は違うと思うけど」

「でも実際、ダーグナー先輩が封印牙の門塔に向かって行くのをリュウは見たんでしょう？」

　矢や継つぎ早ばやに言うキャニーシャさんに俺は反論を封ふうじられる。

　しかもキャニーシャさんてば、エメラルダさんの前でダーグナーさんのことを言ってしまったようだ。キャニーシャさんだから教えたのに。

　それに本当に、彼はそんなに悪い人には思えないのだが。

　エメラルダさんが、ジャムのついたスフレのようなものを摘つまみながら言う。

「んー、陰いん気きな先輩が何を考えているのかは置いておくとして。あの先輩、封印牙の門塔に関わろうとしているってことだよね。あそこには封印があって、それが解かれるのはガルファー家の一員としては黙だまっていられない」

　封印牙の門塔に関わる話だからか、エメラルダさんの声がいつもよりやる気に満ちている。

　喋しやべるのをやめた途と端たん、頰ほおいっぱいにスフレっぽいものをつめこんでいる。エメラルダさん、デザートを食べるほうもやる気だ。

　その時、

「タベルナータベルナー」

　キマイラの声が聞こえた。キマイラはたどたどしくも人語を話せるらしい。

　ふとテーブルの下を覗き込むと、シバジロウが、ひょいぱくとキマイラの皿からオヤツを横取りしていた。

　う、うおおおい、シバジロウ、何てことをしているんだ！

　キマイラは他の魔獣に手を出すことを禁じられているのか、シバジロウに対して「タベルナー」と繰り返してばかりいる。キマイラが何もできないことを悟さとったシバジロウは、とうとうキマイラのオヤツをむさぼり始めた。

　大暴れしそうな気配を感じたのか、エメラルダさんがキマイラを抱え上げた。

「ソイツボクノゴハンタベターウワアア」

　エメラルダさんの両腕の中で、キマイラが弱々しく首を横に振りながら鳴いている。

「そう」

　対してエメラルダさんは淡たん白ぱくだ。

「ユルセナイーモヤシテヤルー」

「だめ」

　彼女は即答した。キマイラはしょんぼりとうな垂れた。

　あああ、すまない、キマイラ。うちのシバジロウのせいで。

「ごめん。シバジロウには叱しかって……」

「いい。横取りされるような隙を見せるキマイラも悪い。……この子も我わが儘まま言うのね」

　慌てて謝った俺にエメラルダさんは気にしないでと告げた。

「よくないわよ。今、叱りなさいよ」

　だがキャニーシャさんは厳きびしかった。いや、厳しいというよりは当たり前の行こう為いか。

「こらっ、シバジロウ。駄目だ」

「そんなの怒ったうちに入らないわよ、もっとちゃんとしなさい」

　俺の言葉にヤレヤレと彼女は肩をすくめて返す。

　ぺろりとキマイラのオヤツを平らげたシバジロウは、今度は一つも手をつけられていないミケさんのオヤツまで食べ始める。

　少し離れたところにいるミケさんが呆れたように鼻息を漏もらした。







　シバジロウは今、鞄かばんの中に入れられている。

　俺が叱ってもオヤツの横取りを続けようとしたから、おしおきとして入れている。悪いことをした時は一応ポーズとして何か行う必要がある。

　お茶会も終わりに近い。キャニーシャさんも締しめの言葉を口にした。

「ダーグナー先輩は怪しいけど、これという証しよう拠こがないのも事実なのよね。しばらく様子見して怪しいところが出てきたら、また彼の周辺を再調査……なに、ミケ？」

　ミケさんがキャニーシャさんの耳元に近づいてゴニョゴニョと耳打ちしている。声を潜めているようで俺も何を話しているかまでは聞き取ることができない。

「少しはミケさんの言葉がわかるようになったんだな」

　そう俺が言うとキャニーシャさんは誤魔化すような笑みを浮かべた。

「いや、今のは違うの……何というか。ごめんなさい、ちょっと緊きん急きゆうの用事ができたから席を外すわね、しばらくゆっくりしていてね」

　キャニーシャさんは慌てた様子で喫茶店から出て行った。

　俺はそんな背中を見つめながら怪け訝げんに思い呟つぶやく。

「何だ？　ミケさんの言葉がわかったわけじゃないのか？」

　エメラルダさんが俺の疑問に答えてくれる。

「そうね。ホワイトドラゴンが人間の言葉を喋ったっぽい？　んー、レティシア国絡みじゃない？　ホワイトドラゴン同士は遠いところにいても会話できるみたいだから、向こうの国から何かメッセージが届いたのかもね。それを人の言葉としてホワイトドラゴンがあの子に伝えたのかも。っていうか、ほぼ間違いなくそう？」

　テレパシーみたいなもので会話をしているってことか？　ホワイトドラゴンすごいな。

　やがて戻ってきたキャニーシャさんの顔はひどく険けわしい。

　どこか苛いら立だった様子で椅子に座ると眉間に皺しわを寄よせたまま、残していたデザートとお茶を一気に平たいらげてしまった。

　な、なんだ？　どうした？

　一変したキャニーシャさんの様子に俺は心配になる。

　異様な雰ふん囲い気きを察したのか珍めずらしくエメラルダさんも余計な口を挟まない。

　そうしてキャニーシャさんは緊きん張ちようした空気を読まないような発言をしだした。

「うん、ダーグナー先輩の企みを潰つぶしましょう！　みんな、やる気を出すわよ」

「ど、どうしたんだ、キャニーシャさん」

　そんな俺の問いかけにもキャニーシャさんは急にニコニコしながら受け流す。

「どうしたもこうしたも、ダーグナー先輩は怪しいったら怪しいの。だから彼の謎なぞを暴あばきましょう。きっととんでもない陰謀を企んでいるに違いないわ。それを事前に阻止すれば学園上層部からも認められるだろうし」

「いや、急にそんなことを言われても俺たちは困る……よな、エメラルダさん？」

「…………」

　エメラルダさんは、そんな俺を無視して、椅子の下にいるキマイラを観察し始めた。シバジロウのせいでオヤツを満足に食べられなかったため、かなりふてくされてしまっているらしい。彼女としては、そんなキマイラの姿は新鮮らしく、興味深げにしている。

　キャニーシャさんの相手を俺ひとりにさせる気だな、まったく。

　だがそんな俺の考えを変える言葉が彼女の口から零れ出た。

「どちらにせよ、あなたのコロシアム試験が中断になった以上、この一年で実力を証明するための実績を作るには、それだけのことをしないといけないわ。私はあなたにダーグナー先輩みたいな最優秀成績者になってほしいのよ」

　ああ。俺はキャニーシャさんの思おも惑わくを感じ取る。

　この一年で俺は実績を見せないといけない。

　そうでないと彼女は国に戻されてしまうのだ。

　もしかするとさっきのホワイトドラゴンの伝言は、彼女の国から、また何か言われてしまったのか。だからこんなにも一いつ生しよう懸けん命めいで、焦あせってしまっているのか。

〝彼女にもう少し小賢しくあれと助言してやれ〟

　俺はダーグナーさんから言われた言葉を思い出す。

「ああ、わかった」

「……だから嫌だと言っても無理やりにでも……って、え？」

　俺の言葉にキャニーシャさんは目を丸くして戸と惑まどいの声を上げる。

「ダーグナーさんのことはともかくとして、できる限り学園から評価されるように頑がん張ばってみる」

　そう俺が言うとキャニーシャさんは「わ、わかったのならいいのよ」と口をモゴモゴさせた。

「頑張って。私は、その陰気な先輩が何故、封印牙の門塔に近づいたのかしか興きよう味みないから。それがわかるまでなら付き合う。……その門塔については私も調べないといけないことがあるから」

　エメラルダさんはキマイラの様子を見つつ呟くように返事した。俺は言う。

「一応、学園長に会う機会もあったからダーグナーさんのことは言ってみた。でもそんな変な反応していなかったぞ」

「彼は学園長のお気に入りだもの。あなたのような一生徒の発言では影響力はないわ」

　キャニーシャさんの言葉に俺は考え込む。それだけじゃない気もするが。

　結局うまく考えがまとまらず、お茶会が終わっても、俺は彼女に何も話せなかった。





　　　　　◆






　数日後、一緒にランチに向かおうとしていた俺たちは何やら校内掲示板の前に集まる人ひと混ごみに気付き、立ち止まる。人混みをかき分けて掲示板に張り出された告知を見てみるとキャニーシャさんが小さく叫び声を上げた。

　エメラルダさんも僅かに顔をしかめている。





　　　　　＊






　ギルド別　年間　研究成果発表会のお知らせ

　今まで学園で過ごしてきて学んだことを発表すること。形式・題材は自由とする。

　賞　最優秀賞　優秀賞　金賞

　選考方法　委員会による選考の上で決定

　最優秀ギルドは各受賞作をギルド別に集計して決定





　　　　　＊






「何よ……これ。学園都市ガルダームの授業関連の資料に、こんな記載あったかしら」

「ああ、ないかも。こういう試験行事は大抵、秘密事項だから。資料だけじゃなく先輩や卒業生から情報収集してれば、わかったことではあるけれど」

　エメラルダさんが淡たん々たんとした口調で返した。

「何をそんなに驚おどろいているんだ？」

　そう俺が不思議がるとエメラルダさんが答えてくれる。

「んー。ドラゴンギルドは新入生組だと私たち三人だけだからね。数の上だと不利」

　もしやこれって運動会で五つに分かれて競技別に対抗して、最後の点数で勝ち負けを決めるっていうやつと同じか？

　つまり人数が少なければ少ないほど不利になる。

　いや、基本、優秀な魔獣の揃ったギルドほど人数が少なくなるから、学園上層部の考えとしては人数の多さと才能の多様さで、うまくバランスを取っているつもりなのかもしれない。

　特にドラゴンギルドはイレギュラーな奴が多いからな。

　でもさすがに三人きりで他のギルドと対抗するのは無茶ぶりだ。

「ちなみに去年はどういう結果だったんだ？」

　そう俺が質問するとエメラルダさんが無表情に答えてくれる。

「あの陰気な先輩の一人勝ち。この千年間のドラゴン全種の歴史を全世界の地理別に整理した、しかも一次資料つきで。結果、自分の契けい約やくしているブラックドラゴンが過去に例を見ない新種だということを証明してみせた。……どうも、その似に通かよった容よう姿しから闇の仔どもだの亜あ種しゆだのと疑われていたから、そうじゃないと証明する意味でも調べていたみたいだけど」

「何よそれ、やっぱり、あいつ怪しいわ」

　悔くやし紛まぎれのその言葉は、少し無理がないか。おそらく先輩はブラックドラゴンへの偏見を晴らすために努力していただけだろう。

　さすがにダーグナーさんが可か哀わい相そうになってきたので、フォローすることにする。

「申し訳ないが、俺にはそう見えない。ダーグナーさんには何か事情があるはずだ。悪い人だとは、到とう底てい、思えないよ」

「ちょっと！　どうして先輩を庇かばうのよ！」

「庇うつもりはないって。ただ疑うには根拠が足りないって言っているんだ」

　キャニーシャさんの怒りを俺は何とか受け流しながら柔らかく言い返す。

　キャニーシャさんが彼を嫌うのもわかるんだ。彼はキャニーシャさんの専せん任にん騎き士し候補だったらしい。

　それに彼の話だとキャニーシャさんに魔獣使役者モンスターセプターの役割は求められていなかったってことだから、下手するとダーグナーさん自身が彼女の婚約者候補であった可能性も高い。嫌な自分の未来を連想してしまうからダーグナーさんの存在を素す直なおに受け入れることができないのだろう。

　そんな俺たちを見ながらエメラルダさんが付け足す。

「陰気な先輩の思惑がどうあれ、私たちはドラゴンギルドとして年間研究成果を出さなきゃいけない。封印牙の門塔を題材にするのは悪くない。私が口添えすれば外観くらいなら見ることができる。封印牙の門塔に関わる口実も欲しかったし、ちょうどいい」

「つまり別々で研究するのではなく三人で協力するってことか？」

「そっちのほうがいいでしょ。勉強が苦手な君に、成果発表会があることすら知らないで準備不足のキャニーシャ王女だけで何とかできるの？　私が手伝ったほうが良いものができると思うけど？　別に君たちを悪く言っているわけじゃなく、単なる作業効率的な意味で、そのほうが良いでしょ」

　俺の問いにエメラルダさんが答えてくれる。そうだな。

「ついでに陰気な先輩のことも調べればいい。一石二鳥」

　そう言ってエメラルダさんは口元を僅かに弛ゆるめた。

　ダーグナー先輩に、学園長の警告。そして成果発表会。

　もしかして。

　俺は意を決して口を開けた。

「……今回の件、彫ちよう刻こくドラゴンと学園長の言っていた、キャニーシャさんを狙う暗殺者の一味が学園にいるかもしれない危険性と関係がないだろうか？」

「……ありえなくもないけど」

　キャニーシャさんは不安そうな表情で考え込む素振りを見せる。

「キャニーシャ王女を狙う暗殺者の一味ってなに？」

　エメラルダさんの問いにキャニーシャさんは僅かに怒りを滲にじませて返した。

「バハムート信奉狂集団よ。バハムートと、悪しき使役者セプターを神のように崇あがめ奉たてまつり、バハムートの復活を狙っている奴らよ。お父様が頑張って大事になる前に察知して彼らを叩きつぶしているんだけど、全滅にまでは至ってないわ」

「つまりバハムート狂信者がこの学園に潜んでいるってこと？」

　首を傾げながらエメラルダさんが言うとキャニーシャさんは頷いた。

「そうね。ホワイトドラゴンはバハムートを封じることのできる限られた種族だし、私のミケは実際に封印に関わったと言われているし……なら私の存在は邪じや魔までしょうがないでしょう。……実感はわかないけれど」

「その話と封印牙の門塔に近づく陰気な先輩……リューちゃんは関連があると考えているんだよね」

　エメラルダさんが透明な眼めを俺に向けて言った。

「ああ、でもダーグナーさんが狂信者だと疑っているわけじゃない。封印牙の門塔にはバハムートの仔どもが封じられているんだろ。ダーグナーさんは学園に潜む狂信者が手を出さないように見張っているのかもしれない」

「どうかしら。何故、一生徒がそんなことをするの？　いくら学園長の信頼を得ているからって限度があるわよ。……やっぱり彼は怪しいわ。だって他国の王位継承者でもあり強力な魔獣使役者、それに学園のルールを変えられるくらい学園長の信頼を得ている。そんな彼が実は狂信者で私を排除したいというなら、こうして私が入学してきた今こそ十分に良い機会でしょう」

「…………」

　違うと言いたい。だが彼と二人で会話したことは口にできない。そうしたとしても信じて貰もらえる気もしない。

　そんな複雑な気持ちになっている俺の傍でエメラルダさんが提案する。

「逆に言えば、悪いことを考える狂信者がいて、そいつが悪いことをする前にやっつけたら、みんなはドラゴンギルドの新入生すごいって話になる。成果発表会でこれ以上ないテーマ。……やろう」

「いや、危険だろう？」

「何を言っているのよ、リュウ。そいつが私を狙っているなら、遅かれ早かれ私は危ない目に遭うの。だったら、こっちからやっつけちゃうのも一つの手だわ」

　俺の懸け念ねんをキャニーシャさんは満面の笑みで吹き飛ばそうとしてくる。

　やるしかないか。

　俺はゆっくりと頷いた。





　　　　　◆






　成果発表会の〆切までは間がない。

　そういうわけで俺たちは毎晩、封印牙の門塔に通う日々を過ごしていた。

「闇の仔どもを狙う奴がいるなら絶対に封印牙の門塔に近寄ろうとするはず、こういうのって観察が大事」

　そうエメラルダさんは言いながら意気揚々と俺たちの前を進んでいく。

　もし何も起こらなかった場合に備そなえて俺にも何かできないか考えてはいる。

　例えばエメラルダさんから教わりレイダ苔ごけから爆薬を作ってみた。こんなもの、使わないにこしたことはないのだが。

　もちろんシバジロウも一緒だ。大半は鞄の中で大人しくしてもらっているんだけど。





　　　　　◆






　封印牙の門塔に至る道のりは、街路樹に囲まれているせいで月光が遮さえぎられて、とても薄暗い。

　前々から思っていたけどエメラルダさんはガルファー家のことが絡からむと無表情ながらに激はげしい感情を見せてくる。

　キャニーシャさんはというと、どこか頼りない様子でトボトボと歩いている。

「キャニーシャさん、今日、ミケさんはどうしたんだ？」

「置いてきたわ。久しぶりに喋ってくれたと思ったら、今日だけは封印牙の門塔に行くなみたいなことを喚わめいているのよね。そうはいっても私はリュウをお父様に認めさせる使命があるんだから一日でもサボるわけにはいかないのに」

　今日に限ってミケさんは警告しているのか。どうも嫌な予感がするな。ミケさんの言うことを聞いたほうがいい気がする。

「どうして行くなって言っていたのかわかるか？」

「……それは……単語が難しくてよく……本当、勉強不足を反省するわ」

　俺の問いにキャニーシャさんは言い淀みながら答えた。

　なるほど、この様子じゃキャニーシャさん、ほとんどミケさんの言葉を理解していないな。何となくフィーリングで「行くな」ということだけを察したのだ。まだこの調子じゃ、しばらくミケさんはキャニーシャさんと口をきかないだろう。

「無理にでも行かせないくらいの勢いだったからミケを騙だましたのよ。眠りについた隙をみて、お手洗いに行くふりをして外に出てきたの」

　キャニーシャさんは申し訳なさそうに言った。ミケさんを騙した罪悪感があるようだ。

　疑問がわく。ミケさんが警告……今日の封印牙の門塔はだいぶヤバいってことなんじゃないか？

　そして、そんな俺の予想は当たっていたようだ。

　封印牙の門塔、長い石階段のその先、扉の前に辿り着いた俺たちは、とんでもないものを目にしていた。




「ケルベロスが死んでいる」




　門塔の前に門番であるはずのケルベロスの死体が放り出してあった。三つの頭から紫色の舌したをでろんと出して息絶えている。

　あまりの有り様に、俺以外の二人は声をなくしたようだ。

　最初に声を出したのはエメラルダさんだ。

「ケルベロスは塔の番人。誰だれも通さない、そして無理に通るものは容赦しない強い魔獣。それなのに、こんなに無む惨ざんな……。おかしい。もし、こうなった時、ケルベロスが危険を伝えずに死ぬわけもないのに」

「誰よ、こんなことをした奴。絶対に許せないわ」

　強こわ張ばり冷え切った空気を打ち消すようにして、慌ててキャニーシャさんがそんなことを言うけれど、肝かん心じんの声音に力はない。震ふるえてさえいる。

「何故こんなことをしたんだろうか」

　俺の問いにケルベロスの死体を観察していたエメラルダさんが答える。

「見せしめかな。……外傷はないから毒を使って殺したのかも。毒の実験？　ちょっとよくわからない。……けど、この死に方をする毒には心当たりがある」

　エメラルダさんは意を決したような表情になると門の奥へ進もうとする。

「こんな状況で中に入るのか？」

　俺は止めようと彼女の腕を摑んだが、エメラルダさんはその手を振りほどいた。意図的に怯おびえを振り切るような、強い口調で言う。

「ケルベロスを殺した奴の正体を突き止めないと」

　ミケさんの警告もある。彼女だけを門塔に行かせるわけにはいかない。

「今は明らかに非常事態だ。俺とシバジロウが先に入って、その間に君とキャニーシャさんが他の人を呼んだほうがいいって……」

「リュウとシバジロウちゃんだけを危険な目に遭あわせられないわ」

　俺の提案にキャニーシャさんが首を横に振って否定した。

　エメラルダさんも言う。

「ケルベロスを殺した相手がウロウロしているかもしれない状況、私とキマイラと魔獣なしの王女だけで他の人を呼びに行くとしても、狂信者は一人じゃないかも。そうしたら中に入ったリューちゃんがどうなるかわからないのは確か。考えたくないけど、もし封印されていた闇の仔どもが解放されていたらリューちゃんでもやばい。……それに私、封印牙の門塔に関係するガルファー家として、この状況は見み過すごせない」

　エメラルダさんの言葉にキャニーシャさんも賛同する。

「そうは言ってもエメラルダさんだけで行かせられないわよ。ねえ全員で行動したほうが安全だと思うの。とりあえず様子を見に行きましょう。私たちで、できることをするのよ」

「彼女の意見に賛成。様子を見られるところまで確認して、危なそうなら引き返すくらいでいい」

　そうか？　俺が慎重すぎるのか？

　二人は俺を見つめている。

　俺は彫刻ドラゴンや学園長の言葉を思い出していた。




　専任騎士としていつでもキャニーシャさんの傍にいるべきだ。




　そのために自分が存在しているのだから。

　それに様子を見るだけなら危険は少ないよな。

　俺は鞄を少しだけ開けてシバジロウを見た。シバジロウは外に出るのかと興味をいっぱいためて瞳ひとみをキラキラさせている。いつものシバジロウを見て俺は安心感が広がっていくのを覚えた。





　　　　　◆






　だが、そんな俺の温い考えは、瞬時に打ち消された。

　俺たちが門塔の中に入った途端、扉が勝手に閉まったのだ。

「何よ、これ開かないじゃない！」

　慌てふためいたキャニーシャさんが強く扉を引くがビクともしない。

「おかしい。扉を開けたまま普通に入る分には問題ないはず……なのに。警備装置が作動している？」

　そう言いながらエメラルダさんが連れてきたキマイラでどうにかしようと一いち瞥べつするが、キマイラは緩ゆるく首を横に振った。

「キマイラ？　……そうか……こういう仕組みだったのは知っていたけど全体に影響が及およんでいるなんて……」

　エメラルダさんが驚いたような声を上げたので俺は心配になり質問してみる。

「どうしたんだ？」

「キマイラが弱体化している。どういう仕組みかというと、普通、戦う必要のないとき、魔獣は力を弱めて身体からだを小さくしているのに、この塔の中では、元に戻すことができない。そういう弱体化を維持する結界がはられている。……それどころか、時間がたてばたつほど魔力が封じられていく傾けい向こうにあるみたい？　でも、この仕組みは闇の仔どもが封じられているエリアだけだと聞いていたんだけど……どうして全体に。警備装置だって……やっぱり誰かが既に侵入しているから？」

　いつものエメラルダさんなら知識を喋るときには自信満々なのに、今度ばかりは不安なのか心なしか声が小さい。

　エメラルダさんは息を吐き出しながら聞いてくる。

「シバジロウは？」

「元々小型化してないし、変わりないと思うが」

　そう答えながら鞄の中を覗のぞき込こむと、俺の気配に気付いたシバジロウがピョコッと耳を立てる。大丈夫、かな。とりたててブルブル身体を震わせていたりなど緊張している様よう子すも窺えない。

　キャニーシャさんもシバジロウを確認して安あん堵どした様子を見せている。

　戻れないなら、進むしかない。

　俺たちは互たがいに顔を見合わせて頷き合う。

　門もん扉ぴを開けることを諦あきらめたキャニーシャさんは一番前に出て進む。空から元気なのか表情に覇は気きはない。







　塔の中は洞窟のように一本道が続いており、ずっと進むと扉があり、そこを抜けると開けた場所に出た。

　その部屋は中央にとんでもないものが存在していた。

　俺たちは、その物体に駆け寄った。

　液体の入った透明なガラスケースのような筒状のものの中には、痩やせ細ったドラゴンが浮かんでいる。大きさは成人男性三人分ぐらいだろうか──ドラゴンの翼つばさは肉がついておらずコウモリの羽を徒いたずらに折り曲げたような、歪ゆがんだ形だ。シワシワの大きい瞼まぶたを閉じて眠っているようだ。

　何よりも特徴的なのは、ドラゴンの体色だ。まるで全ての色を混ぜて作り上げたような混こん沌とんとした禍まが々まがしい黒色だ。長く見ていると何故か吐き気すら感じてしまう。ダーグナーさんの従したがえるブラックドラゴンの黒色がどれだけ艶つややかで美しいのかが改あらためてわかった。

　そしてドラゴンの首にはトゲトゲに似た突とつ起きのついた首輪がつけられていた。

「あの首輪……見たことがある。ガルファー家のもの。魔獣を支配するための……そんな、どうしてあれが……」

　エメラルダさんが呆然と呟いている。

　やがて俺たちの見ている前で透明な液体が赤く染そまった。その赤みは、液体の中にいるドラゴンに吸い取られるようにして、徐じよ々じよに薄うすれていく。

「……これは……封印されている闇の仔どもなのか？」

　そう呟く俺に応じる声があった。




「やれやれ。子どもがうろつき回るには、少々遅い時間ですよ」




　その渋しぶめな声には聞き覚えがあった。

　声のしたほうに顔を向けると、部屋の入り口辺りから普段と変わらない穏おん和わな笑みを浮かべたクオリア講師が現れた。入り口を塞ふさぐようにしているその態度に不ふ穏おんなものを感じる。

　振り向いたキャニーシャさんが不信感も露わに声を出す。

「クオリア講師？」

「叔父様？」

　エメラルダさんが呟いた。彼女にしては珍しく感情を顔に出している。信じられないといった声だった。

　クオリア講師は後ろで手を組んだまま、無言で俺たちを眺めている。

　何故、クオリア講師が封印牙の門塔にいるんだ？

　鞄がモゾモゾ動いている。

　シバジロウが何かを感じているようだ。

　再度、俺はエメラルダさんを見た。彼女の双そう眸ぼうには恐怖が混じっている。

　歪いびつな違和感に気付いた俺は、シバジロウの動きも気になったので二人を庇うようにしてクオリア講師の前に出た。

　瞬間、カランと音がした。

　音のしたほうを見るとエメラルダさんの足元にナイフが転がっている。

　クオリア講師が「失敗しましたか」と笑みを浮かべながら右の手首をプラプラ揺らしていた。

　エメラルダさんの足元にいたキマイラは転がったナイフを睨みつけて唸っている。

　クオリア講師がエメラルダさんに向かって投なげたナイフが何かの力ではじかれたようだった。

　シバジロウが律りち儀ぎに二人を護ろうとお願いした俺の約束を守ってくれたのだろう。

　おかげでエメラルダさんは無傷だ。

　俺は嫌らしい笑みを浮かべているクオリア講師を睨みつけながら言った。

「講師、どうしてエメラルダさんを殺そうとし……」

　そう問いかけた俺の言葉を遮るかのようにエメラルダさんが一歩、前に出て言う。

「やっぱり、あの情報は本当だったんだ。信じていたのに」

　エメラルダさんが唇を震わせながら続ける。

「私、時間があればクオリア叔父様の様子を探るように言われていた。本家の人たちは叔父様が闇の仔どもの復活を企んでいるんじゃないかって疑っていた。レティシア国王に気に入られている叔父様が、そんなことをするわけがないって、私は思っていたけど……叔父様はどこで間違えたの？」

　エメラルダさんが強く唇を嚙かみしめている。

　苦痛に満ちた表情のまま顔を上げて、縋すがるような視線をエメラルダさんはクオリア講師に注ぐ。

　クオリア講師は、答えることが無意味だと言わんばかりにエメラルダさんの言葉を黙殺した。何故か俺のほうに視線を向ける。

「やれやれ、やはり僕の見立て通り、君はなかなかに厄やつ介かいのようですね。あの爆発で魔獣とともに死んでいればよかったものを」

　クオリア講師の言葉に、俺は顔を強張らせた。

「まさか、お前が……！」

　こいつがあの円形競技場に罠を仕掛けたのか！

「何故よ？　どうしてそんなことを!?」

　問い詰めるキャニーシャさんにクオリア講師は肩をすくめた。

「今後、我々が活動しやすくするために邪魔なものを早いうちから消すのは当然でしょう、キャニーシャ王女。そう、あなたも母親のように強いホワイトドラゴンと契約する可能性があったので潰しておきたかったのですが……懸念が現実になってしまいましたな」

「その言い方……まさか私を暗殺しようとしたのはあなたなの？」

　不快げに眉まゆ根ねを寄せたキャニーシャさんの声が刺々しい。

「そして、お母さんと契約魔獣ファルを殺したのも……」

「いやはやそこまでは。あれは事故です。結果的に、そうなるように仕組んだのは僕ですが。それに魔獣を庇い死ぬことを選んだのは、あなたの母親でしょうに。僕を恨うらむのは筋違いというものでしょう」

「あなた……！」

「キャニーシャさん、その怒りはわかる。俺もすごく腹が立つ。でも……クオリア講師の態度にどこかおかしなものを感じないか？」

　俺は二人の会話を遮った。激げつ昂こうするキャニーシャさんの呼吸は荒いが、俺の言葉に冷静さを取り戻した双眸で、はっとしたようにドラゴンの容器に顔を向ける。

　俺の言葉にクオリア講師がニヤッと笑った。

　そのとき、ピシリと音がした。

　音のしたほうを見れば広場の中央にあるドラゴンの容器に、さっきまではなかった大きなヒビが入っている。

　状況を愉たのしんでいるのかクオリア講師がクツクツと肩を揺らして笑った。

「やれやれ、ようやく最後の餌を食いきったみたいですね」

「闇の仔どもに何か食わせていたのか」

「憎きホワイトドラゴンの仔どもですよ、あなた方もその目で見たでしょう、可愛らしく哀あわれな白い仔どもをね」

　その言葉にキャニーシャさんが顔をしかめた。

　彼女の反応が悦えつに入ったのか、クオリア講師は愉しげに話す。

「そう育いく児じ放ほう棄きされた仔どもたちをね。途と中ちゆう、ダーグナーに何体か奪われて困りましたが、足りたようで何より」

　何て惨むごいことを！

　先ほど闇の仔どもが入った容器に混ざった赤い液体がそうなのだろう。

　ピシピシ、と音がした。不快で不吉な音に、恐怖を感じた俺たちはドラゴンの入れ物に顔を向けた。

　どんどんヒビが広がっている！

　俺はキャニーシャさんとエメラルダさんの手を引きながら慌てて容器から離れた。

　中に入っていた闇の仔どもの目がうっすら開かれたかと思うと、俺を真っ直ぐ見み据すえてきた。

　瞬間、バリンと激しい音とともに派手に器が割れ、ガラスが飛び散り、大量の液体が溢あふれた。

　キャニーシャさんたちを守らないと！

　そう思ったとき、飛び散ったガラス、あふれ出た液体が、まるで生き物ように不自然に動きながら俺たちを避けた。

　またシバジロウが守ってくれたんだろう。

　だが、その次に俺の目に飛び込んできたのは禍々しい姿だった。




　──オオオオオオオオオオオオ！




　骨が折れ曲がったような歪な翼を広げた闇の仔どもは俺たちに向かって咆ほう吼こうを上げる。まだ本調子でないのか、ぎこちなく手足を確かめるような動きをしていた。

「あ、ああ……」

　竜の咆吼にあてられたのか、キャニーシャさんが小さく恐怖に震える声を上げた。エメラルダさんも喘あえぐような呼吸をしている。

　黒き竜が禍々しい翼を広げて、再び咆吼する。先ほどよりも力強い声だ。

　ここの結界は魔獣の力を徐々に弱めていくもんじゃなかったのか！

「……だめ……危険。逃げよう」

　エメラルダさんは呟くように言った。俺は奥歯をかみしめながら返す。

「……キマイラじゃ対抗できないのか？」

「闇の仔どもがヤバイのは暴力的なまでの強さじゃない。下手に刺し激げきしたら、その体内に秘められた強力な魔力が暴走して自爆するの。そうすると、この部屋全てが火の海と化してしまう。私のキマイラじゃ、みんなを爆発から守れない」

　そんな彼女の言葉を聞いて俺は落ち着きを取り戻す。

　キャニーシャさんを一瞥すると、彼女は闇の仔どもを睨みつけていた。

　自分の頰をはたくと、キャニーシャさんはその音に驚いたのか、はっとした様子で俺を見てくる。安心させるために笑いかけた。俺に任せてほしいと、そう伝わるように。

　そんな俺にこたえるように、キャニーシャさんは僅かに頰を弛ませてくれた。

　この状況で専任騎士である俺が混乱してどうする。俺がしっかりしなければ。

　──でなければ、彼女の傍にいる意味がない！

　床ゆかに下ろした鞄を開けてシバジロウを外に出す。

「出番だ、シバジロウ！」

　そう呼びかけたシバジロウは、緊きん迫ぱくした状況など何のその、パタパタと尻尾しつぽを振って俺に向かって笑いかけている。

　余よ裕ゆうだな、おい！

　シバジロウが余裕な顔で笑っているんだ。きっと今の状況はシバジロウにとってはそれほど危険じゃないんだ。だから落ち着いて対処すればいいんだ。

「その魔獣を連れてきていましたか……だがこの場所では、やがてすぐに弱体化するでしょう、無む駄だなあがきです」

「それはどうかな」

　クオリア講師の煽あおりに俺は笑い返した。

　それから俺はシバジロウを見つめた。

　シバジロウも「ハッ」と声を出してくれる。俺に任せろと言いたげな顔だ。

　今までの経験からベストにシバジロウにお願いをするにはどうしたらいいか考える。

　一番手がかりとなったのはシェザさんとの決闘のときだ。

　そう、シバジロウを信じること──初めて試ためすけど、決して間違ってはいないはずだ。

「うん、任せる。俺たちが逃げるまでの間、時間稼かせぎをしてくれ。いいな」

　シバジロウに話しかけると、彼は返事の代わりに激しく尾を振った。

「負け惜おしみを。どうせここで死に果てるのですから無駄な足あ掻がきはやめてほしいのですが。諦める決断をするのも時には大事ですよ？」

「どうも勘かん違ちがいしているようだが、俺は足掻いているわけじゃない。絶対にシバジロウは勝つんだ。諦めるのはお前のほうだ」

　俺はシバジロウの頰を両手で挟んで言った。

「……ちゃんとできたら、オヤツをあげるから」

　そして両手を離す。それが合図だった。

　シバジロウは闇の仔どもへと走っていく。

「……今のうちだ。エメラルダさん、どうすればいい？」

　そんな俺にエメラルダさんが広場の奥を指差す。そこに見えるのは、俺たちが入ってきたのとは別の扉だ。先程までは闇の仔どもが入っていた容器に隠れていて、見えていなかったのだ。

「あの扉の先に格子窓がある。キマイラに咆吼させれば誰か気付くかも……」

「なるほど、じゃあ走ろう！」

　俺たちはシバジロウに気を取られている闇の仔どもの横を通り抜けて、その扉を目指す。

　そんな中、キャニーシャさんがシバジロウに目を向けながら言った。

「どうしてこんな危機的状況なのに、シバジロウちゃん、前のめりになってお尻をプリプリ振っているのよ！　しかも、あんな馬鹿みたいに口を開けて！」

「あれはプレイバウといって遊びに誘っているポーズで……口を開けているのは興こう奮ふんしていて……」

「そういう質問しているわけじゃないわよ！　……って、あ……」

　キャニーシャさんと気の抜けたやり取りをしながらも必死で扉に向かう俺たちの前に、立ちはだかるものがいた。

　クオリア講師だ。いつの間に回り込んだのか、ゆったりとした足取りで扉の前を陣取ると薄気味悪い笑みを浮かべた。

　大人しく俺たちを見逃してくれるわけがないか。

　彼は嘆たん息そくしながらシバジロウのいるほうに視線を向けて言った。

「……やれやれ、意外とあなたの魔獣は闇の仔どもと善戦しているようですが」

「俺のシバジロウだけじゃなく、お前も闇の仔どもと遊んできたらどうだ」

　そう俺が返すとクオリア講師は小さく笑う。

「なかなか冗談がうまいですね……ところが僕にはやることがある。魔獣を相手にするよりも魔獣使役者を先に殺すのは当然の戦略だと講義で教えませんでしたか」

　クオリア講師はどこから取り出したのか、両腕で歪わい曲きよく刀とうを構えた。

　彼から向けられた殺意で足がすくむ。

　だが、恐れてばかりなどいられない。俺は足に力を込める。

　俺のポケットにはレイダ苔で作った爆薬がある。これをうまく用もちいれば──

「ダメ、クオリア叔父様は暗殺スキルに長たけているの、あなたじゃ……！」

　クオリア講師に向かって駆け寄ろうとした俺の腕をエメラルダさんがつかむ。

「え……？」

　勢いをつけていたため、俺は体勢を崩くずしてしまった。エメラルダさんの顔が青ざめる。

　その時、クオリア講師が動いた。

　講師の持つ二つの歪曲刀は間違いなくキャニーシャさんを狙っている。

　まずい、このままだとキャニーシャさんが──

　俺は崩れた体勢を整えると、脇目もふらずにキャニーシャさんへと飛びついた。

　クオリア講師の振り下ろす凶刀にも構わず護るようにして彼女に覆おおい被さる。




　──自分の身を顧かえりみず、俺は。

　また同じ過ちを繰り返そうとしていたのだ。





　　　　　◆






　数ヶ月前の光景が目の前に広がる。




　俺と母親は買い物の帰り、横断歩道で青信号になるのを待っていた。

　散歩のついでだったので、シバジロウも一緒だ。

　俺は買い物袋を両手に抱えて、母親がシバジロウのリードを持っていた。

　青信号になったので横断歩道を渡わたろうとしたが、野菜をギュウギュウに詰めた買い物袋からタマネギが転がり落ちてしまった。俺はコロコロ転がるそれを拾おうとして──




　信号を無視した車が猛スピードで俺に向かってきた。




「隆りゆう！」

　凍り付いたように動けなくなった俺を見て母が叫さけんだ。

「シバジロウ！」

　必死の形相で俺に駆け寄ってくるシバジロウ。

　ダメだ、こっちに来るな。

　もう何をしても間に合わないんだから。

　お前まで巻き込むなんてダメなんだから。

　跳躍したシバジロウの身体、そして俺に車がぶつかってきて──




　死にたくない。

　でもそれ以上に死なせたくない。




　そんなの、俺もお前も一緒だったはずなのにな。

　どうしてこうなったんだろう。

　だからもう繰り返したくないのはお前も同じなはずなのに。





　　　　　◆






　──ワンッ。




　その鳴き声で俺は我に返る。

　刃は俺に届いていなかった。

　目を開けてみるとクオリア講師が壁かべのほうまで弾き飛ばされている。

　強い衝撃で壁に叩きつけられたからだろう、クオリア講師は膝ひざをつき胸を押さえ苦しそうな咳をしている。

　キャニーシャさんは!?

「……あ……」

　彼女の声が身体の下から聞こえた。良かった、無ぶ事じのようだ。俺はそろそろと彼女から離れた。しっかり彼女の顔を見ると、俺と同様に何が起きたのかわからないのか、ぼんやりとした表情でクオリア講師を眺めている。

　シバジロウが俺のほうに首を向けている。

　赤い舌を出して、とびきりの笑顔を見せてきた。




「シバジロウ」

　そう言いながら、俺はかつての約束を思い返していた。




　──俺、お前が死んだら、ぜってー次の犬を飼わないからな、お前だけだからな！

　──だから死ぬなよ、な！

　──大丈夫、死なないように、ずっと俺が護ってやるからさ！




　次にエメラルダさんの言葉を思い出す。




〝シバジロウが大切だから、護りたいから勉強したいの？　頑張るの？　君、今はどちらかというと護られる側なの、わかっている？〟




　泣きながら怒るキャニーシャさんの顔が脳裏に浮かぶ。




〝あのね、人間と魔獣はお互いに幸せにならなきゃダメなの！　人間が魔獣のために死ぬなんて、そんな一方的な自己犠牲はダメなのよ！〟




　ようやく理解できた。

　俺の気持ちを汲くんで、ずっとシバジロウは俺を護ろうとしていた。俺の約束はシバジロウのそれでもあったんだ。

　俺とお前、どっちが約束を破ってもダメだ。

　お互い同じことを考え、二人一緒にいて、初めて、その約束に価値が出てくるんだ。

「ごめん、シバジロウ」

　俺はシバジロウに謝った。シバジロウの黒いつぶらな瞳と目が合う。

「お前が死んでも駄目だし、俺が死んでも駄目だよな。助けてくれて、ありがとう」




　ワンッ。




　今度こそわかってくれたのかと、シバジロウが満面の笑みで、そう言ってくれた気がした。




「……ぐ……ば……馬鹿な、我らが闇の仔どもはどうした……」

　壁にぶつけられたクオリア講師が呻うめくとシバジロウが頭を上げた。




　ワンッ。




　視線の先には、クオリア講師と同じく壁にめり込んだ闇の仔どもが、ヨロヨロと一歩踏み出しているのが見えた。

　闇の仔どもは苦痛に満ちた咆吼を上げると、翼を動かして身体を壁から無理やり引きはがす。ぐらりと首をもたげて、憎々しい感情に満ちた双眸をシバジロウに向けてきた。闇の子どもの胸が赤く脈打っている。

　まずいな。そういえばあいつは死にかけると爆発する性質があるんだよな。

「シバジロウ、ここは正念場だ。爆発される前に確実に倒たおしきろう、いいな」

　俺はシバジロウの目を見ながら話す。シバジロウは任せろといわんばかりに尾を激しく横に振った。

　そう俺たちがアイコンタクトをしている間に、黒く禍々しいドラゴンは大きく羽ばたくと天てん井じようへと舞い上がる。

　そのままシバジロウへと勢いつけて体当たりを食らわせようとしたようだが──

　ひょいっとシバジロウは軽やかに跳んだかと思うと、一瞬にして闇の仔どもの頭のてっぺんに移動していた。フフンとドヤ顔を見せながら、闇の仔どもの頭の上にお座りした。その様は見えないだろうが、シバジロウに馬鹿にされていることは伝わったのだろう。闇の仔どもはシバジロウを振り落とそうと激しく頭を振った。

　だが──




　くるんっと闇の仔どもの身体が回転した。




　シバジロウが闇の仔どもの尻尾をくわえて、それを起点に軽やかに放り投げたのだ。再び壁へと叩きつけられ、グオッと呻き声を上げて闇の仔どもは苦しそうにむせた。激しい怒りをたぎらせながら頭を持ち上げた闇の仔どもだったが、驚いたかのように目を見開いた。

　その理由は俺にもすぐわかった。

　空中にいたはずのシバジロウがいつの間にか地上に降り立ち、赤い舌を出しながら、タタッと闇の仔どもへと駆けてきたからだ。

　迎え撃とうと闇の仔どもは体勢を立て直そうとする。

　しかし、遅い。シバジロウは、ステップを踏ふむようにジャンプすると闇の仔どもの頭目がけて勢いよく飛び込んだ。












　そのままパクリと闇の仔どもの鼻に強く嚙みついた！

　闇の仔どもがギャアアアと叫び声を上げた。

　その悲鳴を聞いてシバジロウは「満足した！」という顔をすると、再び俺のほうへと駆け戻ってくる。

　ワンッ！

　そう俺に向かって吠ほえた瞬間に、シバジロウの背後で闇の仔どもの身体が傾く。鈍にぶい音がして闇の仔どもは倒れ込んだ。そのままピクリとも動かない。

　倒したってのか？　こんな短い時間で？

「馬鹿な……その魔獣は何だ……一体、この強さは……」

　そう言いながらクオリア講師はよろめきながら立ち上がる。シバジロウを凝ぎよう視ししながら苦く悶もんの声を上げて呟いた。

「この門塔は魔獣の力を弱める結界が働いているはずなのに、その強さは……！」

　そんなの俺もわかるわけがない。だけど──

「長く説明する必要もない」

　俺はクオリア講師を指差した。力を込めて宣言する。




「俺とシバジロウの前に、そんなものは関係ない。積み上げてきた約束があるからな」




　そう言う俺にクオリア講師は信じられないといった表情になったが、すぐに顔を歪めて叫んだ。

「くそ……くそっ！　闇の仔どもを生きたまま操あやつることがかなわぬなら、せめてキャニーシャ王女も道連れだ！　爆散して死ね！」

　クオリア講師の声に応じて、闇の仔どもの身体が内側からドクンドクンと真っ赤に光り出す。

「え！　倒しきったら爆発しないんじゃないのか!?」

　慌てた俺がそう言うとエメラルダさんは唇を嚙みしめて返した。

「普通はね。……でもきっと叔父様は、あの魔獣を操ろうとしていたから、何らかの細工済み、多分あの首輪がそうなの。だから魔獣は叔父様の意志に応じて爆発しちゃうのかも」

「爆発しちゃうのかもって！」

「確か自爆までにある程てい度ど、時間がかかるはず……私が何とか叔父様を説得する」

　俺の言葉にエメラルダさんは強張った顔のままクオリア講師に歩み寄った。

「ねえ、叔父様。そうやって魔獣の意志を踏みにじってどうしたいの。叔父様はまた同じ過ちを繰り返すの？」

　クオリア講師は彼女の言葉に自嘲じみた笑みを浮かべている。

　俺の疑問をよそにエメラルダさんは言葉を続けた。

「かつて叔父様は魔獣を操る薬を生み出し、実験をして多くの望まぬ犠牲を出した。ガルファー家は魔獣を最強にしたいけれど叔父様のやり方には賛同しなかった。……叔父様はそれを恨まないで、やり方を変えて純粋に魔獣の知識を蓄えて、何かしら弱ったり行き場をなくした魔獣のために貢献した。だから今はみんな、叔父様を見直して信じていた。……なのに、どうしてバハムートの狂信者に？　また、間違えたの？」

「エメラルダ。勘違いしているようですが、僕はあのときのことを過ちだなんて思っていない。理解しようとしなかったお前たちを見返すために大人しくしていただけです」

「…………」

　クオリア講師は黙り込んだエメラルダさんに構わず、どこか虚うつろな双眸のまま歪んだ顔で言う。

「どこで間違えたのか、と尋たずねましたね、エメラルダ。……答えてあげましょう。僕は最初から間違えてなどいない。間違えているのは、お前たちだ」

　彼の言葉にエメラルダさんの顔が悲しそうに引きつった。唇を震わせながら言う。

「……全部、演技だったの？」

「だからどうしたと？　お前こそ考えがおかしいでしょう。ガルファー家は魔獣を最強にするには方法は問わない血筋。そのキマイラも、幾つかの魔獣を組み合わせて造ったもの。その歪んだ存在こそ我らが象しよう徴ちよう。お前もわかっているでしょうに」

「キマイラは……キマイラの元になった魔獣たちは賛同してくれた……」

「そうしなければ弱りきって死ぬと言われたら賛同するしかないでしょう。魔獣の意志を奪い最強を造ろうとする僕と、そうせざるをえない魔獣を寄せ集めて人工的に最強を造ろうとするエメラルダと、何が違うのですか」

　責めるようなクオリア講師の言葉にエメラルダさんは一瞬目を震わせて深く俯いた。

　エメラルダさんが深く傷ついている。何かしら声をかけたいけど、危機的状況もあってうまく言葉が見つからない。

　だが──




「ぜんっぜん違うわよ、こんちくしょう！」




　重たくなった場を切り裂くような、透明感のある声が響いた。

　キャニーシャさんだ。腰こしに手を当てて双眸を怒りの色に染めている。

「何よ、さっきから聞いていたら勝手なことばかり。あなたと彼女は違うわ！」

　彼女は矢や継つぎ早ばやに言葉を続ける。

「私は傍にいて、彼女とキマイラを見てきたもの。彼女はキマイラのことを大事に想って一緒に頑張ろうとしている。闇の仔どもがやられたからって、躊躇ためらいもなく爆発させようとするあなたとは、ぜんっぜん違うわよ！」

「ははっ、あんな死にかけの魔獣を組み合わせたものと一緒に頑張ろうとするだって？　そんなことに何の意味が？」

　キャニーシャさんの言葉をあざ笑うクオリア講師を、逆に彼女は笑い飛ばした。

「一緒に頑張ろうとして何が悪いの。頑張ろう、と思う気持ちがあったほうがうまくいくわよ。信頼関係は奇跡を生み出すのよ。きっとキマイラは最強の魔獣になれるわ」

「は、第三王女。薄っぺらな綺麗事を。政治事に翻ほん弄ろうされるだけの存在……達成できるだけの力もないくせに。知性の欠片かけらも感じられない言動を……」

「綺麗事だとしても賢くないやり方でも、私は貫いてみせるわ」

　クオリア講師の嘲ちよう笑しようをキャニーシャさんは笑顔でぶった切る。

「──だって、私は魔獣と一緒に頑張ろうって気持ちを持ち続ければ、うまくいくって、どこまでも信じているもの」

　キラキラと輝く目は俺とシバジロウに向けられた。

　一心に向けられた感情は、俺たちこそが、彼女の主張するそれだと信じているようだった。

「バハムートを封じたミケを舐なめないで。魔獣の力を封じた塔が何だというの。私の気持ちが伝われば助けに来てくれるわ」

　天井を仰ぎ、彼女はスウと息を大きく吸い込む。

「ねえ、ミケ、来てくれるわよね！」

　彼女が叫んだのと闇の仔どもが爆発したのは同じタイミングだった。

「まずい。シバジロウ、みんなを護れ！」

　闇の仔どもの身体が膨ふくらみ弾けた瞬間、輝くばかりの閃せん光こうが部屋中に広がり──




　爆音、爆風、爆熱が一瞬にして吸い込まれるようにして一箇所に集中し、ビー玉くらいの大きさに縮しゆく小しようした。




『やれやれ、まったく新しい契約相手は無茶なことばかり言う』




　聞き覚えのある声がした。

　壁の一部が崩れ落ちたと思うと、瓦が礫れきの隙間から巨大な鼻先を覗かせるのはホワイトドラゴンのミケさんだった。

　外から無理やり、力尽くで頑がん丈じような塔の壁を破壊したようだ。

「ミケ！」

　キャニーシャさんが嬉しそうな声を上げてミケさんに駆け寄る。

『無事だったか、問題ないか？　……いや、この言葉じゃ、まだ意味を理解することはできんか。……わたし、あなたを、たすけにきた。おくれて、すみません。けがは、ありませんか？　……これなら通じるか？　わかるか？』

　ミケさんがたどたどしく言葉を紡ぐ。

　キャニーシャさんが単語の一つ一つを聞き取れるように気を遣ってくれているのだ。

「……わかるわ。ミケが謝ることない。助けに来てくれてありがとう。信じていたの」

　キャニーシャさんは涙ぐんでいる。

　闇の仔どもの爆発が失敗し、不利になったとみるやクオリア講師は舌打ちして瓦礫の隙間から外を目指して逃げ出そうとする。

「馬鹿め！　この俺とルバムと貴族の情報ルートから逃げられると思ったか！」

　威勢の良い声とともに現れたのはコカトリスだった。バタバタと翼をはためかせて瓦礫の隙間から現れたコカトリスはクオリア講師に突進した。その背後には得意げに声を上げたシェザさんがいる。

「貴様か、俺のルバムとふわっふわのもっふもふの対決を邪魔した無ぶ粋すいな奴は！　恥を知るが良い！　……っておい、まだ逃げる気か！」

　だがクオリア講師はシェザさんの制止を無視して逃げようとする。

　だがそんなクオリア講師を邪魔するものがいた。

　小さな黒いドラゴンがひょこっと現れた。

　外に出られる寸すん前ぜんでクオリア講師は頭を小突かれ、尻餅をつく。

　闇の仔どもじゃない。この魔獣を俺は見たことがある。この魔獣の使役者は──

「ダーグナーさん」

　瓦礫の隙間から出てきたのはダーグナーさんだった。

　どうしてシェザさんたちが、こんな場所に？

　そう不思議に思う俺を見下ろしながらダーグナーさんは一いつ喝かつした。

「前々から思っていたが先輩をつけろ、馴なれ馴なれしい」

　え、今言うことがそれ？

　ダーグナーさんは険しい目で俺たちをギロリと睨みつけて怒ど鳴なる。

「勝手にこんな場所に入り込んで、一体、何を考えている！　考えなしに来ていいところじゃない。そのくらい自分で判断しろ、バカが！」

　いつも冷静な彼にしては珍しく怒っている。

「……そういうあなたは何なのよ、それじゃあ、何故、封印牙の門塔を探っていたのよ！」

　キャニーシャさんが頰を紅こう潮ちようさせて反論する。だが俺はダーグナーさんの言っている意味がわかるだけに、彼女のフォローが難しい。

「俺は裏生徒会の一員だ。最近、封印牙の門塔周辺で不審な出来事が相次いでいたため調査していただけだ」

　なんだって、ダーグナーさんが噂の裏生徒会だってのか！

「じゃあ、シェザさんも？」

　そう俺が言うとダーグナーさんは首を横に振った。

「彼は違う。俺のあとにしつこくついてきて振り払えなかっただけだ」

「……フン。厄介ごとの匂においを漂ただよわせた奴を見極めるのは得意だからな！　世界三大貴族の血筋を舐めるなよ。情報収集にはいくらでもやりようがある」

　それは自じ慢まんするところじゃない気もするが、シェザさんは得意げに鼻を鳴らしているので、あえて突っ込まないことにする。

「……ぐ、ふざけるな……」

　這はいつくばったまま、なおも逃げようと抵抗するクオリア講師の前に現れた人物がいた。俺は目を見開いて彼の言葉を聞く。

「……そこまでだよ。クオリア講師。もう諦めなさい」

　スキンヘッドの老人、学園長は静かな声で優しく言った。

「いやあ、君がここまでしでかすと思わなかった。とはいえ君をあえて泳がして多くの生徒を危険に巻き込んだのは儂わしの責任だ。君ばかりに責任を押しつけるわけにはいかないね」

　学園長の言葉に、ようやくクオリア講師の動きが止まる。顔が絶望に染まっていた。

「……さて君には色々聞きたいことがある。……例えば今の君たちの親玉の話とかね。さあ、大人しくしてくれるよね？」

　多少、言葉に引っかかりを覚えるが、学園長の登場に誰もが安堵したのか、緊張していた空気がようやく弛む。

　これで本当に助かった。

　俺はその場に崩れ落ちる。へたり込んでいる俺に、一通り遊んで満足したらしいシバジロウが近づいてきて、膝の上に乗っかると俺の顔をぺろりと舐めた。

　お疲れ様、とでも言うように。





　　　　　◆






　事件はクオリア講師が捕ほ縛ばくされることで片付いた。彼の背後に色々組織があるようだが、それについては今後彼から聞き出すそうだ。

　封印牙の門塔も修復された。

　どうやら学園サイドも、封印牙の門塔をめぐるクオリア講師の不審な動きには気付いていたようで、学園長の命令のもと、裏生徒会であるダーグナーさんが監視役として彼を見張っていたらしい。彫刻ドラゴンの忠告していたキャニーシャさんを狙うものの正体はクオリア講師だったのだろう。

　ただ学園サイドにとって、クオリア講師が既に封印牙の門塔にまで入り込んでいたとは思っていなかったようで、結果、このような混乱を招まねいてしまったようだ。ダーグナーさんもまさか彼がここまでするとは思わなかったらしく、油断がこんな惨状を招いてしまったことを悔くやんでおり、事件後、改めて俺たちに謝罪に来てくれた。




　そうして今、俺たちは大ホールで研究成果発表会の授賞式に参加している。




　封印牙の門塔を題材にした研究は、学園長の介入で解決したため、成果として発表しても、賞に掠かすりもしなかった。




　現実はこんなもんだ。

　どうやら今までドラゴンギルドは最優秀ギルドに選ばれないまでも何かしら受賞していたようだ。

　今年は最優秀に選ばれるどころか何にも受賞しない、ずいぶん不名誉で出来の悪い功績を残してしまい、ドラゴンギルドに所属している先輩方はもちろんのこと、ダーグナーさんは際だって、この失しつ態たいに激怒しているようだ。




　あとは学園長の長くて退たい屈くつな総そう括かつを聞き流すだけだ。

　早く終わらないかな。自室に戻ってシバジロウとじゃれ合いたい──じゃなかった、補習の宿題が残っているから、せめて早く済すませておきたいのだ。




　だが、唐とう突とつに俺の名前を呼ばれた。




「リュウ・コレクニ、前へ」




　学園長の声だ。

　は？　何で？

　目を丸くしている俺の隣となりでキャニーシャさんが話しかけてくる。

「ちょっと聞いてなかったの？　さっき学園長が話していたでしょ？」

「話していたって何を？」

　ぼんやり考え事をしていて聞いていなかった。

「だから特別賞についてよ。今回、直接的な成果としては表彰できないが、封印牙の門塔の問題を解決した功績として……ああ、もうつべこべ言わずにさっさと行きなさい！」

　キャニーシャさんに背中を押されるようにして立ち上がった。

　俺？　どうして？　特別賞？　功績？　本当に信じられない。

　俺はゆっくりとした足取りで壇上に進む。




「リュウ・コレクニ、あなたは封印牙の門塔にて闇の仔どもの封印解除に伴ともなう事件に際し、勇敢な対応により犯人討伐のみならず学園都市ガルダームの平和に大きく貢こう献けん及および社会的責任遂行に寄与されました。これは他の模範となりうる行為であります。よってその功績を讃え、衷ちゆう心しんより謝意を表し特別賞受賞者として、ここに表彰します」




　俺は照てれながらも学園長から賞状を受け取る。

　背筋を伸ばした俺は軽く頭を下げた。

　拍手が、わき起こる。むずがゆい気持ちだ。

「さてリュウ・コレクニよ、一言お願いします」

　告げられた言葉に、ハッとしたが悩なやむまでもない。

「それでは……」

　俺は、後ろの席に控ひかえているキャニーシャさんを一瞥する。

　彼女は俺が何を言うつもりなのかしらと興味しんしんの表情だ。




「こうして受賞できたのは俺の力だけではありません。シバジロウと何より──キャニーシャ王女が傍にいて、俺を指導してくれたからです。俺は彼女と学校に通えることを誇ほこりに思います」




　まるで呼吸のように、すっと出てきた言葉だ。

　吐き出したあとに見た、くしゃりとしたキャニーシャさんの笑顔が印象的だった。




　ああ、よかった。俺が今まで走り抜いてきた甲か斐いはあったのだ。

　ほっとしている後ろで、学園長が呟くようにして俺に声をかけてくる。

「君の受賞は彼女の父親が推薦したからでもある。……どうしてわざわざあの子の父親が肩入れをしてきたのかと疑問に思ったが──なるほど彼女の笑顔を見て納得したよ。儂は儂なりに彼女と彼女の父親、そして君を心配していたが杞き憂ゆうだったようだね。うまくやっているようで何より」

「それは一体……」

　そう言いながら、はっとして彼を見ると学園長は少しだけ目を伏せて返した。

「彼女の父親も、何とかできる範はん囲いで彼女を護ろうとしているということだ。なかなかに親心はわかってもらえないのが常だがね。とくに彼女を取り巻く環境は、綺き麗れいな気持ちすら、あっという間に曇くもらせる。……だが、それも君が隣にいれば輝きを取り戻すだろう。君も、あの頃と違って学園生活を楽しめているようで、儂は安心したよ」

　そうしてニカッと白い歯を見せて学園長は笑いかけてきた。




「思う存分学園生活を楽しむといい、リュウ・コレクニ。儂は君を応援しているよ」




　じん、と胸が熱くなる。

　かつて学園長は、自分に名前を覚えてもらおうと思うならば、それ相そう応おうの実績が必要だと言った。その意味を嚙みしめるには十分な言葉だった。













「おーい、シバジロウ、出ておいで」




　俺おれは自室でシバジロウに呼びかけていた。

　頻度が少なくなったとはいえ、まだシバジロウは部屋の隅すみや狭いところに隠かくれる節ふしがある。今も衣装棚の奥に伏ふせの体勢で潜んでいた。

「どうしたの、まだやってるの？」

　キャニーシャさんだ。

　俺が何度もシバジロウに呼びかけているのを廊ろう下かで聞いてしまったらしい。心配になって部屋に入ってきてしまったようだ。

「だいぶ、回数は減ったんだが……うーん」

「原因はわかっているのよね？」

「前にコロシアムで俺が傷ついただろ。あれをまだ引きずっているみたいなんだ」

「もう平気だって言葉をかけてあげればいいでしょ」

「声をかけて伝えているつもりなんだけどな……うーん」

　キャニーシャさんの言うことはもっともなんだが、どうしたらいいか。

　シバジロウは耳をぺったんこにさせて、じーっと俺のほうを見つめている。

　同時に、じわりと俺の脳のう裏りに、またコロシアムで怪け我がを負った俺が寝ているシーンが浮かび上がる。

　もう大丈夫だ。怪我をしないように気をつけるから。

　闇雲に自分を犠牲になんて、しないから。

「シバジロウちゃんは私たちの考えが読めるのよね。だったら同じようにあなたが心の中で大丈夫だーって何度も伝えてあげればいいじゃない」

　それもやっているんだけどな。

　俺はシバジロウに強く気持ちを込めて「大丈夫だぞ」と念を送ってみる。

　するとシバジロウの耳と尻尾しつぽがピコッと上がった。

「ちょっとは効果あったのかしら」

　キャニーシャさんの言葉に俺は、ふむと頷うなずきながらも暗い声を出す。

「でも出てこないな。これじゃ今日もオヤツ作戦か」

「諦あきらめちゃダメよ。でも、そうね。わかったわ。じゃあ、もっとたくさん伝えてみればいいのね、待ってて」

「え、キャニーシャさん、おい」

　俺が声をかけたが彼女はパタパタと急ぎ足で部屋を出て行くが、すぐに戻ってきた。ちょいちょいと俺を手招きしている。

　なんだ？　廊下まで出てこいと？

　なるほど、そういうことか。廊下に出た俺はキャニーシャさんの考えを理解する。

　俺は部屋に戻ると、再びシバジロウのもとへ歩み寄り、しゃがみ込んで声をかけた。

「シバジロウ、お前の不安を打ち消してやる。待ってろ」

　俺は部屋の外に出ると、廊下で待っていた人たちに合図を送った。

「みんなを連れてきたよ、シバジロウ」

　再び部屋に入った俺は、背後に控ひかえていた人たちをシバジロウの前に向かうよう促した。キャニーシャさん、エメラルダさん、ホワイトドラゴンのミケにキマイラだ。




「シバジロウちゃん、来なさい」

「シバジロウー、大丈夫」

『まったく世話を焼かせる』

「シバジロウーガブリトサセロー」




　キャニーシャさんは屈み込んで、目線を合わせて、穏やかな声音で。

　エメラルダさんは彼女にしては珍めずらしく双そう眸ぼうを和らげながら。

　ホワイトドラゴンのミケさんはパタパタとシバジロウの顔まで近づいて、羽ばたきながら、ゆっくりとした口調で。

　キマイラは、前にシバジロウにオヤツを取られたことを覚えているのか、警戒心で距離を取って、ガウガウ唸りながら。

　それぞれシバジロウに声をかけていく。




　シバジロウは目を大きく見開いて、ぴこんと耳を揺らした。ハテナマークをいっぱい込めたような視線を、俺にチラチラ送ってくる。




　簡単な話だ。

　俺は一人じゃない。

　支えてくれる大勢の仲間たちがいるんだ。だから前みたいに大怪我をしてシバジロウを心配させるようなことにはならない。だから安心してほしい。下手な自己犠牲はみんなを、特にシバジロウを悲しませることになる。ちゃんと、わかっているから。




「もう大丈夫だ、だから出ておいで」




　そんな狭いところに入ってないで。

　ひとりで暗い気持ちを抱えないで。

　こっちにおいで。

　みんなで楽しい思い出作りをしよう。




　こんなに仲間がいても、シバジロウが辛つらい顔をしていると寂さびしいよ。

　だから元気になってほしいんだ。




　そんな俺の気持ちが伝わったのだろう、シバジロウがコクンと頷く。

　シバジロウの尾が激はげしく揺れ動いた。




　シバジロウは、ひゅっと立ち上がり、狭いところから出てくる。

　そして、ぴょんと飛び上がるようにして、俺の膝ひざに前足を乗せてきたのだった。















　みんなから、わっと歓声が上がる。キャニーシャさんがシバジロウに近づいてきて、その頭を優しく撫なでた。他のものたちも彼女の後に続いてシバジロウと俺を取り囲んだ。シバジロウはみんなから注目されて、ご満まん悦えつそうにブフウと鼻息を洩もらした。




　そう、この世界で俺は生きていくんだ、シバジロウとともに、ずっと。









あとがき






　こんにちは、初めての方は初めまして、鳥とり村むら居い子こと申します。

　このたびは拙作を手に取ってくださり、本当に感謝いたします！

　とにかくあざとくて、すぐに調子に乗る最強ワンワンなシバジロウのお話は如何いかがでしたでしょうか？

　少しでも「シバジロウ、可愛すぎる、ヤバイ、これはあかんやつや」と思ってくださったら、とても嬉しいです。

　本作のコンセプトは、どこまでもマスコット（シバジロウ）を愛らしく描いてみせるぞ！です。メインはシバジロウです。たっぷり召し上がってくだされば！




　ちなみにこのシバジロウのモデルは私の飼っている犬だったりします。

　今もモデルとなった犬が、作業している私を遠くから見つめながら「ほら、これで遊べよ。好きなんだろう？」みたいな感じで玩具おもちやをポイッと投げつけてきています。無視しているんですけど「何で遊ぼうと誘っていることがわからないかなー、せっかくここまで足を運んであげているのになー」みたいな顔でじっと見つめ続けてきています。クソ可愛いです。自分が可愛いとわかっているのでそれを思う存分見せつけるようなことをしてくるのです。「ほら、こうすれば喜ぶんだろ、おまえ」みたいな。でもそんなうちの犬が大好きです。あとがきを書き終えたら、思う存分ワシャワシャしてあげようと思います。

　この作品を書いているときにも、初めてのＷＥＢ連載で戸惑ったりなんだり本当に色々あったのですが、犬が傍そばにいてくれたおかげでこうして本を出すところまでたどり着けたんだと思います。犬には感謝しても感謝してもしたりません。

　もちろん、この本に携たずさわった全ての方々に感謝の気持ちを！

　担当様、根気よく本作の改稿に付き合ってくださり、ありがとうございます。的確なアドバイスのおかげでシバジロウがより可愛らしくなりました。

　ときち先生、素晴らしいイラストをありがとうございます。シバジロウが本当に可愛くて丸っこくてヤバイです。シバジロウカットは見ていると息苦しくなるくらいです。これは恋心に近いです。

　校正様、もう本当に表記揺ゆれが多くて大変申し訳なく……！

　編集部の方々、デザイナー様に営業様、皆さんの支えがあったからこそ、こうして形になりました。大変嬉しく思います。




　そして、この場をお借りして宣伝させていただければ。ノベルゼロ様から『銀河を診みるナイチンゲール　Ｄｒ．マイロンの病診推理』が発売中です！　ＳＦ医療という一体なにそれ的なジャンルですし、そもそも本作とはまったく雰囲気の異ことなる作品ですが、それはそれとして別べつ腹ばらな気持ちで味わってくだされば。凪なぎ良りよう先生の描かれた美麗なキャラクターたちが本当に素敵なので、ぜひご覧くださいませ。




　それでは、またどこかで皆様とお会いできますように！


鳥村居子　　　
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